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序章





　時は遡さかのぼり――――

　薔薇輝石ロードナイト戦士団がプリフェスタ軍を破ったあの谷底の戦いより、二ふた月つきほど前。





　じゃらじゃらじゃら――――

　小袋の口から、まばゆく輝く金貨がつぎつぎに吐き出されていくさまに、エルザの目はどうしようもなく釘くぎ付づけになっていた。

　銅貨ではない。銀貨でもない。金色のお金。

　あれがたった一枚あれば、庶民の一家なら半年は食うものに困らない。エルザが唾つばを飲み込んだのも無理はなかった。そしてそれを惜しげもなくテーブルの上に積む、あの男。

　ちゃりん。

　最後の一枚が落ち、彼はカラになった袋をふるふると振った。

「これで信用いただけましたかな？　団長殿」

　とある館の一室である。床は足首まで埋まりそうなふかふかの絨じゆう毯たんが敷かれ、壁には高そうな首飾りや珍しい刀剣がごてごてと飾られて悪趣味極まりなかった。

　団長殿、と呼ばれたその館の持ち主はいま、エルザの真正面の椅い子すにふんぞり返っていた。両足を机にどっかと投げだし、余裕たっぷりに腕組みをして顎あごを突き上げ――とても客を迎える態度ではない。だが、その巨大な体や荒々しい雰囲気を見てしまうとむしろ似つかわしいとさえ思えてしまう。

「ほおぉ」

　一生遊んで暮らせるほどの大金を前にして、しかしその大男はさしたる感慨もなさそうだった。むしろ脇わきにいる男の方が興奮していた。

「せっせせ船長！　これ！」

「団長だっつってんだろうが」

　彼は有う無むを言わさず脇の男をぶん殴った。男は軽々壁まですっ飛んでいき、調度がいくつか派手な音を立てて砕けたが、彼はまるで気にする風もなく言葉を続けた。

「お前さんにその気があるのはわかったぜ。だがな、あー……」

「アマルフィです、団長殿」

「あーそうそう。アマルフィさんな。あンた、少しばかり来るところを間違えちゃいねェかい？」

「――いえ」

　アマルフィは微笑ほほえんで言った。

「めっそうもない。あなたと他ほかの人間を間違える輩やからなど、この街にはいませんよ。ゴート帝国戦士団の一翼――海王石ベリル戦士団団長、ゴフ＝ランドルフ殿」

「んむ」

「間違いも気の迷いもございません。僭せん越えつながら私わたくしアマルフィ――いえ、我々ロキウス商人同盟は、あなたと海王石ベリル戦士団をお客人としてお招きしに参りました」

　それを聞いたゴフはさもおかしそうに笑った。

「ひゃっひゃっひゃっ。おンもしれーなあ。あンたァつまり俺おれに、『飼い主皇帝を裏切れ』っつってんだろう」

「そうは申しておりません」

「おんなじこったぁ。なあ？」とゴフは側近に振る。「二足の靴ったって履けるモンと履けねえモンがあらあ」

「ならばぜひこちらの靴を。仕立ては決して悪いものではありませんよ」

　ゴフは即答した。

「やだね」

「……ほう」

「皇帝の威光もこりゃこれで便利なモンだ。大おお手でを振って悪さができる。そいつに見合うモンがあンたに用意できるたぁ思えねェ」

「なるほど」

　アマルフィは動じるでもなく、懐ふところに手をやった。おもむろに取り出したのはなんと、新しい小袋である。金貨の小山の脇わきにそっと置かれた小袋は、ざり、と音を立てた。中身が何かなどと、今さら問うまでもない。

「これでも？」

「ほ、」

　ゴフは片かた眉まゆを上げた。

「まだ足りませんか？」

　驚いたことに、アマルフィはさらに懐から小袋を三つばかり出してテーブルの上に並べた。見たこともない大金を目まの当たりにして、エルザは気絶しそうになった。あれだけあれば城の一つや二つ買えるのではなかろうか。

「まあ待て」

　さらに袋を取りだそうとするアマルフィを、ゴフは手で制した。

「俺おれァ別に金なんかもういらねんだ。足りなくなったら街の連中から巻き上げりゃ済む話だからな」

　アマルフィは、困りましたね、と顎あごを引いた。

「私わたくしも子供の使いで来たわけではありません。手ぶらで帰るわけにはいかないのです」

　それからアマルフィはうつむき、一人で何やらぶつぶつと呟つぶやきはじめた。エルザはふだん、このような仕し種ぐさを見たことがない。さすがに顔には出ていないが、ずいぶんと焦っているようだった。どうするのかと思っていると、突然がたっと椅い子すの倒れる音がした。

　ゴフだった。

「――おい」

　どうしたというのだろう。立ち上がったゴフの様子は、今までとは明らかに異なっていた。

「今……なんといった？」

　腹の底から響くような声。ぬうっと身を乗り出して、覆い被かぶさるようにアマルフィに迫る。これまでのひょうひょうとした態度とはうってかわり、その姿はまるで手負いのエモノに傲ごう然ぜんと歩み寄る雄お獅じ子しそのものだった。

「……！」

　アマルフィが戦せん慄りつしたのが、背中越しにもわかった。

「ええ……ライオドーンの交易が」

「その後だ」

「その後というと……薔薇輝石ロードナイト戦士団のことですか」

「それだ！　薔薇輝石ロードナイトだ！」

　ゴフは唇の端を歪ゆがめた。目は笑っていなかった。

「あの戦士団が何か？」

「へっ。てめえに話すこた何もねえ。俺おれが訊きくんだ。なあ、てめえらにつけば、あのガングスタフの野郎とやりあえンのか？」

「ガングスタフというと、薔薇輝石ロードナイト戦士団の団長ですか」

　ゴフは両手を開いて嬉うれしそうに大声を上げた。

「そうだよなあ！　帝国の敵に回るんだもんなあ！　他ほかの戦士団とぶつかることになるのァあったり前だあ！　あー俺なんで今まで気づかなかったかなァ！　まーいーや、ひゃひゃ、面白え！　そいつァ面白えぜ！」

　にいっと笑って、ゴフはアマルフィを見下ろした。

「受けてやるよ」

　エルザは呆ぼう然ぜんとゴフの変わりようを見つめていた。今までさっぱり乗り気でなかったというのに、薔薇輝石ロードナイト戦士団の名前を出したとたんこの豹ひよう変へんぶりだ。いったい何があったというのだろう。

　その思いはアマルフィも同じだったようで、しばらく狐きつねにつままれたような顔をしていたが、やがて気を取り直し「ありがとうございます」と笑った。

「ただし、だ」

　ゴフはずいと顔を寄せた。

「俺らをなるべく早くあいつらと戦わせろ。条件はそれだけだ」

「承りました。つきましては契約金ですが――」

「いらねえよ」

「そうはいきません。これはれっきとした契約です。同業者相手ならばともかく、それ以外に借りを作ったとあっては商人の名折れ」

「だああっ、だからいらねっつってんだろ。どうしても出したいってんなら、そこの嬢ちゃんにでもくれてやりな」

　ゴフが顎あごで示したのは、エルザだった。

　アマルフィがつとこちらを向いた。目が合って、それだけでエルザは背筋に虫が這はうような気持ち悪さを覚える。このいやらしい目がいつまでたっても慣れやしない。豚のように肥えた体、なめ回すような視線、気味の悪い声、その口く調ちよう。何もかもが嫌いだった。

　こんな男の元、本当は今すぐにでも逃げ出したいのに。でも、逃げ出せたとしても行く当てなどないのだ。身一つの自分をいったいどこの誰だれが迎え入れてくれるというのか。それを思うと、少なくとも今はこの男の元にいるより他はないのだった。

　アマルフィは薄笑いを浮かべてゴフに向き直る。

「いえいえ、給金とするには少しばかり多すぎます」

　それを聞いて、エルザは悔しさにそっと唇を噛かんだ。

　――お給金なんて、くれたことないくせに。

　ゴフはじっくりとエルザを眺め、

「またずいぶんなべっぴんじゃねえか。そいつをくれるってんならありがたくいただくぜ」

「お戯たわむれを……」

「ひゃっひゃっ、どこで拾ったんだい？」

「なに。生活に窮した親がこれを私わたくしに売り渡しただけ。今どき珍しくもない話です」

「ほお。娼館に下ろしゃあ、いい値がつきそうだがな」

「手放すつもりはありません。私も気に入っていますので」

　モノを扱うような話しぶりに、エルザはひたすら下を向いて耐えた。

　耐えるしかなかった。



　初夏。

　このときはまだ、エルザはアマルフィの召使いだった。



    

  
    
      


一章　ライオドーン・出しゆつ立たつ





「暑あっついねぇ……」

「…………」

「もう夏も終わりだってのにさあ……この暑さはないよねえ……」

「…………」

「ねえ、聞いてる？」

「…………」

「ねえってばっ」

　ぱし、とエルザに肩を張られて、ネイブははっとした。

「んもう、前向いて歩かないとぶつかるよ？」

「あ、ああ」

　考え事をしていたのだ。

　顔を上げると、すっかり見慣れた街並みが目に入った。道を背の低い建物が挟み、さらにどこまでもそびえる断だん崖がいが街を挟み込んでいる。ふと脇わきに目をやると野菜売りの店台から青モノがすっかりなくなっていて、こんなところで季節の移ろいが感じられた。

　そう。ここは谷底の街、ライオドーン。

　戦士団出発の報しらせを受け、ネイブとエルザの二人は団と合流するべく集合場所に向かっているところだった。

「なんか、すごく深刻そうな顔してたけど、どうしたの？」

「うん……」

　後味の悪い別れをしたリゼッタもさることながら、ネイブには一つの悩み事があった。

　少し迷ったあと、ネイブはそれを口にした。

「おれ……戦士団を抜けたいんだ」

「……えっ？」

　エルザは目を丸くした。

「え？　いきなり？」

「だよなあ。そう思うよなあ」

「なんでまた」

「ええと……どこから話したらいいかな」

　頭の中で話をこねくりまわした結果、二人とも知っている人物のことから話すことにした。

「あのじいさんの言ってたことなんだけど」



    

  
    
      



    

  
    
      「ジョゼッペさんのこと？」

「そう」

　ジョゼッペ老。

　敵プリフェスタ軍の突然の襲撃があったとき、崩れた家からネイブが助け出した老人。学問都市バハラクの出身だと言い、その言葉どおり見るからに学者の風ふう貌ぼうをしていた。

　彼は言った。

『エレメントの効果を打ち消すことのできる人物がいる』

　それを聞いてネイブは仰天した。なぜならそれはネイブにとって求めてやまない情報だったからだ。そもそも街を出たのは、〈天の黒〉の少女の能力“〝闇賊ダーコ”〟によって閉じこめられてしまった仲間を元に戻す目的があったからなのだ。戦士団に入ったのもその手段の一つで、戦いうんぬんはだから正直、二の次三の次なのである。

　例の人物はロスブリュックにいるとジョゼッペは言っていた。都合の悪いことにロスブリュックは戦場とは正反対の北の地にある。内乱でも起こらない限り、そちら側に戦士団が向かうことはまずないといっていい。だから、ロスブリュックに向かうためにはどうしても戦士団から抜けなければならないのだ。

「……というわけ」

　我ながらなんて話はなし下べ手たなのだろうとネイブは思った。つっかえつっかえ、しょっちゅう言い間違えるわ言葉の順番はおかしいわで、しまいには話している自分がイライラしてきてしまった。こんな聞きづらい話を文句一つ言わずに聞いてくれるエルザはとてもいいやつだと勝手に決めつけた。

「ふうん……」

　エルザは頬ほおを膨らませたり目をくるくる回して遊んでいたが、やがて、

「いいんじゃない？」

　と言った。

「……簡単に言ってくれるなあ」

「あたしはそう思ってるってだけの話だよ。そりゃ、フレア隊長に言ったらぎゃんぎゃん怒りそうだけど。でも、少なくともあたしはあんたを責められないから」

「？」

　首をかしげた。

「それ、どういう――」

　ネイブの疑問は、突然の怒声に遮られた。

「何度言ったらわかるんだ、オークニ――ッ！」

　怒声の吹っとんできた先は、近くの居酒屋だった。



　声の主はフレアだった。

「貴様その態度はなんだ！　それがメシを待つときの姿勢か！」

「うっせーなー」

　店の中をひょいと覗のぞいてみると、一目でだいたいの状況がわかった。

　テーブルに足を投げ出して椅い子すをゆらゆらさせているオークニー。

　そのまん前に腕を組んで立ちはだかっているフレア。

　二人の間には見るだにギスギスした雰囲気が流れていた。どうやら行儀うんぬんのことで揉めているようだ。周りは誰だれも止めようとはせず、みな遠巻きにことの成り行きを見守っている。それもそのはず、睨にらみ合っているのはなんと、かの薔薇輝石ロードナイト戦士団の二番隊隊長と三番隊隊長なのである。あなおそろしや、この間に割って入れるのは団長か、あとはせいぜい自殺志願者ぐらいのものだ。

「自覚しろオークニー！　貴様は仮にも、一応、なぜか、今のところ、かろうじて、薔薇輝石ロードナイト戦士団の一隊長なんだぞ！」

「だからどうしたよ。っていうかオレ、バカにされてない？　されてるよね？　えっ？　気のせい？　ほんとに？」

　耳をほじりながらまるで緊迫感のないオークニーに、フレアはさらに眉まゆをつり上げて怒鳴る。

「立場をわきまえろと言ってるんだ！　忘れたわけではないだろう。戦士団は皇帝直属の軍隊だ。我々の評判はそのまま皇帝に向けられる恐れさえあるんだ！　皇帝の品位をおとしめるようなことはするな！」

「コーテイコーテイってうっせえな。だいたいオレら元海賊よ？　貴族の集まる騎士団ならともかく、んな海賊連中に、なんだ？　品位？　とやらを期待するのがそもそものマチガイだってんだ」

「馬ば鹿かを言え！　出自がどうであれ、お抱えになった以上はそれにふさわしい態度を身につけるべく努力するべきだ！　何も貴族のようなふるまいをしろと言ってるんじゃない、せめてその無礼な態度を改めろと言ってるんだ！」

「お前なあ、皇帝がオレらを召し抱えたときの条件知ってるか？　義はいらぬ。礼もいらぬ。忠もいらぬ。な？　ただ命令されたときだけちゃんと言うこと聞いてりゃいーんだよ。それ以外はどうしようとオレらの自由。そう皇帝が言ってるんだ。ホラ、なんの文句がある」

「そうは言っていても、だ。実際に行動した場合、どうしても評判というのはついて回るものだろう。その影響を考えずに行動するのは、雇われている者としてあるまじき行為だ」

「じゃー文句言う相手はオレじゃねーな。皇帝だ」

「なんでそうなる！」

「そーいうのが怖こええならちゃんと言やいいんだ。皇帝サマはオレらよかアタマいいんだろ。ならオレらがこーんなことするのも予想済みってわけ。なんも問題ナシ。おーい早くメシ持ってきやがれー！」

　フレアほどではないが、オークニーも十分に若い隊長である。だが戦士団となってから入団したフレアとは違い、彼はそれ以前からの古株なので、妙に譲らないところがある。とくに（フレアのような）後から入った者に対しては、意い固こ地じなまでに自分の意見を曲げなかった。

　しかしフレアとて新参だからといっておとなしくしているような性格ではない。だいたいそれくらいでなくては隊長は務まらない。曲がったものは直るまで叩たたく主義なので、言うことを聞かないオークニーとはことあるごとに対立しているのだ。

　そして毎度のごとく、ついに手が出た。

　いや、足が出た。

　オークニーの椅い子すを思いっきり蹴けり上げたのだ。

　ガァン！と派手な音がして、オークニーは椅子ごとぐるんと宙を舞った。並の人間ならそのまま顔から落ちていただろう――が、オークニーはとっさにネコのように体をしならせ、空中でくるりと反転――そしてなんと、足からきれいな着地を決めた。それで……まあ、それだけで終わるはずもなく。

「あっぶね！　てめ、ンだコラァ！」

「やるか！」

　始まってしまった。

　オークニーが拳こぶしを後ろに振りかぶり、フレアが腰を落としたそのとき！

　二人の間でかっと白い光が爆はぜた。

　ごんっ。

　オークニーの拳は、突如出現した透明な結晶に阻はばまれて止まった。

「二人とも……どうか落ち着いて……」

　ネイブだった。

　見るに見かねてとっさに二人の間に入り込み、エレメントを展開したのだ。〈地の白〉、金剛石アダマスの盾はありとあらゆる攻撃をはねのける。

　が。

　冷静になってみれば、実際やっていることは、ただのケンカの仲裁なのである。せっかくの貴重なエレメントだというのに、いささかむなしい使い道であることは否めない。

　後ろで「やるなぁ……」「あいつ、すげえ」といった感嘆が漏れ聞こえてきたが、正直たいして嬉うれしくない。

　横ではオークニーが「痛いって！　痛いってえ！」と右手をしきりに振って飛び跳ねていた。「お前、それはずりいだろ！」と見当はずれなことを言われたので、ネイブは一応謝ってみた。

　フレアはばつが悪そうにがりがりと頭を掻かいていたが、そのうち憮ぶ然ぜんと椅子に腰掛け、店主を呼びつけて一吼ほえ、

「何か甘いものを出せ！」

　曰いわく、イライラしたときはとにかく甘いものを食べたくなるらしい。

　店主が風のような速さで奥に引っ込むのを見送って、ネイブはそっとフレアの様子をうかがった。我らが隊長殿はいかにも面白くなさそうなツラで頬ほお杖づえをついていて、ネイブは内心でまいったなと顔をしかめた。とても『戦士団を抜けたい』などと切り出せる雰囲気ではない。

　そのとき、外から見覚えのある兵士が駆け込んできた。

「集合です！」

「ああ？」

　とたんフレアはあんぐりと口を開けた。こんな間の悪い命令があるだろうか。伝令の言葉は団長の言葉。従わないわけにはいかない。けれど甘いものが、ああ、わたしの甘いものが……と大方こんなところだろう。わかりやすい顔をして店の奥に目をやる。次に入り口に目をやる。

「…………っ」

　みるみる悲しそうな顔になっていく。

　フレアの視線はさらに両方の間を何度も往復した。義務と欲望のはざまで葛かつ藤とうしているのは誰だれの目にも明らかだった。しばらくそうやって目の運動をしていたが、ついに未練をかなぐり捨てたらしく、バン、とテーブルを叩たたいて勢いよく立ち上がった。

「行くぞ！」

　ちょっと涙目だった。



　　　＊＊＊



　街の外、薔薇輝石ロードナイト戦士団野営地。

　今朝まで所狭しと並べられていた天幕テントがほぼ取り払われ、大地はごつごつとした肌を風にさらしている。

　てきぱきと出しゆつ立たつ準備を整える戦士団の団員たち。何度もこなしているだけあって、皆慣れた動きだ。

　そのあわただしい中にあって、しかし一箇所、少し雰囲気の異なる場所があった。見るからに異様な空気だ。数人の男が、大地に転がされた一人の男を取り囲んでいる。

　転がされている男は縄でぐるぐる巻きに縛られ、指一本動かせない状態でうーうー唸っていた。今にも気絶しそうなほど真っ青な顔をして、せわしなく視線を動かしている。

　そして彼を取り囲む男たちの中には、熊くまと見まがう巨体の団長ガングスタフの姿があった。その脇わきにいるのは、二番隊副隊長エイディである。

「二番隊所属、ドナテロ＝レッキーノ」

　エイディは言った。

「例のネズミです。処分はいかがいたしますかな」

「ふうむ……」

　ガングスタフは顎あごをさすりながら、ドナテロと呼ばれた男の顔を覗のぞき込んだ。

「プリフェスタと通じてたんだっけか」

「ええ」とエイディ。「ちなみに裏切り者の処罰は鉄てつ槌ついにて四肢を潰つぶし、そののち野ざらしにする、ということになっていますが」

「なんだ、ひでえなそりゃ。いったい誰だれが考えたんだ」

　スッとぼける団長に、エイディはわざとらしく溜ため息いきをついた。

「これはこれは。自らお決めになったことをお忘れとは。困りましたな。ところでご存じですか？　薔薇輝石ロードナイト戦士団の団長はエイディ＝クレアドという人物で」

「まだボケてねえよ。っとそうだそうだ、思い出した。ありゃあ冗談のつもりだったんだ」

「冗談……」

　呆あきれるエイディに、団長は笑いかけた。

「や、冗談つうか、脅しだな。言うこと聞いてくれりゃそれに越したこたぁなかったんだが、かといって掟を破った奴の手足を潰すっつうのはどうもなあ……」

「――甘い」

　エイディは言い切った。

「甘あめえかなあ。やっぱり」

　ひきかえ団長はどこまでも呑のん気きである。

「だってよう、手足潰されたらどうやってメシ食うんだ？」

　何をわけのわからないことを、とエイディは内心で頭を抱えた。これだから傭よう兵へいは嫌なのだ。思うだけでは我慢できず口に出してやった。

「これだから傭兵は嫌なのです。筋肉以外でものを考えることを知らない」

「ほおおずいぶんなクチきいてくれるじゃねえか」

　エイディの口の悪さは今に始まったことではない。一介の副隊長であるにもかかわらず、隊長どころか団長にさえ臆おくさず包まず意見を述べる。ときにはその遠慮のなさが災いすることもままあるのだが、それでも彼の口をつぐませようとする者はいない。

「よいですかな団長。これは実質的な死罪なのです」

　なぜなら、その抜き身の言葉は団にとって必要不可欠なものだからだ。薔薇輝石ロードナイト戦士団はもともとガングスタフを慕って集まった烏う合ごうの衆にすぎない。当のガングスタフは周りの信頼こそ厚いものの規律がどうこうとうるさく言う人間ではなく、他ほかの連中も『統制』などという言葉とは縁遠い荒くればかりなので、締めつけ役が必要なのである。

「ときには見せしめも必要です。ここ最近、団全体がたるんできているようですので、時期的にも適切かと」

「待てよ。じゃあこうしよう」

　いかにも神妙な面持ちで、ガングスタフは言った。

「次の戦いくさでは、こいつを真っ先に突っ込ませる」

「はあ。……はあ？」

　とっさに意味がとれず、エイディは首を突き出して疑問を呈した。また何を言い出すのかこの男は。

「“〝緋ひの槍やり”〟の先頭に配置させるんだ。あそこはただでさえ人死にが多い。よっぽど戦いくさ慣れしてなけりゃあ、生き残るのは難しいだろう」

「お、お待ちを」

「どうした？」

　どうしたもこうしたもない。

「仮にそれで生き残った場合、いかがなさるおつもりで？」

「そりゃあ、まあ……」

　へへっと笑うガングスタフを見て、エイディはめまいを覚えた。この男、まさか生き残ったら水に流すつもりではあるまいか。いや確実にそうだ。長いつきあいだからわかる。あれは言いづらいことをどうにか通そうとしているときの顔だ。冗談ではない。酔すい狂きようにもほどがある。

「なりません。まったく、いったい何を考えているのやら」

「いやまあ考えてみろよ」

「珍しいこともあるものですな！　筋肉が頭に考えろとは」

「まあまあ。ソレのこともあんだろう」とエイディの握った紙を指す。

「…………」

「おめえがよく言ってるこった。たとえ雑ぞう兵ひようたぁいえ、みすみす殺しちまうよりかは、使い倒してから死んでもらう方がいいんじゃねえか？　そいつが、エイディ、おめえの言うところの『効率』ってやつだろう」

「――――」

「ちがうか？」

　言われてエイディは瞠どう目もくした。

　信じられない。

　この団長が。

　この熊くまが。

　この熊五郎が人間の言葉をしゃべり、「――あまつさえまともな正論をのたまうなどと……！」

「おおい、口に出てんぞ」

「存じておりますお気遣いなく」

「ほおお」

　気持ちよく団長をバカにしたところで一つ考える。たしかに、いまの意見には一考の余地があった。いま戦力を削るのは得策ではない。使えるものはなんであれ使うべきだろう。

「……そうですな」

　エイディは頷うなずいて顔を上げた。

「わかりました。ときには動物の声にも耳を傾けることにいたします」

　ガングスタフは大きく溜ため息いきをついた。

「……おめ、もうちっとスッともの言えねえのか？」



　ドナテロの処分がひとまず決まって、ガングスタフとエイディの二人は団の集合場所に向かった。

　握りしめた勅命状の感触をたしかめながら、エイディはたしかな足取りで歩くガングスタフの背を見つめた。

「――――」

　岩のような背中だ。広く、たくましく、すべてを背負ってなお折れることがない。

　思い返せば出会ってこのかた、ガングスタフは弱音や愚痴のたぐいを吐いたためしがない。誰だれもがうちひしがれているときでさえ、彼は一人脳天気に笑っていた。

『な～にいっちょまえに落ち込んでやがんだおめえら！　ほら笑え笑えーっ！』

　ふと、考えることがある。

　ガングスタフの中に“〝弱さ”〟はないのだろうかと。

　そして、こう考える。

　ないわけがない。弱さのない人間などいるはずがない。ただ彼は、それを人に見せるのをよしとしないだけなのだ。

　だが……今回ばかりはどうだろうか。

　さすがのガングスタフも、笑って乗り越えるというわけにはいかないだろう。

　なにせ相手は、あの――。

「……しかし、つくづくとんでもないことになりましたな……」

　独り言のように呟つぶやくと、ああ、と声が返ってきた。

　笑えみを消したガングスタフの、低い声だった。



　　　＊＊＊



　ネイブたちが集合するころには、薔薇輝石ロードナイト戦士団の野営地はすっかり元の更地に戻っていた。

　ずらりと整列した馬の後ろには準備の整った荷車が並び、出発の合図を待っている。二千人分もの荷物を運ぶのだから、その数も半はん端ぱではない。

　ぶるるるん。ぶるるるる。

「…………」

　近くを通り過ぎた馬を見て、いよいよネイブは焦った。これから戦士団はプリフェスタに突入するのだ。ただでさえ遠いロスブリュックからさらに遠ざかることになってしまう。もはや言い出しづらいなどと言っている場合ではない。早くフレアに自分の意志を伝えなければ。

　ネイブは何度かその場で飛び跳ねてみた。

「何やってんの？」

　脇わきにいたエルザの声。

「うん、たい、ちょう、を、さが、して、あ！」

　見つけた。あの銀髪。よく目立っている。

「いた。一番前にいた」

「そりゃそうだよね。隊長なんだから」

「ちょっと行ってくる」

　団員たちの間をすり抜けて、ネイブは前に向かった。

　そのうち、団長の声が聞こえてきた。

「あー……」

　べつだん声を張り上げているふうでもないのに、不思議とよく通る声だ。

「皆、このたびの戦いくさ、ご苦労だった。褒美に休みの一つでもやりたかったが、あいにくそうはいかなくなっちまってな。さっそく出発することにした。それで、だ」

　あー、あー、と団長は言葉を探しているようだった。その間にネイブはフレアの元にたどり着いた。

「……隊長」

「ん？　なんだネイブか。後にしろ」

「いや、そういうわけにも……」

　まごついているうちに、団長の声が降ってきた。

「……あー、と。どうか驚かねえでくれ。俺おれらはプリフェスタには行かねえことになった」

「――え？」

　ざわめきが広がった。

　ネイブも思わず団長の方を仰ぎ見た。

「ま、落ち着け。これは何も俺のワガママってわけじゃねえ。れっきとした勅命だ」

　さらりと言われたが、兵士たちが呑のみ込めないでいるのはその様子を見ても明らかだ。ネイブも同じだった。

「じゃあどこへ？」

「プリフェスタに進軍する絶好の足がかりを放棄して？」

「いや、まずこの街の防備は？」

　いくつもの疑問を抱いて、首をひねる兵士たち。

　団長はそこに、特大の火花を放ほうり込んだ。



「次の相手は、海王石ベリル戦士団だ」



　一瞬、場が嘘うそのように静まり――

　爆発した。

　ライオドーンの外にはまたたく間に混乱の渦が巻き起こった。

　海王石ベリル戦士団は、薔薇輝石ロードナイト戦士団と並ぶゴート帝国戦士団の一つである。かつて名をはせた海賊団の長ゴフ＝ランドルフを団長に据えた海の猛も者さたち。現在は港町アジェントンに駐屯し、隣国プリフェスタに攻め入る機会を窺うかがっている。

　海王石ベリル戦士団を相手に戦うということは、つまるところ国内での同士討ちに他ほかならない。いくら皇帝の命といえど、とうてい正気の沙さ汰たとは思えなかった。

　団長は慌あわてる様子もなく待ち続け、しばらくして場が少しずつ静まってきたころに詳しい説明を始めた。

　聞いてみればまさしく寝耳に水の話だった。

　海王石ベリル戦士団が帝国から離反したのだ。

　寝返ってついた相手は、誰だれもが予想したプリフェスタではなかった。

“〝ロキウス同盟”〟。

　ネイブも名前ぐらいは聞いたことがある。たしかゴート帝国の商人たちの同盟だ。それも生きつ粋すいのゴート人ではなく、テッサリア、エルグ、ビュッセンといった属州の商人たちばかりが集まっていると聞いた。

　どのような経緯でこの状況に至ったのかは知るよしもないが、ともかく、戦士団を手中に収めた同盟は皇帝に一つの要求をつきつけたという。

『選帝候のうち三名を我々の地方から任命せよ』

　それは、とうてい皇帝側の呑のめる条件ではなかった。

　ゴートの選帝候は七名。そのうちの三名が属州の人間にとって代わられるということは、次の皇帝がそちら側から出現する可能性もおおいにありうるということだ。ゴート人はきまって属州の人間を一段低く見ているから、属州出身の皇帝にかしずくなどという事態になればそれは屈辱以外の何物でもない。

　貴族が平民に歩み寄ることがけしてないように、獅し子しがウサギの気持ちをくんで狩りをすることがけしてないように、ゴート人もまた属州の言い分に頑として背を向けたのだった。

　おおかたの予想どおり、交渉は見事に決裂。そのすえに、帝国側と同盟側はついに拳こぶしを振りかざして相まみえることとなったのである。

「要は仲間うちのケンカだ。酒場でのイザコザならまだしも、こうまでデカくなっちまったらなあなあで収めるわけにもいかねえ」

　恐ろしい事態だった。

　プリフェスタという強敵相手に一致団結して当たらなければならないこのときに、ゴートは仲間割れを起こしている。

　――そういえば、あのジョゼッペじいさんも似たようなこと言ってたっけ。

　ネイブは複雑な気持ちになった。今まで信じて疑わなかった『正義の帝国』像が、ここ数日で急激に揺らぎ始めている。

　その後の団長の話は、もうほとんどネイブの耳には入っていなかった。

　考え事をしているうちに、いつ話が終わったのだろう、気がつくともう行軍が始まっていて、ネイブは思わずその場で跳ね上がった。

「おおお？」

　きょろきょろとあたりを見回して、いつのまに……と独りごちる。

「どうしたんだ？」と脇わきにいた兵士。

「いや、団長の、話が、あの」

「？」

「あっ！　そういや！」

　言いそびれてしまった。フレアに、戦士団を抜けることを。

「そうだ、次の行き先はどこなんだ？」

　プリフェスタではなく国内に戻るのなら、方角によってはすぐに団を抜ける必要もなくなる。

「海王石ベリル戦士団のとこなんだから、アジェントンだろ」と横の兵士。

「アジェントン？」

「ああ。港町アジェントン。山から海へ一直線だ。旨うまいモンがいっぱいあるぞー。それに塩もある。もう薄い味つけともおさらばさ」

　生き残ればの話だがな、と彼らはつけ加えた。

　ネイブは頭の中で帝国の地図を思い浮かべた。

　帝国の領土は五角形をひっくり返したような形をしている。その最下端の角が、今までいたライオドーンだ。目的地ロスブリュックは右上の角。そして今から向かうアジェントンは右下の角だ。ということは――

　近づいている。

　アジェントンを通ってロスブリュックに行くことができる。

　どのみちまっすぐ向かうことなどできないのだ。こことロスブリュックの間には長い山脈が横たわっているのだから。

「……ひとまずよし、か」

　安あん堵どの息をつき、ネイブは後ろを振り返った。

　どこまでも続く谷間の奥に、ライオドーンの市壁が見えた。

　一ひと月つきあまりを過ごした地に、ネイブはそっと別れを告げた。



    

  
    
      


間章　デカブツのビトー





　桟さん橋ばしの先の一際高い杭くいに吊つるされた死体を、ビトーは悲しみの目で見つめていた。

　いつまでああしておくつもりなのだろう。

　名も知らぬ輩やからとはいえ、同じ団員があんなふうに野ざらしにされているさまは見るに忍びなかった。いや、団員だろうが誰だれだろうが同じことだ。見せしめに死体を吊っておくなんていうひどいやり方は、いったい誰が考えたのだろう。

　あの人が吊るされて、もう一ひと月つきが経たとうとしている。ねとねとした黒い油を全身に擦り込まれているから夏の間でも腐らない。鳥に食われた様子もなく、彼はもとのままの体を保っている。けれど、いくら腐らないからといって、いつまでもそのままというのはあまりにかわいそうだった。望んで吊るされたわけでもないのに……。

「こ、こっそり下ろしちゃおうか」

　言ってみて、我ながらいい考えだと思った。この人だって、そっちの方が嬉うれしいにちがいない。

　そろそろと周囲をうかがう。幸い誰もいない。

　ビトーは小さな勇気を出して、浜辺から桟橋へと歩を進めた。

　風もなくおだやかな海だ。水面があたたかい陽ひ射ざしをきらきらと反射してまぶしかった。こんなのどかな場所なのに。

　死体の前に立つ。怖くていったん目を背ける。

「うう……」

　見たくない。けれど、見ないと下ろせない。

　死体。

　右瞼から短剣の柄を生やした死体。

　風が吹いて、宙ぶらりんの体が揺れる。ビトーは引けた腰を叱しつ咤たしながら、ぬるぬる滑る縄におっかなびっくり手をかけた。この独特の結び方は引っ張れば引っ張るほど締まるというやっかいな構造になっていて、一月も引っ張られ続けた結び目はびっくりするような固さになっていた。それでもしばらく悪戦苦闘していると、そのうち手て応ごたえがあった。

　――あ、解ほどけそう……。

「……なぁにしてんだい？」

「っ！」

　不意にかけられた声にビトーは飛び上がった。

　さらに縄にかけた手を離してしまい、運の悪いことにその瞬間縄がするりと解け、支えるものを失った死体は水しぶきを上げて海に落ちてしまった。

　びくびくしながら振り返ると、そこにはニヤニヤと不気味に笑う女が立っていた。

「へえ……仕事さぼって何やってんのかと思いきや、勝手に死体を下ろしてるときたよ」

「カサンドラ隊長……」

　見つかってしまった。ビトーはごくりと唾つばを呑のんで後ずさった。

「仕事はどんくさい。エレメントは役に立たない。おまけにさぼり癖までついてるときちゃ、ホント救いようがないねえ」

　編み上げた黒髪を優雅に払って、カサンドラは嬉うれしそうに言った。

「どうしようか。ねえ、デクノボウ？　アンタ、次にそこに吊つられてみるかい？」

　ビトーはぶるぶると首を横に振った。

「すンません、すンません……！」

　カサンドラの表情は変わらない。この狐きつねのような目。ぞっとする。

「そうだね。それがいいね。よし決定。アンタ死刑」

「そんな……！」

　足が震えだした。いやだ。いやだ。ビトーは首を何度も横に振った。

「許して……ください……」

「だーめ」

　カサンドラは腰に手を当て、下から覗のぞき込むようにして一歩、また一歩と近づいてきた。

　背後はすぐ海だ。桟さん橋ばしの縁へりまでいくらもない。ビトーはたやすく追いつめられる。

　全身から血の気が引いていく。いやだ。いやだ。この吊られていた人みたいな死に方をするのはいやだ……！

　カサンドラはふと歩みを止め、いっそう唇の端をつり上げた。

「でもさあ。アタシやるのめんどくさいからさあ――自分でやりなよ」

「……！」

「“〝ルギアラ”〟」

　カサンドラがそう発すると同時、突然ビトーの周囲に闇やみが落ちた。

「――――」

　何も見えない。何も聞こえない。

　ただ一つ。

　闇の中に、まあるい月が浮かんでいた。

　きれいだった。



「ぅゲホッ！　ゲホオッ！」

　気がつくとビトーは猛烈に咳せき込んでいた。

「はあっ、はあっ」

　むせびながら息を吸う。苦しい。喉のどが絞めつけられるようだ。

　いったい何が起こったのか。

　頭がドクドクと脈打っていた。顔がゆだるように熱い。呼吸をするたびに喉のどにじんじんと痛みを感じる。いったい自分の身に何が起こったというのだろう。

　ぼんやりとしていた視界がもとに戻ると、目の前には張り並べられた板があった。桟さん橋ばしの板。今まで足の下にあったものだ。オレはいま、地に這はい蹲つくばっているのか。

　口から垂れた涎よだれが、板に小さなシミを作っている。その下に目をやって、ビトーは戦せん慄りつした。

　自らの手に握りしめられた一本の縄。右手から垂れた縄は、自分の首の周りをぐるりと一周して左手につながっていた。

　背筋に冷たいものが伝う。

　――オレはいま……自分で自分の首を絞めて……？

「どうしたんですかぁ？」

　カサンドラの甘えた声がして、ビトーはがばっと跳ね起きた。

「団長ぉ」

　岸に向かったカサンドラの前には、海王石ベリル戦士団団長ゴフ＝ランドルフの姿があった。

　どうやらカサンドラは彼に気を取られてこちらをほっぽり出したようだった。理由などなんでもいい。とにかく自分は生き延びたのだ。

　しみじみと命の恩人を眺める。当人にはビトーを救うなどという意識は皆無だったろう。なにせ笑顔で部下をひねり殺すような男だ。

　ゴフはとにかく巨大な男だった。並の男ぐらいの上背はあるカサンドラが、ゴフの前に立つとせいぜい胸ぐらいまでしかない。もう五十も半ばにさしかかろうというのに、その筋肉の張りは昔から全く衰えていないときている。盛り上がった肩や分厚い胸板を見せつけるように、上には何も着ていなかった。

　ゴフはふわあとあくびをしながら言った。

「俺おれの用じゃねェよ。お得意サマだ」

「なんだぁ」

　カサンドラはすねたそぶりで肩を落とした。この豹ひよう変へんぶり。ビトーや他ほかの団員の前にいるときとは雲泥の差である。はすっぱな口く調ちようはどこへやら、わざとらしく語尾を伸ばし、妙に腰などくねらせて、猫かぶりもはなはだしい。それもそのはず、カサンドラは昔から団長に惚ほれているのだった。

　ゴフの後ろから子分が息せき切って駆けてくる。

「船長ォ！」

「だッから、団長だっつってんだろ！」

　ゴフは振り向きざまに子分をぶん殴った。あわれな彼は吹っ飛んで大地に転がる羽目になった。

「あ、アファフフィはんをおふへひはひは」

　彼は最後まで言い切ってから気絶した。たいした根性だった。

「毎度毎度すみませんね」

　そこにいたのは、ビトーも何度か見たことのある商人だった。名は……たしかアマルフィといったはずだ。豊かな口ひげをたくわえ、柔にゆう和わな笑えみを浮かべている。でっぷりと太って、毎日さぞいいものを食っているであろう身体からだをしている。

　団長はまたもやあくびをしながら言った。本当に興味がないらしい。

「ルドバに行くから護衛が欲しいんだとよ。つーわけで、お前、行け」

「ええぇ、アタシですかぁ？」

「おう」

　カサンドラは上目遣いにゴフを見つめ、

「団長のおそばを離れるの、さみしい……」

　などと、普段の彼女を知る者からすれば鳥肌ものの台詞せりふを発した。しかし返事はといえばあっさりしたもので、

「おう、そうか。ならさっさと済ませてこい」

　女というより、じゃれつく犬の相手をしているような態度だった。

　勝算のなさを見て取ったのか、カサンドラはわざとらしく肩を落として「はぁい……」としょぼくれた。それでも唇に指を当てるのは忘れていない。

「つうわけで、後はテキトーにやってくれや」

　ゴフはくるりと踵きびすを返したが、今度はその背にアマルフィが声をかけた。



    

  
    
      



    

  
    
      「お待ちを」

「うん？」

「先日、教会からゴフ殿に召喚状が送られてきたのですが、いかがいたしますか？」

「召喚状？」

　ゴフは首をひねった。

「ええ。またどこかの身の程知らずが訴訟を起こしたようで」

「どーゆーの？」

「ええ、たしかここアジェントンの水車小屋の独占にまつわる内容でした。お心あたりは？」

「心あたりねえ。んーいちいち憶おぼえちゃいねーなあ」

「どうしますか。いつものようにこちらで握りつぶしておきましょうか」

「んー」

　ゴフはしばらく考え、

「んにゃ。たまには出てみるとすっか。そのアホのツラも拝んでみてェしな」

「ほう、ずいぶん物好きでいらっしゃる。出たところでたいして益もないでしょうに」

「わかってねーなァ。世の中、無駄なことほど楽しいンだぜ」

「……とにかく承知いたしました。手続きはこちらで進めてまいりますので」

「やあ、それよりよォ」

　ゴフはずいとアマルフィに顔を寄せた。するとどうだろう。それまでのとぼけた様子から一転して、にわかにゴフの表情が荒々しさを帯びたのだ。

「……お前、いつ俺おれにガングスタフの野郎をぶっ殺させてくれンだよ」

　低く這はうような声。ビトーはそれだけで縮み上がったが、アマルフィは慌あわてなかった。

「ご心配なく。すでに手は打ってあります」

「ほお？」

「もういくらもしないうちに、あちらから攻め寄せてくるはず」

「ほっ、そりゃいいや！」

　ゴフはにんまりと笑って、アマルフィの肩をばんばんと叩たたいた。叩くたびにアマルフィがよろけるのも気にせずに。

「ひゃっひゃっひゃっ。ようやくかあ！　たぁのしくなってきたなあオイ！　俺ァこンときをずっと待ってたんだよ！　やあ待ち遠しいなあ！　早くあのガキ攻めてこねェかな。どうやってぶっ殺そうかね？　あっ」

　ゴフはニコニコしながらアマルフィを見た。

「そうそう、これでもしウソだったりしたら俺、お前さん殺しちゃうかんね？　わかった？」



　足音も軽快にゴフが去ったあと、桟さん橋ばしにはアマルフィとカサンドラ、そしてビトーが残されていた。

「……怖いお方です」

　そう呟つぶやいてゴフの背を見送るアマルフィに、カサンドラが声をかけた。

「言っとくけどあれ、本気だよ」

「でしょうね」

　アマルフィは額の汗を拭ぬぐうと、さて、と言った。

「ではさっそくご同行願えますか」

「ホントは行きたくないんだけどねえ」

　カサンドラの声こわ音ねはすっかり元に戻っていた。

「で、ルドバだっけ？」

「ええ」

「あーはいはい、わかりました。さっさと終わらせて団長の元に帰ってくるとするさ」

「お願いします。ええ、それでですね、道中は少し荷物持ちをしていただきたいのですが」

「アタシがぁ？」

　カサンドラは思い切り唇をひん曲げた。

「やだよそんなん。アンタが持ちゃいいじゃないさ」

「お忘れですか？　私わたくしはあなた方の雇い主です」

「…………ん～」

　ぶんむくれるカサンドラ。しばらく面白くなさそうにしていたが、急に何かを思いついたようだった。

「……そうだ。ねえ、ついてくのは別にアタシ一人じゃなくてもいいんだろ？」

「構いませんよ」

　返事を聞くなり、カサンドラはぎろりとビトーを見た。

「……デカブツ」

「は、はい」

　反射的にビトーの背筋が伸びる。

「荷物持ちだとさ」

　ビトーはこくこくと頷うなずいた。

　殺そうとしたばかりだというのに勝手なものだ。だがあいにくこちらに拒否権はない。ビトーは慌あわてて立ち上がり、カサンドラの後を追ったのだった。



　かくて三人はアジェントンを離れ、ルドバの街に旅立った。



    

  
    
      


二章　ルドバ・遭遇





「馬ば鹿かもん！」



　フレアの大声が、店の中に響き渡った。

「…………っ」

　ネイブは声に吹き飛ばされたように顔をそらした。

　そうじゃないかとは思っていたが。いや、確実にそうくるだろうなとは思っていたのだが。

　薄目でちらっとうかがうと、フレアはこちらを睨にらみつけながらウサギの肉を齧かじっていた。まるで猛獣の餌えさ場である。しかも肉は骨付きの上、ところどころむしりきれていない毛がついていたりしてなおのこと怖い。

「いきなり団を抜けたいだと？　なんのつもりだ」

　口を開こうかどうしようか迷ってあぐあぐしているうちに、座れと声をかけられた。

「立ったままではおちおち話もできん」

　おそるおそるフレアの向かいに腰掛けると、フレアは二口目で骨付き肉を骨だけにしてカランと皿の上に置いた。

「それで、理由は？」

　また頭ごなしに怒鳴られると覚悟していたが、意外にもフレアは理性的だった。ただ腹が満たされて機嫌がよくなっただけかもしれない。

　ネイブはなるべくその機嫌を損ねないようにそろりと切り出した。

「ロスブリュックに行きたいんです」

　ライオドーンで出会った老人から、エレメントの効果を打ち消すことのできる人間がいると聞いたこと。そしてその人物はロスブリュックにいるらしいこと。自分のそもそもの目的は国の戦いではなく、エレメントに閉じこめられた仲間を元に戻すことであること。勝手な言い分だと思うが、どうか行かせてほしい――

　一度エルザに話したせいか、今度は少しだけうまく話すことができた。

　語り終えて、ネイブはじっとフレアの顔色をうかがった。

「――ふむ。言いたいことはわかった。だがな」

　フレアは口くち許もとを布で拭ぬぐいながら言った。

「責任というものを考えてみろ。外からどれほど華やかに見えているか知らんが、いったん入団した以上は役割を果たさなければならん。すなわち、ゴート帝国の剣つるぎとしての役割だ。わかるな？」

　ネイブはぎこちなく頷うなずく。

「お前は志願して入った。それもあのオリオルドの推薦状を持って、だ。そんなお前が抜けるのは、お前の身勝手さを証明するのみならず、オリオルドの名に傷をつけることにもなりかねない。それに――」

　フレアはふっと顔を上げてネイブの顔を見た。

「お前が抜けて惜しむ奴もいる」



　長々と諭されたのち、少し頭を冷やせと言われて、ネイブはしぶしぶ引き下がった。身勝手なのは自分が一番よくわかっているし、フレアの言うこともわかる。わかるどころかあまりに正論すぎて反はん駁ばくの余地が見あたらない。故く郷ににいるうちからそうだったが、最近のフレアはその堅物ぶりにより磨きがかかっているような気がする。さらに、最後に「私個人としては行かせてやりたい気持ちもあるが」などと言われては、こちらの立場をちゃんと飲み込んでくれた上での発言であることが察せられて、よけいに強く出られない。

　とにかく、真正面から挑んでは勝ち目のないことはよくわかった。そうすると他ほかにどんな手段があるだろうか。

「……脱走？」

　脱走はたしかに使える手だが、そんなことをして世話になったフレアの顔に泥を塗るような真ま似ねはしたくなかった。それはあくまで最後の手段。今はまっとうな方法を考えるのだ。

　はあ、と溜ため息いきをついた。

　宿に戻る道すがら、ぶらぶらと街を歩く。

　まともな街並みを見るのはひさしぶりだ。

　ライオドーンからたっぷり七日間歩きづめでようやくたどり着いたここルドバの街は、ライオドーンと目的地アジェントンの中間に位置する街である。

　街の周囲をぐるりと取り囲む山並みが美しい。もともと山の中にぽっかり拓ひらけた盆地に栄えた街である。まだ戦火の及んでいないせいか、行き交う人々の顔にはどことなく穏やかな雰囲気がただよっていた。

　この街には大きな宿がいくつかあって、それらが奇跡的に空いていたため、戦士団の面面はひさしぶりのベッドでの休息にありつくことができた。例によって言い出したのは団長で、例によってその管理を押しつけられたエイディは延々恨み言を垂れ流しながら机に向かっているらしい。

　通りの脇わきにある店を順繰りにのぞいていくと、そのうちの一つに見覚えのある影を発見した。

　山やま吹ぶき色いろの髪。あの後ろ姿。

　エルザ、と声をかける――やっぱり振り向いた。

　そこは装飾品を扱う店だった。細く奥行きのある店内で、左右の壁をまるごと棚にして色とりどりの細工物を並べている。女はこういうの好きだよなあ、と思いながら、ネイブは入り口近くの棚から一つ手に取った。

「あっ、バカ」

　急に手が伸びてきて、ネイブの手からそれをひったくっていった。

「なんだよ」

「ベタベタさわって、もう」

　ごめんなさい、と言ってエルザはそれを店番のところに持っていった。店番は笑顔で受け取ってていねいに拭ふいた。

　面白くないのはネイブである。まるでこの手が汚いと言われているようではないか。

「なんだよ。さわられて困るもんなら、こんなとこに置かないでどっかにしまっておけばいいんだ」

「……サイテー」

　何がだ。

「あのね、さわるなって言ってるんじゃないの。さわっていい場所とダメな場所があるの」

「おんなじじゃないか」

「……はあ、これだから男の子は」

　それはこっちの台詞せりふだ。いつもわけのわからないところでへそを曲げる。これだから女は。

「ほら、教えてあげるからきなさい」

　別に興味はなかったが、ここで断るときっとまた怒るのだろう。それも面倒だったのでネイブはおとなしく従った。

「こういうのは持つところが決まってるの。これはここ。これはここ。細かい細工がしてあるとことか、宝石があしらわれてる部分はさわっちゃダメ。だから逆に、きらきらしてなくて、太くてまっすぐなとこだったらだいたい大丈夫なの」

　どうしよう、とネイブは思った。さっぱり興味が湧わかない。

「わかった？」

「はい」

　とりあえず頷うなずく。

「じゃあ問題。これは？」

　エルザが指さしたのは指輪だった。銀の輪っかの上に、透き通った緑色の宝石がどかんと載っかっている。あからさますぎて間違えようがない。ネイブは輪っか部分をつい、とつまんだ。

「こうだろ？」

「よくできました」

「……簡単すぎるぞ」

　するとエルザはむっとしたようだった。びしっと宝石に指をつきつけて、

「言っとくけどね、さっきはその宝石のとこをベタベタさわってたの！」

「……そうですか」

　よほどさっきのネイブの行動が気にくわなかったらしい。

「まあいいや。じゃ次……はいコレ！」

　ネイブはエルザの指した装飾品には反応せず、つまんだ指輪をじっと見つめたあと、ふと思いついてそれをエルザの顔のとなりに持っていった。

「……何してんの？」

　不思議そうにするエルザの顔とその宝石とを見比べる。

「これ、エルザの目の色と似てる」

「…………っ」

「だろ？」

「……な、なにそれ」

　エルザはなぜか恥ずかしそうにむくれてぷいと横を向いてしまった。

　――そうだ。

　脈絡もなく、ふと聞きたいことがあったのを思い出した。

「あのさ、ところで」

「？」

「エルザ、なんで戦士団に入ったんだ？」

　そもそも疑問だった。志願して戦場に来たからには、金なり名声なり何かしらの理由があるはずなのだ。けれどエルザの様子を見ていると、たとえばフレアのように国のためにどうこうと考えているようにはとても見えない。功成り名を遂げてやろうという気概も感じられないし、さりとて金にがっついているふうでもない。不思議だ。

　そんなことを考えていたせいで、ネイブはエルザの顔が強こわ張ばったことに気づかなかった。

「……あたし……」

　急にかたくなになった声に、ネイブははっとした。

「おい……？」

「あたし、宿に戻るね」

　声は人を寄せつけない響きを帯びていた。

　それからのエルザの行動は素早かった。するりとネイブの脇わきをすり抜けて、またたくまに店を出ていってしまった。おかげで止める暇もなかった。

「…………」

　あっけにとられるネイブ。

「……なんだってんだ？」

　いまおれ、何かしたか？

　あの顔は少なくとも喜んでいる顔ではなかった。ひょっとしてまた知らないうちに尻尾しつぽを踏んづけでしまったのだろうか。戦士団に入った目的は尋ねてはいけないことだったのだろうか。

「へっへへ、お客さん……」

　声のした方を見ると、店主が机から身を乗り出してニヤニヤ笑いを浮かべていた。

「さてはふられたね？」

　ちがう。
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　ビトーは暇をもてあましていた。

　ようやくルドバの街についたのが昨日の夜。

　そして今日は朝からあの商人に振り回されっぱなしだった。移動しては待たされ、移動しては待たされを繰り返している。今も背後の扉の向こうでは難しい話がなされているにちがいない。

　軒下で陽ひ射ざしを避けるビトーの前を、街の人々が通り過ぎる。たまにこちらを見る人がいたが、でかい図ずう体たいが珍しいだけでそれ以上の意味はないようだ。それだけでビトーはなんだか幸せだった。

「アジェントンでは、こうはいかないものなあ……」

　腰の湾刀の柄つかをいじる。

　海王石ベリル戦士団が幅をきかせるアジェントンでは、この湾刀を持って歩くだけで周りの空気がおかしくなる。人々はこぞってビトーの顔色をうかがい、道を空け、何もしないうちから品物を差し出してくる。食い物もタダだ。金を払うと言っても『いえいえ戦士団の方からお代をいただくわけには……』とひたすら首を横に振るばかり。おかげでビトーには一人の友人もできないでいた。それもこれも戦士団団長であるゴフの統治が行き届いているからで――

　いや。

　ビトーはそっと頭かぶりを振った。

　あんなものを統治とは呼ばない。

　支配だ。

　言葉ではなく、暴力をもって。

　手を握るのではなく、湾刀をつきつけて。

　国の剣つるぎとなるはずの戦士団が公然と市民の財産を搾しぼり取とる、あの街。

　歪ゆがんでいる。

　あんなことは、あってはいけないのに。

「……う？」

　ふと気づくと、いつからいたのだろう、そこには一人の娘が立っていた。

「わあ、おっきいね」

　ビトーを見て、彼女はそんなことを言った。

　まぶしい山やま吹ぶき色いろの髪だ。透き通るような緑の瞳ひとみが興味津々とビトーを見上げてくる。すっと通った鼻筋に、猫のような口くち許もと。明るそうな娘だった。

「ねえねえ、名前なんての？」

　ビトーは慌あわてて左右を見回した。娘の視線は変わらずビトーに固定されている。

「……お、オレ？」

　ためしに自分の顔を指さしてみると、娘はちんまりとビトーを指して、

「そう、オレ」

　と言って笑った。

　その仕し種ぐさに、ビトーは心がじんわりと温かくなるのを感じた。

　最後に嘲ちよう笑しようではない笑いを向けられたのは、いつだっただろうか。
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　あちこち捜し回っているうちに、やっとエルザを見つけた。

　そこは表通りから一本それた薄暗い路地裏で、細い用水路が道に沿って流れていた。こんなところで。道理ですぐに見つからなかったはずだ。宿に帰るつもりが道草か。

　エルザはでかい図ずう体たいをした男を見上げていた。なにやら楽しそうな顔をしている。ネイブはなんだか面白くなかった。

　――人が一生懸命捜してやってるのに……。

　しかし考えてみれば、別に捜してと頼まれたわけではないのだ。自分が勝手にやっているだけなので、怒るのは筋違いなのである。

　――でも、なんか、ううん……。

　納得がいかない。

　そんなネイブのフクザツな心境など知るよしもないエルザは、笑顔でのっぽの男に話しかけていた。

「ねえねえ、名前なんての？」

「お、オレ？」

「そう、オレ」

　そう言って笑うエルザを見て、ネイブはますます面白くない気持ちになった。宿に戻ると言っていたくせに、こんなところで知らない奴と話したりして油を売っている。自分だけむしゃくしゃしているのも癪しやくなので、ネイブは大おお股またに歩み寄りながら声をかけた。

「エルザ」

「？」

　振り返ったエルザはまるで何事もなかったかのような顔をしていた。

「あ、ネイブ。どうしたの？」

　いや、どうしたのじゃねーだろ。ネイブは小声で呟つぶやいた。気にしているのはもしかしてこちらだけなのか。なんだか自分の影に戦いを挑んでいるようでむなしい。

　結局、お前を捜してたとはとても言い出せず、ネイブは適当に濁してしまった。

「ふうん……」

　エルザはよくわからないという顔をした。

「ま、いいや。そんなことより、ねえネイブ見て！　この人おっきいでしょ」

　言われて、ネイブはまじまじとその男を見た。

　たしかに。

　ネイブと比べても頭一つ半ぐらいは大きい。エルザに至っては親子ぐらいのちがいがある。顔にもう少し威厳があれば『どっしりとしている』などと言えるのだが、実際には威厳とはほど遠い温和そうな顔立ちである。おとなしそうな彼は、エルザの相手をしたせいか少し困ったような表情だった。

　そのとき、彼の背後にある扉の奥から男の声が聞こえてきた。

「――今後ともごひいきに。それでは失礼いたします」

　はっと息を呑のむ音がして、ネイブはエルザの方を見た。

「……おい、どうしたんだ」

　答えず、エルザは目を剥いて扉を凝視する。やがてキィ……と扉が開かれ、現れたのは狐きつねのような目をした女だった。

「あー退屈だった」

　額に布を巻き、細く編み上げた黒髪を胸元まで垂らしている。薄くぴったりした半はん袖そでを着ているため身体からだの線が丸わかりになっていて、ネイブはあやうく前後不覚に陥りそうになった。形のいい胸元からくびれた腰へとつながる輪郭がどうにも扇情的である。さらに服は腰の少し上のところで切れていて、そのせいで腰まわりの肌が丸見えなのだ。他人の、しかも女のへそを見る機会など普段ないネイブにはいささか刺激が強すぎる。

　ごくりと唾つばを飲み下すネイブの前で、女は言った。

「もうめんどくさいよ。で？　あといくつ続くのさ？」

「ほっほっほ」

　続いて姿を現したのは、でっぷり太った男だった。満足そうな笑えみを浮かべ、陽ひ射ざしの下に歩み出る。

「今日はこれで終わりです。ご苦労様でした。いや、カサンドラ、貴女あなたがいると交渉が早く済んで助かります」

「あれ、交渉っていうのかね？」

「もちろんです。モノや権利があり、要望があり、そして書類と羽根ペンがありさえすれば、そこは立派な交渉の場ですよ」

「ついでにアタシのエレメントも添えて、と」

「そういうことです。おかげで今回の成果はめざましいものでした。なにせエルグ、ビュッセン間における関税を撤廃することに成功したのですから」

「あ、アタシそういうの興味ないから、いい」

「ほっほ。さようで」

「じゃ、帰るとしようか。デカブツ！」

　女の方が呼ばわると、目の前の男は急に慌あわてふためいた。

　こいつはデカブツ、狐きつね目めの女はカサンドラと呼ばれているらしい。残る男は会話からすると商人のようだが、だとしたらかなりの大おお店だなの持ち主だろう。今日びあそこまで太っているのは大貴族か金持ちぐらいである。

「おや！」

　と、唐突にその太った男が言った。その視線の先には、エルザ。

　ネイブは驚いた。なぜなら――

　エルザの顔が、これ以上ないほどの驚きよう愕がくに彩られていたからだ。

「あ…………アマル……フィ……！」

　わななく声。

　すると男は肉に埋もれた顔で嬉うれしそうに笑えんだ。

「まさかこんなところで再び逢あうことになろうとは……！」

　エルザを受け入れるように手を広げて一歩、二歩。

「神のおぼしめしとは言うまい。我々の信ずるものは算盤そろばんの珠たまだけだからね。しかし、いや……逢いたかったよ、エルザ」

　嬉しそうな男の姿とは対照的に、エルザの手はぶるぶる震え始めた。

「お前がいなくなって二ふた月つき、そのあいだ、私わたくしの心はまるで火の消えた蝋ろう燭そくのようだったよ。けれど……それも今日でおしまいのようだ。戻ってきてくれたのだね、エルザ？　嬉しいよ」

「アマルフィ……！」

「おやおや、誰だれにものを言っているのだろうね……。教えただろう？　ほら、言ってごらん。『旦だん那な様』と」

　ぷつん、と何かが切れたようだった。エルザは激しい怒りを顔に宿し、そばにいたネイブの腰から短剣“〝慈悲ミゼルコリデ”〟を抜き放つや、

「アマルフィィィィィィ―――――――――――――――――――――――ッ！」

　決死の形ぎよう相そうで商人めがけて突進していった。

「――ふ」

　しかし刃はアマルフィには届かなかった。

　激しい金属音――そして。

「おおっとぉ、ずいぶん手荒いもてなしだねえ」

　いつの間にか割り込んだカサンドラが、湾刀で短剣を受けていた。

　そして。

「“〝ルギアラ”〟」

　きん――と耳の奥で音が鳴った気がした。

　今のは。

　果たして、見守るネイブの前、震えていたエルザの身体からだからみるみる力が抜けていった。

　――何が起こった？

　やがてぶらりと手が垂れ下がり、短剣がこぼれて地面に落ちた。エルザはいまや棒立ちの体勢だった。

　……様子がおかしい。

「どうするよ？」

　カサンドラの声は商人に向けられていた。商人はにやあ、と笑って言った。

「旦だん那な様、と言ってごらん」

　すると、エルザが口を開いた。

「……だんなさま」

　ぞくっとした。魂の抜けたような声。感情というものを丸ごと取り去ったような声。先ほどまでの怒りは見る影もなく鎮火していた。

「え、エルザ？」

　声をかけてみるものの、反応はない。

　商人はうん、うんと満足げにうなずき、言葉を重ねた。

「エルザ、私わたくしの元に戻ってきてくれるね？」

「はい」

「もうどこにもいかないと約束するね？」

「はい」

　焦りが背中から溶岩のようにせり上がってくるのをネイブは感じていた。ちがう。こんなのはエルザじゃない。エルザはもっと、もっと、そう、たとえば初対面の人間をぶん殴るような奴だ。面と向かって人に厳しい言葉を投げつけるような奴だ。よく笑ったり怒ったりする奴だ。決してこんな、従順にはいはい人の言うことを聞くような奴じゃない。

「それでは誓いの証あかしに、印をもう一度見せてもらうとしよう。まさか消えてはいまいね？」

「はい」

　するとどうだろう。エルザはためらいもなく自分の着ているものに手をかけ、なんと上の服を脱ぎ始めたではないか。

「エルザ！」

　白昼の路地裏。人目もある。だいいちここにはすでに人が集まっている。やめろ。やめてくれ。

　願いむなしく、するりと取り去られた上衣が石畳に落ちた。

　恥じらう様子は微み塵じんも感じられなかった。

　露あらわになるエルザの背中。

「――――」

　見み惚ほれた。

　思わず撫なでたくなるような白はく磁じの肌だった。

　ネイブは思わず首を振った。

　――おれはっ……何を考えてっ……！

　とっさに背けようとしたネイブの目を、しかしあるものが引き留めた。

　背中の一点。

　そこに、菱ひし形がたの焼き印が押されていたのだ。

　エルザはその場でふらりと回ってこちらを向いた。

　一目でおかしいとわかった。ぼんやりとした瞳ひとみ。うつろに開いた唇。そしてその下、隠されもしない胸元をまともに視界に収めてしまい、ネイブは殴られたように顔をそらした。

「やめろよ、エルザ……」

　商人の声が聞こえる。

「ほっほっほ。よろしい。お前の忠誠は色あせてはいないようだね。安心したよ。急にいなくなったことを、特別だよエルザ、許すことにしよう」

「はい」

　ねっとりとねぶるような声だ。いやらしい、気味の悪い、おぞましい声だ。ネイブの本能は彼を強く拒絶した。



    

  
    
      



    

  
    
      「これからはずっと一緒だよ、エルザ」

「……っ！」

　聞き捨てならなかった。

「エルザをどうするつもりだ！」

　思わず叫んでいた。

　すると商人はネイブを見た。その目がすうっと細まった。

「……いまのやりとりを聞いていませんでしたか？」

「何をしたんだ！　さっきからエルザの様子が――」

「私わたくしは何もしていませんよ。仮に何かしたとして、それがどうだというのです？　これは元々私の所有物ですよ」

「しょ……所有物だと……！」

「さ、」

　エルザの手が引かれた。芋虫のような手がエルザの腕にかかっているのを見て、ネイブはついに心のタガを外した。

「その手を離せッ！」

　行かせてなるものか。

　体をかがめ、勢いよく飛び出した。

　エルザの落とした短剣をすれ違いざまに拾い上げ、男の腕に突き刺そうとする。

「デカブツ！」

　カサンドラの声が聞こえた瞬間、横から長い手が伸びてきてネイブの腕を掴つかみ上げた。

「！」

　足が空くうを掻かく。ネイブはなんと片手一本で持ち上げられていた。たいした怪力だ。だがこの程度で捕らえた気になるのはまだ早い。残った手に〈地の白〉、金剛石アダマスの爪つめを纏まとわせ、デカブツの腕に突き立てる。

「痛つっ！」

　うめきを残して腕が離れた。

　走る。エルザを連れて逃げようとする商人、その前にカサンドラ。

「エレメント持ちかい……なるほどねえ」

　カサンドラはやけに余裕ぶったあと、胸元からおもむろに首飾りを取り出した。

「じゃ、こいつはどうだい？」

　暗褐色の鎖の先にはネイブの金剛石アダマスと似た宝石がはめ込まれていた。だが――

「それがどうしたッ！」

「こういうことさ」

　カサンドラはすらりと湾刀を抜き放ち、向かい来るネイブの肩口めがけて――

「させるかッ！」

　金剛石アダマスの盾は、出現しなかった。

「な――」

　とっさに短剣“〝慈悲ミゼルコリデ”〟をかざした。ほとんど無意識だった。

『くれぐれもそれで攻撃を受けるなよ。簡単に折れる』

　フレアの言葉が蘇よみがえったと同時――

　短剣の砕ける音。

　よろめいて体勢が崩れ、ネイブは石畳の地面に肩からつっこんで転がった。寝っ転がるな。戦いで寝るのは死んだときだけだ。転がった勢いそのままに、すばやく跳ね起きた。間一髪だった。起きあがった瞬間、目の前の地面に湾刀が突き立てられた。

　――死ぬところだった……！

　フレアの教えが実を結んだ瞬間だった。

　後ろに飛びずさって距離を取る。折れた短剣が手の中にあった。左肩が脈打っていた。

「はっ、はっ」

　荒い呼吸を繰り返す。さいわい肩の傷は浅い。短こ剣れがなければ、左腕をばっさりやられていたことだろう。

　だが、それよりも重大なことがあった。

　なぜ？

　なぜ、エレメントが出ない？

　金剛石アダマスの盾があれば、あんな湾刀などたやすくはね返せたはずだ。

「くっくく。びっくりしただろう」

　狐きつね目めの女は艶なまめかしく笑って首飾りを見せびらかした。

「なんでだか知らないけどね、こいつは向けた奴のエレメントを封じる効果があるのさ」

「そ、そんなことがあるわけ……！」

　出ろ。出ろ。おれの金剛石アダマス。

　何も起こらなかった。

　汗が噴き出した。

　エレメントは使えない。短剣は折れた。ネイブはいま、本当の丸腰だった。いま襲われれば、なすすべはない。

　しかし意に反して、カサンドラは斬きりかかってはこなかった。ネイブの方を向いたまま商人の元へと移動する。すでに大男もそこにおり、再びエルザが三人に囲まれる態勢となった。

　――なんてこった。

　殺されはしなかったものの――ふりだしよりもなお悪い、この状況。

「さ、とっとと帰るよ。“〝ルギアラ”〟は一人にしか使えないからね」

　カサンドラはそう言って商人へ向かって顎あごをしゃくったあと、ネイブに目を移し、軽そうな調子で、

「あんたも気の毒だったね。ま、狼おおかみにでも喰くわれたと思ってあきらめな」

　と言った。

　待てよ。

　冗談じゃない。

　連れ去られてたまるかよ……！

「――これはまた物騒なことになっていますね」

　声がした。

　誰だれだ。今のは。

　新あら手ての敵かとカサンドラを見ると、彼女も油断のない目で周囲を見回していた。

「誰だい！」

　あの様子を見るに、敵の増援ではないようだ。では、誰だ？

　続けざまに商人がうわずった声を上げた。

「え、エルザ！」

　カサンドラの後ろを見やったネイブは目を見張ることとなった。

　エルザが地面に沈んでいく。

　石畳がまるでそこだけ底なし沼に変じたかのように、ずぶずぶとエルザの身体からだを呑のみ込んでいくのだ。

　もう首のあたりまで沈んでいるというのに、エルザは暴れもせず、なすがままだった。

「こいつは……」

　つぶやくカサンドラの前で、エルザの身体が完全に地中に没する。

　とぷん。

　ゆらり、と石畳が波打って、それきり元に戻った。

　カサンドラは吐き捨てた。

「……〈水の黄〉か」

　と、続いて今度はネイブのすぐそばの地面が波打った。

　驚きよう愕がくに目を見開くネイブの前で――

　何かが地中から浮き上がってくる。



　それは、木彫りの王冠だった。



「……っ！」

　あれは――

　稲妻のように蘇よみがえる記憶。

　ライオドーン。

　ジョゼッペ老。

　そして、王冠の若者。

「ふむ……白昼堂々女性を裸にむいて遊ぶとは、あまり褒められた趣味ではありませんね」

　ずず、と浮かび上がってきたのはまぎれもなく、ライオドーンで別れたはずのあの男、ブルーノの姿だった。

　片手でエルザをしっかりと抱き寄せて、ブルーノは全身を地上に浮上させた。こつん、とかかとを打ちつけたときには、石畳はすっかり硬さを取り戻していた。

「あんた……」

　顎あごが外れそうなほど驚くネイブに、彼はにっこりとほほえみかけた。優やさ男おとこここに極まれりというような柔にゆう和わな笑えみだった。

「妙な偶然もあったものです。まさかこんなところで再び会うことになろうとは。たしか戦士団はプリフェスタに向かう手て筈はずだったのでは？」

　ブルーノの言葉はネイブの耳を素通りした。ネイブの頭はひたすらライオドーンでの出来事を思い出していた。

　そうだ、彼はたしかに自分はエレメント使いだと言った。

　あのとき。倒壊する宿の中。逃げ場などなかった。だが彼は傷一つ負わずに脱出してみせた。

「そういうことだったのか……」

〈地の黄〉、泥のエレメント。彼はあのときもこいつを使って大地に潜ったのだ。種がようやくわかって、ネイブは惚ほうけたように口を開けた。

　劇的とも言うべき再会の場面だったが、そこにすぐさま無粋な横よこ槍やりがねじ込まれた。

「ちいッ！　あちらさんの味方かい。これじゃ分ぶが悪いやね！　アンタ、あの娘はあきらめな！」

　商人は名な残ごり惜しそうにエルザを見つめていたが、やがて大きく鼻を鳴らした。

「……仕方ありませんね。仕事の成果だけでよしとしましょう」

「はん、それにしても気にくわないねえ！　せめて……デカブツ、置きみやげだ、やるよ！」

　カサンドラはぎろりとデカブツを見た。

　突然呼ばれて、デカブツはたじろいだようだった。

「え、オレ、」

「なにビビってんだい！　荷物持ちだけで仕事した気になってんじゃないよ！　アンタのエレメントなんざ、アタシがいなけりゃなんの役にも立たないんだ！　使ってもらえるだけありがたく思いな！」

「は、はい……」

　噛かみつくような剣幕ののち、カサンドラは怒ど濤とうのようにまくしたてた。

「『天父よ。

　　満天の守もり人びと、天父イルルフよ。

　　そのみむねにて広がる、天の虹にじの理ことわりをここに示せ。

　　我ら汝の両の手に乗るものなり。

　　右なるは〈黄〉！』」

「ひ……『左なるは〈赤〉』」

「『熔け混ざれアマルガ』」

　二人の間で、橙だいだい色いろの光が炸さく裂れつした。

　路地裏が目もくらむようなまぶしさに満たされて――

「おいで、“〝ジーゴ”〟」

　やがて光が収まり、現れたのはなんともかわいらしいウサギの姿だった。だが、エレメントだ。額から突き出た一本の角や、夕映えを思わせる橙色の毛並みが、並のウサギではないことを物語っている。

「“〝天落アバクシオン”〟……！」

　カサンドラが呟つぶやくと、ウサギはぶるりと全身を震わせた。

　ぽう、とその背中に光が点ともったのをきっかけに、体が無数の欠片かけらに分かたれる。欠片は光となり、長く尾を曳ひいて、まるで吸い込まれるように天へと昇っていく。

　ひゅん。

　ひゅんひゅんひゅん。

　ひゅひゅひゅひゅひゅひゅひゅひゅひゅひゅヒュヒュヒュヒュヒュヒュヒュヒュ――

　そして最後の一片までもが空に消え、ウサギは跡形もなくなった。

「さあ――ぺしゃんこにしてやるよ」

　とたん。

　地鳴りのような音が始まった。

　震えているのは大地ではない。

　大気だ。

　空を仰いだネイブは驚きよう愕がくした。

　何かが――降ってくる。

　人間の何倍も大きい、焼けた岩の塊のような何かが。

　隕石。

「……逃げ、て」

「いけない。少し深く潜りますよ。さあ息を吸い込んで」

　ブルーノの声が終わらないうちに、どぼん、と音がしてネイブたちは土中に没した。

　何も見えない。自分がどこにいるかもわからない。混乱に陥りそうになったそのとき、すさまじい轟ごう音おんと衝撃がネイブの身体からだを一気に貫いていった。



「大丈夫ですか」

　ブルーノの声で、ネイブは目を開けた。

　どうやら……少しの間気絶していたようだ。

　周囲を見回して、ネイブは「ここ、どこだ……？」と言った。それほどに、路地裏の道は原形を留とどめていなかった。

　まず、両りよう脇わきの家が半分ほど吹き飛んでいた。石畳を破って空いた大きな穴の底では陽炎かげろうが揺らめき、熱と土の匂においを含んだ空気が頬ほおを撫なでていった。

　さらに見回してみたが、あの三人の姿はもうないようだ。

　ひとまず撃退したのだと知って、ネイブは大きく息を吐いた。

「とんでもないエレメントだな……」

「ええ。〈天の橙だいだい〉ですね。〈天〉属性はただでさえ少ないというのに、それが二人も……」

「なんにせよ、助かったよ。ありがとう」

「こちらこそ。ライオドーンでのお礼をこんなに早く返せる日が来るとは思いませんでした」

「お礼？」

「ジョゼッペ老を救ってくれたでしょう」

「？　あんたを助けたわけじゃないだろう」

「ええ。だから僕も彼女を助けたのです。はい、彼女、お返しします」

　ブルーノが示した先にはエルザの姿があった。ぺたんと地べたに座り込んで、ブルーノが気を利きかせたのだろう、裸の肩には上掛けがかかっていた。うつろな顔つきは、まだ正気を取り戻していない証拠だ。

「はい、服」

　ブルーノに渡された上衣を持って、ネイブはエルザの前にしゃがみ込んだ。

「おい」

　肩を揺する。反応はない。

「おい、エルザ」

　頬を何度かはたいてみると、ふっと目に輝きが戻った。それからエルザは大きく目を見開いて「あ……」と声を漏らした。

「大丈夫か？」

「ネ……イブ……？」

「憶おぼえてるか？　あんた、いきなりあいつに飛びかかっていったんだ。かと思うと、急におとなしくなって服を脱ぎだした。これ」

　渡された上衣には目もくれず、エルザは寄よる辺べない迷子のような目で左右を見回した。

「あいつは？　ねえ、あいつはどこいったの？」

「ずらかったみたいだな」

　するとエルザは泣きそうな顔でネイブを見上げた。

　ネイブはうっとなった。そんな顔をされても何もできない。何よりまず目のやり場に困って、服をいっそう強く突きつけた。

「とりあえず、着ろ」

　心ここにあらずの様子で服を受け取ったエルザは、服についたブローチに目を落とした。じっとブローチを見たあと、まるで我が子を抱きしめるように服をかき抱いた。

「パパ……」

　震える肩をぼんやり眺めながら、それよりもネイブはそのブローチに気を取られていた。

　――あのブローチ、親父さんのなのかな。そういやブルーノが何か言ってたな……。なんだっけ……。



　　　＊＊＊



　やあ、気にくわない奴だねえ。勝手に横から現れて、あのガキさらっていっちまった。アタシのエレメントはもうあのガキに使っちゃってるし、この首飾りは別のガキに使っちゃってたもんでね、あと一人増えるとどうしても相手しきれなくなるんだ。せめてこのデカブツがもっと役に立ちゃーずいぶんちがうんだろうけど、はん、こいつのエレメントときたら〈天の赤〉なんだ。アンタも知ってるだろ？　夕焼けの光をぼんやり発するだけの、何の役にも立たないエレメントさ。せっかくの〈天〉属性だってのに、まったく使えないったらありゃしない。アタシと混色できなけりゃ、こいつなんてとうにお払い箱さ。……おい！　どこ見てやがるんだ。アンタのこったよデカブツ！



　カサンドラとビトーは海王石ベリル戦士団にたった二人の〈天〉属性である。〈天〉属性のエレメント使いは総じて強く、また数が少ないということで、基本的にはどこに行っても重宝がられて食うには困らない。ところがビトーのエレメント〈天の赤〉はその数少ない例外で、てんで使えないのだ。「アタシと混色できなけりゃ、とうにお払い箱さ」というのはまったくもってその通りで、強力無比な混色〈天の橙だいだい〉が使えるという強みがなければ、とっくに戦士団から放ほうり出されているところである。

　ビトーは痛む尻しりをさすりつつ、よく喋しやべるカサンドラの後ろを歩いていた。尻を蹴けり上げられるぐらいで済んだのだから、まだしも幸運と言わなければいけない。なにせこの間は命まで取られかけたのだから。

　この気性もそうだが、何より恐ろしいのはやはりエレメントだ。

〈天の黄〉――月。

　間近で見て初めてわかった。あれは、人を幻惑するエレメントなのだ。その手にかかった者は我を失い、カサンドラの言うがままに動く操り人形となる。

　あの桟さん橋ばしに吊つるさられていた男は、自分の目に自ら短剣をうずめて死んだ。ビトーも自分の首を絞めてあやうく死にかけた。そして今日のあの娘。

　見ていられなかった。話しかけてくれたときはあんなに明るかった彼女が、カサンドラのエレメント攻撃にさらされたとたん死んだような目になってしまった。アマルフィの言うとおりに返事をしている姿は違和感を通り越して気味が悪かった。

「…………」

　ビトーはあの娘の姿をもう一度思い浮かべた。

　名前はたしか、エルザといった。

　彼女と交わした会話。さっきからずっと何度も思い出している言葉。

『ねえねえ、名前なんての？』

　嬉うれしかった。

　だって、戦士団では名前を呼ばれたことなんて一度もないのだ。

「デカブツ」「唐とう変へん木ぼく」「デカブツ」「デクノボウ」「デカブツ」「デカブツ」「おい、デカブツ！」

　だから――

『ねえねえ、名前なんての？』

　動揺した。

　おかげで、言いそびれてしまった。

『オレ、ビトーっていうんだ』

　言ったら、どうなっていたのだろう。

　考えるだけで、それだけで、ほら、心が弾はずんでいる。

　ひょっとして。



　ひょっとして、『ビトー』って、呼んでくれたのかな。



    

  
    
      


間章　ゴフの裁判





　数日後、港町アジェントン。

　海王石ベリル戦士団団長ゴフ＝ランドルフは裁判の真っ最中であった。

　召喚状による呼び出しを受け、物珍しさが勝って教会に出頭してみたまではよかったが、いざ裁判が始まってからというもの、原告代弁人のうっとうしい語り口と、彼が通るたびに臭におう口の臭さに、ゴフはいい加減うんざりしていた。

「そう！　彼の弟は、たったそれだけの理由によって殺されたのです！　すなわち――『手回し臼うすを使った』という、ただそれだけで！」

　そこは比較的大きな一室だった。広さはさほどではないものの、やたらと高い天井のせいで開放感だけは無駄にある。教会ってのはつくづく無駄なものが好きだねえとゴフは独りごちた。こんなものを建てる余裕があるのだから、まだまだこの街には金が残されているにちがいない。ひとまず、次に搾しぼり取とるのはこの教会からと決めた。

“〝裁きの間”〟。

　正面には、ゴフを見下ろす位置に裁判長、そしてその両りよう脇わきには判決人が鎮座している。三人とも似たような黒い法服を着ていて見分けがつかない。

　そして背後。

　ゴフはくくっと笑った。

「――そもそもこの……何がおかしいのですか」

「いやあ、別にぃ？」

　代弁人を軽くあしらって、ゴフは背中に感じる感覚に身を任せた。

　すさまじい。この広間に充みち満ちる怨えん恨こんの念。

　入場したときは感動したものだ。よくぞここまで集まったものだと。

　訴えた本人の知人のみならず、そこには海王石ベリル戦士団に恨みを持った街の住民があふれんばかりに詰めかけていたのだ。長なが椅い子すはとうに満席、立ち見だけでその倍はいる。それどころか廊下にまではみ出して、どいつもこいつも恨みがましい目でこちらを睨にらみつけてきて、思わず笑ってしまった。

　どんな恨みかは知らない。犯した悪行をいちいち憶おぼえたり数えたりするほど、ゴフは律りち儀ぎな男ではない。

　そしていま――

「死刑を！」

　背後で誰だれかが叫んだ。

「この男に、どうか死刑の判決を！」

　ここぞとばかりによく吠ほえている。ご苦労なことだ。

　――わかっちゃいねーなァ……。

　ゴフは笑えみをもらした。まったく救いがたい阿あ呆ほうどもだ。油虫の方がまだ智ち恵えがある。

　ゴフがそう思う理由は二つある。

　理由その一。

　そもそも、死刑判決などというものはそう起こらないということ。

　ここアジェントンの裁判はふつう、教会と領主の合名で開かれる。なぜ教会の裁判なのに領主が噛かんでくるのかというと、有罪の者から巻き上げた懲罰金を山分けするためなのである。

　領主は言わずもがな、ふだんはいい子ぶっている教会も、金が欲しいのは同じ。死刑では誰も潤わない。だから判決はもっぱら罰金刑になるのだ。

　理由その二。

　訴える相手がゴフだということ。

　この街でゴフを敵に回して、勝ち目があると思っているのだろうか。

　もともと権力者が総ぐるみで民の懐ふところを搾りあげているところに、ゴフという最強の札を放ほうり込めば、おのずと構図は決まってくる。いまやこの街で一番の権力を握っているのは教会でも領主でもない、暴力をもってすべてを制する海王石ベリル戦士団、その団長――ゴフ＝ランドルフなのだ。

　ゆえに、彼ら領民の訴えはさながら、獅し子しに追われたウサギがその獅子の赤ん坊に助けを求めるかのごとき行為なのである。

　そんな真ま似ねをしでかして気づきもしないアホの顔をぜひとも見てみたい。そう思って出てきたゴフなのだった。

　その気になればいつでもこんなごっこ遊びは終わりにできるが、今はおとなしく座っていてやる。せいぜいあがいてみるがいい。

「――もともと水車小屋は領主様の所有物でありました。我々は領主様の任命された職人を小屋にあてがい、まっとうな代金で粉をひかせていたのです。……ところがッ！」

　大げさな手振りを交え、代弁人は火を吐くような熱弁を振るう。

「海王石ベリル戦士団……彼らはこの街に来るやいなや水車小屋を独占し、粉ひきの値段をなんと五倍につり上げたのです！　よくお聞きください、五倍です！　これでは……これでは毎日のパンにありつくことすらままならないではありませんか！　飢えに耐えかね、原告の弟が手回し臼うすをひそかに手に入れたのも無理からぬことでした。いえ、これはいずれ誰だれかがやらねばならなかったのです！　その証拠に、周囲の人々は少なからぬ恩恵をその小さな臼から得ていました。飢えをしのぐことができ、皆、彼には感謝の念を捧ささげていたのです。ところが……誰が告げ口したのやら、彼の善行はある日、ついに戦士団の知れるところとなってしまいました――」

　あら？とゴフは気がついた。この代弁人、どっかで見たことあると思ったら、俺おれに手回し臼の一件をたれこんできた奴じゃねェか。

　そのことに気づくと、急に代弁人の語りが面白く思えてきた。ゴフに垂れ込んだその口で、今度はさも親身にあちらの擁護をする。たいしたキツネっぷりだ。こういう奴は正直嫌いではない。

「考えてもみていただきたい。本来ならば、原告の弟にはなんら批難されるいわれはないのです！　彼はただ、不当な押しつけに抗あらがっただけ。自分のために！　家族のために！　周囲の人々のために！

　しかしあろうことかこの男は、自から彼の元に出向くや、弁解の余地すら与えず彼をひねり殺したのです！　そのとき、彼のそばにはようやく四つになろうかという彼の子供がいました……」

　代弁人はそっと目め許もとを拭ぬぐい、裁判長へと向き直った。

「今こそ！

　我々は糾きゆう弾だんする！

　この世の悪を！

　この男の悪行を！

　裁判長、原告の無念をどうかお察し下さい！　彼の訴えは退けられてはならない！　彼の弟のために、市民のために、そして何より、父親を亡くしたあの家族のために！

　……どうか公明正大な判決をお願いいたします」

　長い主張をようやく終え、原告代弁人はもといた席へと戻っていった。

　それと交代して、ゴフの代弁人が立ち上がった。

　燃えたぎるようだった原告側の主張とはちがって、こちらは淡々としたものだった。帝国戦士団に対して街はできうる限りの援助をする義務があること。殺された人間はその義務を放棄したこと。あまり説得の意欲が見られない話しぶりで、とても裁判長の心を傾かせようとしているようには見えなかった。

　まあ、別にいい。

　裁判など、ゴフにとってはしょせん茶番の一つに過ぎないのだから。

　早々と話し終えて、ゴフの代弁人はさっさと着席してしまった。

　――さて、と。

　いよいよ判決のときである。

　周囲が固唾かたずを呑のんで見守る様子が伝わってきて、ゴフはまた笑いをこらえなければならなかった。

　左右の判決人と言葉を交わしていた裁判長だったが、ようやく結論が出たらしく、正面を向いた。そして――

　年老いた裁判長は、ゴフの予想どおりの言葉を発した。

「原告、被告双方の主張にたしかな理があり、我々の一存により判決を下すのは困難と判断した」

　――ほうら来たぞ。お家芸の投げっぱなしがよ。

「そこで……本件は水車小屋の、すなわち水にまつわる一件である。ゆえに我々は水すい母ぼシュシュアに是非を問うこととし――」

　言葉を飾り立ててはいるが、つまるところこうだ。彼は『悪いかどうかわからないから判断を他ほかに投げる』と言っているのである。そして、

「よってこれより、“〝釜かまの神判”〟を執とり行う」

　裁判長が年老いた手を挙げると、待っていたように横の扉が開き、二人がかりで何かを運んできた。

　やがてゴフの前に置かれたそれは、一抱えほどもある釜だった。中に満たされた湯がぐらぐらと煮えて湯気を立ち上らせている。

　どうするのかと見ていると、運んできたうちの一人が懐ふところから指輪を取り出した。そのまま、釜の上へ。

　……ぽちゃ……。

　指輪はみるみる釜の底に沈んでいった。

「さあ、その指輪を見事取り出してみせよ」

　ほお、とゴフは呟つぶやいた。

「罪あらば、シュシュアは被告の腕をただれさせるであろう。

　罪なくば、シュシュアは被告をお護りくださるであろう」

　――なるほどお。ここの裁判にかかった奴らがことごとく有罪になってるわけはコイツかい。

　皆、水すい母ぼの加護を信じてこの中に手をつっこんだのだろう。そして見事に裏切られたというわけだ。

　すなわち。

『釜かまの神判』とは、『有罪』の別名なのである。

　聴衆が色めき立つ気配がひしひしと伝わってきた。この場にいる誰だれもがゴフの火傷やけどするさまを望んでいる。

　――面白え。けどなあ。

　ゴフはくくっと笑った。今からこいつらの度肝を抜いてやる。

「“〝ヴァリアリ”〟」

　エレメントの名をひそかに呼び、ゴフは煮えたぎる釜の中に手を――

　否。

　顔を突っ込んだ。

　会場中のどよめきが水ごしにでも伝わってきた。

　いい気分だ。

　火傷どころか下へ手たをすれば死んでもおかしくない状況だというのに、ゴフはまったく熱さを感じていなかった。

　――やあ、涼しいもんだぜ。お前らもどうだ。

　やがて釜の底に到達。

　そして浮上。

　ざばりと湯を跳ね飛ばして顔を上げたゴフは、雫しずくのしたたる顔をこれ見よがしに周囲にさらしてやった。

　思わず笑えみがこぼれる。

　原告もその代弁人も、山といる傍聴人も、そして裁判長でさえ、天地がひっくり返りでもしたかのような驚きよう愕がくの面持ちで、ゴフに目が釘くぎ付づけになっていたのだ。

　誰が予想しえただろうか。

　百人いれば百人が躊ちゆう躇ちよするであろう釜の中に、ためらいもなく、それも手ではなく顔をさし入れ、あまつさえ火傷一つ負わずに生還するなどと。

　ゴフは改めて裁判長に向き直り、

　――おうら、とくとご覧ろうじろ。

　口に含んでいたものをぷっと吹き出し、そして一発。

「はっ――どうも水母は、俺おれに惚ほれてるらしィや」

　からん、と指輪が床に転がった。





　判決。

　当教会は被告に『無罪』を申し渡す。





　――――。

　まさかの逆転決着だった。

　退場を許されて、いまだざわめきの収まりやらぬ空間を、ゴフは自らを誇示するように肩を揺らして歩いていった。

　すると――中央通路のすぐ脇わきに、今回の訴えを起こした張本人が座っていた。

　――たしか弟を俺おれに殺されたって言ってたっけな。

　クラゲのように全身の力を失って、椅い子すにしなだれかかっている。魂のことごとくが抜けたような顔で、彼はどことも知れぬ方向を茫ぼう然ぜんと見つめていた。

　――おうおう、無念だろうなあ。

　ゴフは彼の肩に手を置いて、わざわざこう言ってやるのだ。

「残念だったなあ」

　すると彼の顔はふらとこちらを向いた。惚ほうけた顔に、みるみる表情が宿っていく。ふるふると全身が震え始め、顔はあらゆる負の感情を詰め込んだように醜く歪ゆがんでいく。目め尻じりから一筋の涙がこぼれるまでに、そう時間はかからなかった。

　その様子を目にして、ゴフは思わず嬉うれしくなって彼の肩をばんばんと叩たたいた。

「そーそー、俺ァそーいうカオが見たかったんだよ。あーようやく見れたぜ。わざわざ教会くんだりまで来たかいがあったってもんだあ。ひゃっひゃっひゃっひゃっ――」

　最高の気分だった。

　思う存分高笑いを響かせて、ゴフは悠然とその場をあとにした。



「あっ、だんちょー！」

　戦士団の根城に戻ったゴフを迎えたのは、カサンドラの甘え声だった。これが犬だったなら尻尾しつぽをぱたぱた振っていそうな顔をしてゴフにすりより、

「カサンドラ＝リガ、ただいま戻りましたぁ」

「おーう」

　裁判の直後ということもあって気分がよかったので、ぽんぽんと頭に手を置いてやった。するとカサンドラは蜂はち蜜みつのように顔をとろけさせて、「ああ……しあわせぇ……」と呟つぶやいた。

　その隣で珍しいものでも見たような顔をしているのは商人アマルフィである。ゴフがちらと彼に目をやったのに気づくや、たっぷりと肉のついた体をこちらに向け、うやうやしく頭を下げた。

「無事商談が成立いたしました。彼女をお貸しいただいて、まことにありがとうございます」

「あっそォ。よかったねェ」

「それで、一つ耳よりなお話が……」

「ん？　なんだよ」

　身を乗り出すゴフに、アマルフィは小声で告げた。

「薔薇輝石ロードナイト戦士団のことで」

「…………おお！」

　ぱんと膝ひざをはたく。ようやく動いたか、ガングスタフ！

「どうした？　どうなった？　ん？　早く言いやがれよ」

「お喜び下さい。順調にこちらに向かっています。私わたくしがルドバに到着した日にあちらもルドバ入りしたようで、その日はどこに行ってもその噂うわさで持ちきりでした」

「おお……！」

　待ちに待った報しらせである。

「そうか、ついに来やがったかァ……」

　裁判に続いてこの朗報。まったく今日はいいことずくめだ。ゴキゲンのゴフである。

　アマルフィは淡々と続ける。

「あの街からここまでは馬で約二日。徒歩の彼らは四日はかかるでしょう。仮に我々が発たったあとすぐに進軍を開始したとすると、早ければあさってにはこちらに到着すると思われます。そろそろ準備をなされた方がよろしいかと」

「言われるまでもねェ。うっひっひっ。おい、野郎ども！」

　ゴフはさっそく近くにいた部下たちに団員を集めるよう指示をした。それから首をごきごきと鳴らし、

「さァて、俺おれもいっちょ肩慣らししてくるとするかァ」

　肩をぐるぐる回して息巻いていると、まだいたアマルフィが何気なしに声をかけてきた。

「そういえば――教会に行かれたので？」

「あ？　おお」

「いかがでしたか？」

　ゴフは裁判の様子を思い出し、思わず笑えみをこぼした。

「やー楽しかったねえ」

「それはよかった。ときにはああいった行事があってもいいですな。私も数年前に一度だけ経験しておりますが、いや、あれもなかなか面白いものでした」

「ほお。誰だれ、訴えたんだ？」

「訴えられたのです」

「……ははっ」

　ゴフは外に出て行くのをやめ、再び椅い子すにどっかと腰を下ろした。椅子の悲鳴。

「何やらかしたんでえ？」

　するとアマルフィはとぼけた顔をした。

「失敬な。別に何もやらかしてはいませんよ。ただ、娘を一人、養子として迎え入れただけです」

「どっかからぶんどってきたっつうわけだな」

「ぶんどってきたなどとは人聞きが悪い。私わたくしは正規の手続きを経て入手したのです。証文もある。ふだんの取引と変わりありません。ちがったことといえば、そうですね、あちらが文盲だったということぐらいですか」

「ひゃっひゃっひゃっ。どッこがまともな取引だってんだ。字ぃ読めねェ相手に契約書つきつけて名前書かせたってか。そりゃサギだサギ。おめ、オモシレエなあ。んで？」

「案あんの定じよう、あとから『娘を返せ』と」

　ゴフは馬ば鹿か笑いした。なんという愉快さ。自分の裁判のときといい、このアマルフィの件といい、悪党が馬鹿をエサにする話は本当におもしろい。

　アマルフィはさらりと続けた。

「しごくまっとうな裁判でしたよ。万一を考えて少し金は積みましたが、どのみちハナから私の勝ちは決まっているようなものでした。なにせこちらには天下の証文があったのですから」

「ふうん……」

　裁判の内容自体はどうでもいい。ゴフはむしろアマルフィが養子にしたというその娘に興味を持った。

「そんだけ執着したってことァ、さぞべっぴんだろうかい」

「ええそれはもう。憶おぼえていらっしゃいませんか？　一度連れてきましたが」

「うん？　ここにか？」

「ええ。初めてここにおじゃましたときに、そうですね、もう二ふた月つき前にもなりますか、私が連れていた娘――」

「……そんなんいたっけか？」

　ゴフは首をひねった。

「あー、おお……言われてみりゃあ誰だれかいたような……」

「ゴフ殿はずいぶん気に入っておられたようでしたが」

「そうかい。じゃ今度連れてこいや」

　するとアマルフィは少し顔をくもらせた。

「それがですね……」

「なんだ、まさかイヤだっつうんじゃねェだろうな」

　イヤだと言っても首を縦に振らせるつもりだったが、どうも様子がちがうようだ。

「いえ――」

　アマルフィは遠くに思いをはせていた。

「まことにお恥ずかしい話なのですが……あの直後、なんと彼女、私の元から逃げ出してしまったのですよ――」



    

  
    
      


三章　アジェントン・激突





　もう六年も前になる。あのとき自分はまだ十とおになったばかりだった。

　アマルフィに引き取られたとき、自分は親に捨てられたのだと思った。

　アマルフィもそのようなことを言っていたし、父の気持ちもわからなくもない。父一人子一人の貧しい生活だったから、ついに口減らしに出されたのだ。

　いざアマルフィの元に引き取られたあとは、エルザの扱いは養子とは名ばかりの召使いだった。

『私わたくしのことは旦だん那な様と呼ぶんだよ』

　こんな奴が今日から自分の主人になるのだ。そう知ったときは目の前が真っ暗になったものだ。

　アマルフィは一言で言って腐った男だった。すべての中心に算盤そろばんがあり、目に映るすべてのものを量り売りすることを考えているのだ。のみならず、目に映らないもの、たとえば人の善意や親切といったものまで天てん秤びんに載せ、その釣り合いだけを見つめている。金になるなら親兄弟でも笑顔で売り飛ばすことだろう。仕えて数日で、エルザはそれを実感として感じていた。

　そんな奴に仕えるだなんて、正直まっぴらだ。

　でも、仕方なかった。だって他ほかに行くところはないのだから。

　そう自分に言い聞かせて、エルザはよく働いた。

　煮炊きに始まり掃除洗濯、来客のもてなし。広い庭の手入れもした。暖炉のすす取りまで自分の役目だった。命令とあらばアマルフィの背中だって流した。

　目をつむると見えるエレメントの卵。『楽園の民』と名乗る人が街に来たときに、父にないしょでこっそり卵をもらったのだ。これがもし孵ふ化かして、自分が戦いで働いてお金を得られるようになれば、少しは父にラクをさせてあげられるだろうと思ったのだけど……。

　結局、無駄になってしまった。

　自分はこれから先、ずっとこの屋敷で暮らすのだろうと思った。

　あきらめがつくまでずいぶんかかったのを憶おぼえている。



　あるとき、いつものようにアマルフィのお供をして出かけた。

　ついた先はかの悪名高い海王石ベリル戦士団の館だった。もともと織物職人組合ギルドの建物だったはずなのだが、いつぞや乗っ取りをかました戦士団が我が物顔で居座る場所となっていた。

　アマルフィは戦士団の団長に会い、何やら話をした。戦士団を勧誘しているようだったが、エルザにとってはどうでもいいことだ。

　話題が自分に及んだときも、エルザは下を向いて耐えた。

　話し合いが無事終わった帰り道、アマルフィご一行は一人増えて三人になっていた。アマルフィとエルザの二人に、戦士団がアマルフィにつけた護衛が加わったのだ。やたら頭の軽そうな奴だったが、こんな奴でもエレメントを使えるらしい。

　その後、エルザはいったんアマルフィと別れて街に寄った。

　日課の一つ、本日の食材の仕入れだった。もろもろの食材をつつがなく入手し、アマルフィの屋敷の前まで来たエルザは、そこではたと立ち止まった。

　門の内側から、話し声が聞こえたのだ。

　それはアマルフィと護衛の会話だった。

『なあ、あの娘、一晩いくら？』

『エルザのことですか』

『ああ。あのきれいな肌みてたらもう、なんか、な』

　ぞっとした。帰り道、あの護衛はどんな目で自分を見ていたのだろう。そして自分は今夜、モノのように貸し出されるのだろうか。そんなことを考えたらみるみる息が詰まった。

　だが、アマルフィの答えは予想とは異なっていた。

『それは残念でした。私わたくしはエルザにあなたの夜よ伽とぎの相手をさせるつもりはありませんよ』

　はっとした。壁にもたれかかって息を落ち着かせる。断るとは思っていなかった。アマルフィは算盤そろばんでものを考える人間だから、そちらの方が儲もうかると判断すればエルザなど躊ちゆう躇ちよなく売り渡されるだろう。そう思っていたのに。

　もしかしてあの男、少しは自分のことを考えてくれているのだろうか。自分は今まで彼を誤解していたのではないだろうか。そう考えたとき――

『あれは念願叶かなって手に入れた私のものですから』

　――？

『え～？』

『あれを手に入れるために、私は少なからぬ金と手間を費やしました』

『おおっとお？』

　心臓が跳ね上がった。聞いてはいけないことを聞いてしまった気がした。

　――どういうこと？　あたしは口減らしに売られたんじゃなかったの？

　生じた疑念。

　壁一枚へだてたところで、アマルフィはいきさつを語り出した。

『数年前に見かけたときからね、ぜひとも手に入れようと思っていたのですよ。もちろん私も手荒な手段は用いたくありませんから、あくまでまっとうな方法で、ね。世間の目を考えると、養子が一番に思えました』

『ふうん』

『領主に取り入るまでが面倒でしたが、あとは簡単なものでした。あれの親は字が読めませんでしたのでね、租税に関する証文だと偽って、養子縁組の届出書に署名をさせました。あとはもう引き取るだけでした』

『ずいぶん乱暴だな。あとでモメたんじゃないの？』

『ほんの少し。ですが何ほどのこともありませんでした。私わたくしはちゃんと説明したと言い張ればいいだけの話でしたし、それに証文が何よりの証拠です。裁判にまでなりましたが、結局勝ったのは私。そのあと何を血迷ったか、あの父親、ここに乗り込んできましてね。あんまりうるさかったので、お引き取り願いました。土の下にね』

『ありゃりゃ。殺しちゃったんだ』

『引き取ったとき、相応のお代はきちんと払ったのですよ？　にもかかわらずでしゃばってくるからああいうことに――――エルザ？』

　自分でも気づかないうちに、エルザは門の陰から歩み出ていた。

『……どういう……こと』

　頭の奥がずきずきとうずいていた。

　あなたは捨てられたのですよ――初めてアマルフィの元に引き取られたとき、アマルフィが言った言葉。

　エルザはずっとそれを信じていた。片時も忘れたことはなかった。仕方ないと思う一方で、そのことはずっと小さな棘とげとなって心に刺さっていた。ほんの少しだけ恨んだりしたこともあった。

　なのに。

　いま話していた内容は。

『パパは…………あたしを捨てたんじゃなかったの……？』

　ねえ。

　ねえ。

　教えてよ。

　耳元でがんがん音がする。何もわからない。何も考えられない。

　するとアマルフィは、まるでこっそり仕掛けたイタズラが子供にばれた父親のような顔で、こう言ったのだ。

『おや、ひょっとして気づかれてしまったかな』

　その瞬間、体中の血が沸騰した。

『……アマルフィ……！』

　震える声。わななく唇。

　さらけ出された真実。

　自分は、捨てられたのではなかった。

　この男が、自分と父とを引きはがしたのだ。

　のみならず、父はもう生きてはいないと。

　土の下にお引き取り願ったと、確かにそうアマルフィは言った。

『許さない……！』

　奥歯をかみしめ、怒りのあまり遠のきそうになる意識をどうにかつなぎ止める。

　よくも、よくも――あたしのパパを……！

　気がつくと、体が勝手に動いていた。

　壁から剥はがれ落ちたレンガの塊をひっつかんで、エルザはいきなりアマルフィに躍りかかった。

　――殺してやるッ！

　だが。

　次の瞬間、何かが顔に浴びせかけられた。

　それは水だった。エルザは鼻と口から同時に水を飲んでしまい、思わずむせ込んでレンガを取り落とした。

『仕事するよ、仕事するよ～』

　護衛の脳天気な声。

　たまらず膝ひざをつき、地面に向かって何度も咳せき込む。

『さすが、海王石ベリル戦士団で一線で活躍しているだけはありますな』

『ま～ねぃ』

　ようやく咳き込みが収まり、エルザは口くち許もとを拭ぬぐってゆっくりと顔を上げた。

　視界に、気味の悪い笑いを浮かべるアマルフィが映った。

『さあ、いい子だ。おとなしくするんだよ。…………おや。その目はなんだね？』

『……殺してやる』

『冗談はおよし。お前はもう十六だ。できることとできないことの区別がつかない歳としでもあるまい』

　アマルフィの言葉をわからせるように、護衛の男がエルザの前に立ちはだかった。今までただの頭の軽そうな男ぐらいにしか思っていなかったのに、今ばかりはエルザの前に厳然と立ちはだかる分厚い壁のように見えた。

　水を飲んだのとは別の苦しさで、エルザは呻うめきあえいだ。

　近いのに、遠い。

　あの喉のどに手をかけて、息が止まるまで絞め上げてやりたい。

　このレンガを握りしめて、奴が動かなくなるまで頭に振り下ろしてやりたい。

　でも。

　きっと、どれも叶かなわない。

　この男がアマルフィのそばにいる限り。

　エレメント使いがいる限り。

　この殺意は、あいつの元には届かない。

　――あたしは、パパの仇かたき一つ討てないの……？

　目の前が真っ暗になった。

　胸の中にはすでにどんよりと黒雲がたれ込め、冷たい雨さえ降り始めていた。

　ぱき。

　殻に罅ひびが入るような空耳さえ聞こえた。

『どうする？　殺しちゃう？』

『……ご冗談を』

『だってもうさ、言うこと聞かないんじゃないの？　ホントのこと聞かれちゃったことだしさ。オレならヤだね』

『……まずは捕まえてください。話はそれからです』

『へえい』

　――いや！

　手が伸びてきて、エルザは必死で振り払った。

『あれ？　反抗的？』

　それからはもう夢中だった。エルザはその場で跳ねるようにして立ち上がり、門の外へと飛び出した。どこに行くのだろう。自分でもわからなかった。でも、どこでもよかった。ここでなければ、どこでも。

『おいおい、逃げられると思ってるわけー？』

　背後から迫る声。男はまたたく間に差を詰め、エルザの隣に並んだ。しょせん女の脚だ。大の男とは比べものにならない。

『はい、つ～かまえた～っ』

　――いや……！

　目をつむって力任せに手を振り回した。捕まりたくない一心だった。いや！　いや！

『おいおい…………あ？』

　振り回す手はしかし、何にも触れなかった。いつまでたっても男の腕は伸びてこなかった。

『おい……』

　ついに頭がおかしくなってしまったのだろうか。だって、男の声がなんだか足あし下もとから聞こえるような気がするのだ。

　エルザはそっと目を開けた。

　今までいた屋敷の周りの風景は、そこにはなかった。

　海。

　海が見えていた。

　大海原が、視界一面に広がっていた。

　――これは……？

　ばっと振り返る。

　果たして背後では、遠くに山の稜りよう線せんが見えていた。緑さざめくアジェントンの山並み。見慣れたはずなのにどこかちがう。

　ふと下を見て、エルザは最初そこに広がる景色が何かわからなかった。

　無理もない。

　空の上から地上を見下ろすことなど、今までなかったのだから。

　顔を上げた。何か透明なもやのようなものが目の前にただよっていた。

　そのもやには形があった。

　鳥の形だ。うっすらと藍あい色いろに色づいて――それを透かして、向こうにはきらきらと陽光の照り映える海が見える。

　透けている？

　そして、翼を閉じて浮いている……？

　エルザは卒然と悟った。

　エレメントだ。

　翼を広げれば、ちょうどエルザが両手を広げたぐらいにはなるだろう。折れそうなほど細くすっとした首を優雅に曲げて、その鳥は翼の毛づくろいをしていた。小さな頭から細長いくちばしが伸び、羽根をやさしくついばんでいる。静かな湖に浮いていればそれはそれは美しい絵になるだろう気品のある仕し種ぐさだった。

　それはついに孵ふ化かをみた、エルザ自身のエレメントだった。

　エルザは目をつむった。

　心の中に浮かび上がった卵の殻はきれいに二つに割れていた。その輪郭が揺らめいて、砂が風に飛ばされるようにさらさらと消えてなくなった。



    

  
    
      



    

  
    
      　再び目を開けて、エレメントに問いかける。

『あなたが、助けてくれたの』

　鳥は反応せず、羽根をついばんでいる。

　涙が出そうだった。

　土ど壇たん場ばでのエレメントの孵ふ化か。

　エルザはすんでのところであの商人の魔の手から逃げおおせたのだ。

『ありがとう。あたし、きっと、きっと……』

　広大な山海を一望するアジェントンの空の高みで、エルザは誓ったのだった。

　あの男を許さない。

　いつかきっと、自分はあの屋敷に舞い戻る。

　そして、父の仇かたきを討つのだ、と。



　しばらくして、エルザはそのエレメントに“〝マール”〟という名をつけた。

　いまは亡き、父親の名。



　　　＊＊＊



　居心地のよかったルドバの街を発たって、はや三日。

　歩けども歩けども山の中で、ちっとも変化の見られない風景にネイブはいい加減退屈していた。

　緑の生い茂る森の道。

　たまに果物のなる木が生えていることもあったが、そういうのはたいてい先に通った連中に食べられていて、木はさみしく枝を揺らしているのが常だった。

　退屈を紛らわそうと、ネイブは道端から一本の草をちぎり取った。両手で挟み込んでぴんと張り、そこに息を吹き入れると、ぴいい、と音が鳴る。懐かしい。昔はよくやったものだ。

「へえ、草でもできるんだ」

　声をかけてきたのはエルザだった。

「葉っぱだったら知ってるんだけど」

　エルザはそのへんの枝から葉を一枚取って口にくわえた。

　ぷうう――

「ね？」

「あ、ああ……」

　笑顔を見せるエルザに、ネイブはうまく笑顔を返せないでいた。

　こいつはいつも何を考えているのだろう。

　エルザは一見明るそうに見える。それはとても自然なふるまいで、今までおかしいと思ったことはなかった。

　けれど。

　ルドバでの一件が頭をかすめる。

　――あの様子は尋常じゃなかった。

　あのときのエルザはまるで別人だった。我を忘れたかのようにネイブの短剣を引き抜き、相手の名を叫んで突進していった。あんなすさまじい様子を目にしてしまえば、もう今までのような目では見られない。

「どうしたの？　元気ないね」

「…………」

　何か返さなければ。しかし事情など聞くに聞けない。だから、もう一つの考え事を口にした。

「あの首飾り――」

「首飾り？」

　ネイブが考えていたのは、あのときいた狐きつね目めの女――カサンドラの持っていた首飾りのことだった。

「おれが、“〝闇賊ダーコ”〟で封じられた仲間を元に戻すために故く郷にを出てきた……ってのは話したよな」

「うん」

「……戻せるかもしれないんだ」

「……！」

　あの首飾りに照らし出されたとき、ネイブはエレメントを出すことができなかった。

『なんでだか知らないけどね、こいつは向けた奴のエレメントを封じる効果があるのさ』

　あの女はそう言った。

　戦っている最中は夢中で気づかなかったが、ひょっとしたらあの首飾りこそがまさに、ネイブの探し求めていたものだったのかもしれない。あの首飾りを故く郷にに持ち帰り、“〝闇賊ダーコ”〟にかかった仲間の前でかざせば……。

「――って思うんだ。だからおれはあのカサンドラって女にもう一度会いたい」

　仮に会ったとしてもまさかひょいと投げてよこしてくれるはずもないのだが、それでもまず会わないことには始まらない。

　そんなことをつらつらと話していると、突然エルザが「わあ！」と声を上げた。

「海だよネイブ！　ほら！」

「へ――」

　ネイブは言われるがままに右手を見た。

「おお……」

　エルザの言うとおりだった。

　右の視界を遮っていた山の斜面が唐突にとぎれ、ぽっかりと開いた視界の下には大海原が広がっていた。

「うわ、高っ！　ここ崖がけになってるんだねー」

　同感だった。森ばかりで今ひとつぴんとこなかったが、今まで歩いてきた道は結構な山の上だったようだ。

　切り立った崖の上からは、青い絨じゆう毯たんのように広がる海が一望できる。その視界の左側には弧を描いて海に切り込んでいく陸地が見えた。目をこらすと街らしきものも見えて、

「あれ、街……」

「ああ……そう、だね。あれ、アジェントンだよ」

「へえ、あれが……」

　何気なしに横を振り返ると、エルザはきつい目つきで街を睨にらんでいた。

「エルザ……？」

　声をかけると、エルザはびっくりしたようにぴょんと飛び上がって、

「え？　あ、うん、なに？」

　と言って笑顔を見せた。ごまかそうとしているのが見え見えだった。

　ネイブは少し寂しい気持ちになったが、まあ考えてみればそうかと思い直した。

　知り合って間もない相手に腹の底まで打ち明けろというのが、どだい無理な話なのだ。ネイブだって“〝闇賊ダーコ”〟のことは話したが、原因が自分にあることまでは言っていない。知ったらどう思うだろうか。考えてしまうととても切り出せない。だからエルザに対しても深追いはしないと決めた。

　道はゆるやかに左に蛇行し、ネイブたちは再び深い森の中へと入っていく。

　と、前方でざわめきが起こった。

「走れ、走れェ！」

　隊長フレアの声だった。

　同時に、前で一筋の炎が尾を曳ひいて飛ぶのが見えた。

　火矢だ。

　考えるまでもなかった。敵兵の待ち伏せだ。

　ネイブは一いち目もく散さんに走り出した。

　この狭い道で襲撃されては、明らかにこちらの分ぶが悪い。

　見事に不意をつかれた。

　高をくくっていたのだ。

　水辺での戦いを得意とする敵が、森の中で攻撃を仕掛けてくるはずがないと。

　敵の攻撃はいよいよ激しさを増し、いまや左右の森からは燃えさかる火矢が雨あられと撃ち下ろされていた。

　ネイブは金剛石アダマスの盾を頭上に展開、自分を含む数人を守って走った。

　だが、そこに追い打ちをかけるように突然壁ができたかのように前方が詰まり、ネイブは前を走っていた兵士の背中にぶつかった。

「何やってんだ！」

「知るか！」

　前の方でも怒号が飛び交っている。切れ切れに聞こえる言葉から、敵兵に道を阻はばまれているらしいと知れた。

　動けないまま火の雨にさらされて、周りの兵士が一人また一人と倒れていく。じりじりと足踏みしているとようやく前が動き出した。

　早くこの森を脱出しなければ。急ぎ移動を再開すると、しばらく走ったところで突然視界が開けた。

　森を抜けたのだ。

　いや、抜けたわけではない。

　そこは周囲をぐるりと森に囲まれた平地だった。小さな村ぐらいなら入りそうな広さだったが、大地には草の一本も生えておらず、完全な荒れ地だった。

　足裏に伝わるやけに硬い土の感触が気になる。どうして森の中にこんな地形が生まれたのかと思うような不思議さがあった。

「生かして帰すなあッ！」

　前ではフレアの勇ましい声が響き渡っていた。広い土地に出れば、森の中のような小細工は通用しない。敵兵に一斉に襲いかかる“〝緋ひの槍やり”〟の矛先。

　前線に加わろうとしたネイブは、前方で次々と味方に追い抜かれながら必死に声を張り上げている男を目にした。

「お待ちください！　お待ちを！」

　あんな小柄な人間は戦士団に一人しかいない。フレア率いる二番隊で副隊長を務める男、エイディだった。ふだん声を張り上げる姿など見たことがないのに、今回はいったい……

　深く考えている暇はなかった。ネイブはエイディの脇わきをすり抜け――

「お待ちを……このあたりは湖のはず……！」

　――なんだって？

　走りながら、ネイブは今の言葉を反はん芻すうした。

　このあたりは湖のはず？

　足あし下もとを見る。やけに硬い土。これは……。

　じわりと寒気が這はい上がってくる。

　これは、本当に土なのか？

　とんでもなく悪い予感が背筋を走り抜けた。

　ばっと前を見る。

　真正面、荒れ地が切れて再び森に戻るところに、いくつもの人影が見えた。

　それを認めた瞬間――



　大地が消失した。



　足が空くうを掻かいた。

　耳元で、川に飛び込んだときの音がした。

　何もわからないまま、気がつくとネイブは水中に叩たたき込まれていた。
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「あっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃア――――」

　湖の反対側で、海王石ベリル戦士団団長ゴフ＝ランドルフは豪快な高笑いをかましていた。

　面白いほどあっさりとひっかかってくれた。

〈水の白〉部隊、白髑髏隊クラニオ・ビアンコ。

　海王石ベリル戦士団の誇る氷使いの部隊である。

　彼らを残らず投入して、一つの湖の表面を丸ごと氷で覆う。そしてその上に大量の土をまき、あたかもそこが地続きであるかのように見せかける。湖を陸地にしてしまうのだ。

　薔薇輝石ロードナイト戦士団が気づかずにのこのこと乗り上げてきてくれればしめたもの。そのために長弓隊、弩いしゆみ隊を使って挑発までしたのだ。

　そしてその作戦は成った。

　壮大な落とし穴。

　途中で気づいた奴がいたのだろう、戦士団をまるまる一つ叩き落とすというわけにはいかなかったが、前半分はひっかかってくれたらしい。上出来だ。

　だが、まだ湖に落としただけだ。泳げないマヌケでもない限り、死にはしない。次の一手はすでに用意してある。

「黒髑髏隊クラニオ・ネロ、前へ出ろ」

　白髑髏隊クラニオ・ビアンコと入れ代わって、次に前に出たのは別の部隊である。彼らはいっせいに水辺に膝ひざを下ろすと、両手を湖の表面につけた。

「“〝マテーラ”〟」

「“〝ティヴォリ”〟」

「“〝アシジ”〟」

「“〝バルミニー”〟」

「“〝ウルビーノ”〟」

「“〝カルトジオ”〟」

「“〝トッレ”〟」

「“〝ストラダ”〟」

「“〝ロッリ”〟」

「“〝クレスピ”〟」

「“〝ヴァルカモニカ”〟」

　――――。

「はは」

　次々とエレメントの名を呼ぶ黒髑髏隊クラニオ・ネロの様子を横目に見ながら、ゴフはまるで子供のようにゴキゲンで口ずさんでいだ。

「下はあっぷあっぷ、上はボーボー、これなーんだ？」
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　水面に顔を出したネイブは、慌あわてて周りを確認した。

　フレア率いる二番隊の面々はことごとく混乱の極みにあった。

　焦った声があちこちで交わされ、ほとんど意思の疎通もとれないでいる。

　唯一エイディの声を拾っていたネイブだけが、今の状況を把握することができた。

　エイディの呟つぶやきは、間違いではなかった。

　ここはたしかに湖だったのだ。

　どんな手を使ったのかは知らないが、とにかく敵はここを土の大地に見せかけた。それと知らずにまんまと足を踏み入れた自分たちは、そろいもそろって水の中にブチ込まれる羽目になったのだ。

　ともあれ、早く陸に上がらなければならない。

　周りも同じことを考えたらしく、団員たちは先を争って元来た方へと泳ぎだした。

「――――？」

　手にどろりとした感触を感じたのは、そのときだった。

　泳ぐのをやめて確認すると、手は何かべっとりとした黒い液体にまみれていた。

　いや、手だけではない。変化は水面全体に及んでいた。まるで潮の寄せるように、暗い色が湖の表面を覆い尽くしていく。

「……油だ……」

　誰だれかが呟いた。

　――油？

　とっさに敵の方を振り返った。

　水辺には、弓に矢をつがえる敵兵の姿。

　鏃やじりでちろちろと揺らめく、あれは……。

「――嘘うそだろう」

　ネイブは己おのが目を疑った。

　湖にはこちらの兵のみならず、もろともに落ちた敵兵の姿もある。

　まさか、そんなわけは――

「おい、ありゃなんだ。オレぁ聞いてねーぞッ！」

「おい！　おおい！　オレらはまだ上がってねえぞお！」

　敵兵の声を聞いた瞬間、ネイブは悪い予感が確信に変わるのを感じた。

　同時。

　炎を乗せた矢が、真っ青な空に向かって放たれた。
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「正解は、風ふ呂ろでしたぁ」

　油を張った湖のど真ん中に炎が投げ入れられたとき、ゴフはそんな台詞せりふを口にしていた。

　炎は燎りよう原げんのそれよりも早く広がった。

　静せい謐ひつと透き通る碧あおをたたえていた景色はいまや見る影もなく、湖は燃えさかる炎の海へと様変わりしていた。

「……上がボーボー？　下があっぷあっぷ？　団長、それ逆なんじゃあ……？」

　小さく呟つぶやいた手下を、ゴフは振り向きもせずにブン殴った。

「うるせェな。気分いーときにチャチャ入れンじゃねェよ」

　これぞ待ちこがれた一手。

　黒髑髏隊クラニオ・ネロ。

〈水の黒〉、油で水面を覆い、火を放つ。

　水面に顔を出せば、炎に巻かれて死ぬ。

　かといって水に潜れば、そのうち溺おぼれて死ぬ。

「さー、生きてる奴ァいんのかねえ？」

　こっちの兵士が二十人ばかり犠牲になったようだが、なぁに、些さ細さいなことだ。要は面白ければいい。面白く戦って、最後にあのガングスタフのガキが泣きながら死んでいくところを見られれば、もう最高だ。

　――……まさかもう死んでねェだろうな。

　ゴフは頭かぶりを振った。あのガキはこんなところで死ぬようなタマじゃねェ。

　この攻撃はあくまで敵戦力を削ることにあるのだ。トドメを刺すのはまだ望んでいない。

「おーしいったん引き返すぞー」

　ゴフは満足げに身を翻し、悠々と水辺をあとにした。
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　射さし込む光は太陽のそれではなかった。

　あたり一面に降り下りるのは、夕焼けが爆発したような赤い色。

　水底から上を見上げて、ネイブは思わず目め許もとを歪ゆがめた。

「なんてことを……」

　天水井面は逆さか巻まく炎の姿を映しだしていた。

　あちこちにただよう人影が見える。あの状況から脱出するすべを持たなかった団員たちだ。胸当ては鎧よろいとちがって軽いからすぐには沈んでこない。

　彼らを守れなかった自分を、ネイブはただ悔やんだ。

　炎に巻かれる直前、ネイブはとっさにエレメントを展開していた。いまできる最大の大きさ。周りの数人と、それに空気をめいっぱい閉じこめて、金剛石アダマスの箱は水中に沈んだ。

　それで、いまネイブたちがいるのは湖の底だった。

「いや、助かった」

　幸運にもネイブの近くにいたため、炎から逃れることのできた男たち。そのうちの一人が声をかけてきた。

「……ドナテロ」

　ドナテロは濡ぬれた赤い髪をくしゃくしゃとかき回した。

「火が迫ってきたときはマジで血の気が引いたぜ。刃を向けられるのとはまるでちがってた。あいつはおっかねえ」

「ああ」

「上の奴らは気の毒だったが――いや他ひ人と事ごとじゃないんだが――まずは感謝だ。ありがとうよ」

　そう言ったドナテロを見て、ネイブは少し救われる思いだった。助けられなかった命がある。けれど自分がいたからこそ、助かった命もある。自分のエレメントに感謝したのはひょっとしたらこれが初めてかもしれなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      「それで、だ。どうやってこっから出るんだ？　これ動けるのか？」

　ドナテロは透明な箱を見回した。

　周りは水。上ではまだ炎が燃えさかっている。

「動けるさ、ほら」

　簡単なことだ。このまま湖底を歩いていけばいい。ネイブは自分の歩みに合わせていつものように箱を移動させようとして、ふと――箱がピクリとも動かないのに気がついた。

「…………なんでだ？」

「ひょっとして……俺おれら……のせいかな？」

　そういえば、とネイブは周りの面々を眺めた。

　金剛石アダマスの盾の中に入るのはいつも自分だけで、人を入れて移動したことはなかった。考えてみれば今いる彼らは箱を踏みつけているわけで――ああ、だからなのか――その分の重さが加わって動けないのだ。大の大人を何人も抱えて歩けるほどネイブは力持ちではない。

「……どうしようか」

　ドナテロはううんと唸っていたが、しばらくしてから不意に真正面の壁に蹴けりをくれた。

　箱全体がぐらぐらと揺れる。

「何やってんだ？」

「これ」とドナテロ。「全員で蹴れば転がるんじゃないか？」

　おお、と誰だれかが声を上げた。

　ネイブもなるほどと思った。箱をころころ転がして岸にたどり着こうというのか。

　幸い傾斜はゆるい。何度やれば着くのか見当もつかないが、いまはそれが唯一の方策に思えた。

　さっそく全員横一列に並び、

「せえのおっ！」

　ガァンッ！

　すると予想どおり、箱はぐらりと傾いて倒れた。蹴った壁がこんどは床になった。

「っとと」

　今まで立っていた場所が持ち上がって壁になるのだから、うまく面から面へ乗り移らないといけない。まるで大きなサイコロの中にいる気分だ。

　同じことを繰り返しながら、岸を目指す。

「それにしても……」ドナテロは上を見上げる。「やっこさん、味方ごとやりやがった。とんでもない奴だな、あっちの団長は」

「やっぱり……あれは海王石ベリル戦士団なのか？」

　がぁん。

「ああ。腰に湾刀を差してんのを見た」

「湾刀？」

「知らないか？　あいつらの象徴はあの青い柄つかの湾刀なんだ。この胸当てが薔薇輝石ロードナイト戦士団の象徴なのと同じでな」

　がぁん。

「もし死んで生まれ変わっても、海王石ベリル戦士団だけはゴメンだぜ」ドナテロは唇をひん曲げた。「よくやってるよなあ。うちの団長は袂たもとを分かって正解だよ」

「――え？」

「なんでもうちの団長、昔はあっちの団長の下にいたらしいからな」

　がぁん。

「そうなのか？」

　初耳だ。

「戦士団っていうのは」とドナテロ。「もともと傭兵団ロツトだったものを皇帝が召し抱えたもんだ。知ってるよな？」

「ああ」

　がぁん。

「海王石ベリル戦士団はちょっと例外でな。傭兵団ロツトじゃなく海賊団だったらしいんだが」

「！　へえ……」

「まあそれはおいといて――」

　がぁん。

「それで、多分二人の間でなんか因いん縁ねんあったんじゃないの」

「ふうん……」

「まあ……俺おれも詳しくは知らないけどな」

　がぁん。



　がぁん。

　がぁん。

　がぁん――





「おお！」

　陸に上がったネイブを出迎えたのは、フレアの驚いた声だった。

「隊長……！」

　フレアは体のあちこちに手を回して、濡ぬれた服を絞っている最中だった。周りには同じくどうにか難を逃れた団員たちが、身につけたものを豪快に脱いで絞っている。さすがのフレアもここで脱ぐほどの度胸はないらしい。

　湖はいまだ炎に包まれていた。頬ほおが熱気に炙あぶられて、ネイブは少し水辺から離れた。

　それにしても――

　ネイブは改めて眼前の光景を眺めた。

　ちょっとした広さの湖である。こんなものを丸ごと仕掛けとして利用するというブッ飛んだ発想。そしてそこに見事エモノを誘導させた緻ち密みつな作戦。さらに、自分の味方もいっしょにあぶり殺す残虐さ。

　海王石ベリル戦士団。

　恐ろしい。

　ネイブはぶるりと身を震わせた。

「――ネイブはどうやって助かったんだ？」

　フレアが声をかけてきた。

　ネイブが説明すると、フレアは感心した様子で頷うなずいた。

「なるほど……その手があったか」

「隊長はどうやって？」

「うん？　ああ、泳いできた」

「泳いで……？」

「思いきり息を吸い込んでな、こう、水中をずっと」

「あんな遠くからっ？」

　ネイブは仰天した。

　フレアは団の先頭にいた。その分、陸までの距離はもっとも長かったはずだ。なのに――

「……バケモノですね」

「なんだと？」

「いや……あ、エルザ」

　フレアのそばにはエルザが立っていた。フレアと違って濡ぬれている様子がない。ネイブの疑問に答えるようにエルザは、

「わたしは飛んで帰ってきたけどね」

　……便利だな。

「……まあいい。よく生きてたな、ネイブと、あと……」

　いっしょにいた男たちに目をやって、フレアは急に表情をくもらせた。

「ドナテロ……」

「？」

　見るとドナテロはきまり悪そうに視線を落としていた。フレアの眉まゆ根ねが寄って、露骨に機嫌を損ねた顔になった。

　フレアはしばらくドナテロを睨にらんでいたが、やがて、

「……ふん。運がよかったな」

　と言い捨てて踵きびすを返した。

　そこに別の方向から投げかけられる声。

「私は申し上げていたはずです隊長。お待ちを、と」

　いつの間にいたのだろう。フレアの脇わきにはちんちくりんの小男が立っていた。泣く子も顔をしかめる二番隊副隊長、エイディである。

　二番隊で服が濡ぬれていないのはもしかすると彼ぐらいかもしれない。さっき声をからして叫んでいたのは夢だったのかと思えるほど、その態度は落ち着きに満ちていた。

　フレアはみるみる小さくなった。

「す、すまないエイディ……」

「私に謝る必要はありません。謝るならこの炎の湖に沈んだ兵士たちに」

「……そうだな」

　フレアは湖の方を向き、顎あごを引いて目をつむった。

　しばらくしてフレアが目を開けると、エイディは言った。

「さて。済んだことを悠長に悔やむのはあとでもできますので、いまは別の件を話し合いますかな。具体的には今後の行動を」

「ああ」

「幸い海王石ベリル戦士団はいったん引き揚げたようです。おかげで一息つく程度の余裕はあります……が」

「まずは態勢を立て直さなければならん。いったん引き返して――」

「引き返すのは困難です」とエイディ。「食糧が湖に落ちてしまいましたので」

「なに」

「黒こげ、水浸し。いずれにせよ食べられる状態ではありません」

「…………」

　フレアは湖を憎々しげに睨にらんだ。

　エイディは続ける。

「ルドバに戻るのに四日。戦士団の隅々にまで行き渡るほどの食糧を毎度毎度山の中で調達するのはまず――不可能と言っていいでしょうな」

「……どうしろというんだ」

「ちなみに」とエイディは言い添えた。「アジェントンまではあと半日ですが」

「……このまま進めということか？」

「そうは申しておりません。私はあくまで補佐。決定権を持つのはあなたや団長です。ただ――」

　フレアは首を振った。

「わかっている。他ほかに手はない」

　エイディはさも当然のように頷うなずいた。

「そういうことですな」



　エイディの話によると、これからの道のりはこうだ。

　湖を越えてしばらく行くとまず滝があるらしい。橋が渡されているからそこを通り、山を下り切ったところで滝から続いている川に合流する。そこから川がそのままアジェントンに伸びているので、川に沿って行けばいいとのことだった。

　移動を再開してからというもの、薔薇輝石ロードナイト戦士団は入念なまでに周囲に気を配りながら進んでいた。

　先ほどのこともある。またどこで待ち伏せしているかはわからない。注意するに越したことはないのだ。

　しかし意に反して、森は沈黙を保ったままだった。

　歩き続けていると、いつの間にか右手は崖がけになっていた。しかし見晴らしがいいかというとそうではなく、やたらと高い木の枝が視界を邪魔している。左手もほぼ垂直の壁になっていたので、どうやらこの道は崖の中腹を這はうように作られているらしかった。

　やがて滝の音が聞こえ始め、水しぶきであろう白い水煙が見えてきた。

　いざ滝のそばにたどりついて、一同は仰天した。

　道が、ない。

　左前方にはそこだけ崖が縦一直線に切り裂かれており、見上げればかろうじて見える崖の天辺から豊富な滝水がどうどうと吐き出され崖下へと流れ落ちていっていた。

　ネイブは崖の下をそっと覗のぞき込んだ。

　もうもうと舞い上がる水煙のせいで視界はすさまじく悪いが、はるか下から聞こえる滝たき壺つぼの水音から、だいたいの高さがわかる。

「……けっこう、あるな」

　さすがにあのライオドーンの街をはさんでいた崖ほどの高さはなさそうだが、飛び降りろと言われたらきっぱり首を横に振るぐらいはある。

　ここで戦士団は足止めを食らっているのだ。たえまなく水の流れ落ちる滝を左手前方に見ながら、唐突に道がとぎれている。

　ここに橋でもあれば、ちょうど滝の前を横切る格好になって都合がいいのだが、あいにくそれらしきものはどこにも見つからない。

　横ではフレアが小さな副隊長をつっついていた。

「エイディ、話がちがうぞ」

「……、」

　さすがのエイディも言葉に詰まっているようだった。いつもやりこめている相手に過あやまちを指摘されて、内心面白くないらしい。

「……私とて実際に来たことはないのです。伝聞による情報と現実の間で齟そ齬ごが生じるのは無理からぬこと」

　歯切れの悪い答えだったが、それでも泥をひっかけるのは忘れない。

「いいのです私の努力が誰だれにも評価されないのは当然のこと。いいのです。しょせん結果がすべてなのですから。たとえ私をなじる相手がそもそも調査に加わろうとさえしなかった隊長であろうとも、私は甘んじてそのそしりを受ける覚悟っ」

「むう、いや……」

　フレアは思わず口をつぐんだ。知らないあいだに攻守はおろか責任の所在まで入れ替わっていて、しかもフレアはそれに気づいていない。エイディのいつもの手だった。

　エイディはわざとらしく溜ため息いきを漏らして、

「二千人からの宿の手配の合間を縫い、食事を取る間も惜しんで調査にいそしんだ私……。対して、雑務をすべて私に押しつけて遊び放題の隊長……。いいのです。いいのです」

「あっ、遊んでいたわけではない、遊んで……。だいいちわたしは字が読めないし――」

「では今度教えて差し上げます。ついでに私のふだん背負っている積み荷の重さも少しは体験していただきましょう。そう、そうしましょうか。最初からそうすればよかったですな。ということで、これからは毎日、朝一で読み書きを教えることとしましょうか」

　うぐ、とのけぞるフレア。

「冗談じゃない！　エイディにものを教わるだと？　わたしを胃痛で殺す気か？」

「ご安心を。他ほかにも人を集めますゆえ、けして隊長のみに当たりちら、いえつきっきりで指導することにはならぬでしょう」

「当たりちらすと言ったか、いま！」

「めっそうもない」

　仲がいいのか悪いのかわからない二人だった。

　結局どうするのかという話になり、そこでエルザが名乗り出た。

「あたしが行って見てきます」

　ふむ、とフレア。

「〈天の藍あい〉……か。頼めるか？」

　エルザははい、と勢いよく返事をして、エレメントの名を呼ぶ。

「“〝マール”〟」

　どこからともなく吹き込んだ風がエルザの周りで渦を巻き、ふわりと身体からだが舞い上がった。

「――いってくるね」

　ちら、とネイブを見て――

　エルザは水煙の向こうへと消えていった。

「……？」

　ネイブは首をかしげた。

　いま、なぜこちらに言ったのか。

　横から小突かれて、振り返るとフレアがニヤニヤ笑いを浮かべていた。

「……なんですか」

「いや？」

「…………」



　しばらくして戻ってきたエルザは、難しそうな顔をして元の位置に降り立った。

「どうだった？」とフレア。

　エルザは水しぶきで額に張りついた髪を拭ぬぐって、

「向こうがわにも崖がけがあって、そこから下り坂が続いてました」

「ふむ。行き止まりというわけではないようだな。ここに橋があれば何も問題はないわけだ」フレアは前を見やる。「では、なぜ橋がない？　まさか壊されたか」

「橋はありました」

「？　……というと？」

「跳ね橋が」

　はあ？とフレアは語尾を上げた。

「跳ね橋？　こんな山やま中なかに？」

　跳ね橋と聞いてまっさきに思い浮かぶのは城門のそれである。緑あふれる山の中に作られるのは珍しい。

「なぜ跳ね橋なんだ。まるでこういう事態を予測していたみたいじゃないか」

「……もともとここは国くに境ざかいですからな」

　割って入ったのはエイディである。

「今でこそ帝国の領土ですが、その昔ここは隣り合った二つの国のちょうど境だったのです。街も近いことですし、もしもの事態に備えて守りを固めておくのは当然と言えましょう」

「ふむ」

　まあそんなことはよろしい、とエイディは言った。それから何を言うのかと思えば、眉まゆ根ねをこれ見よがしに寄せて、

「ここで確認しておきたいのは、私の集めた情報は間違っていなかったということです！　そうですな隊長？」

「…………」

　たしかに橋があるとは言っていたが……。

　この小男はほら見ろとばかりにふんぞり返るのだった。名誉挽回、というよりはよほどさっきフレアに足あし下もとをすくわれたのが悔しかったのだろう。まるで子供だ。

「わかったわかった。エイディは正しい」

「気持ちがこもっていませんな」

「…………」

　むずがる子に疲れた母親のような顔をするフレア。おおかた『お前が気持ちとか言うタマかこの冷血漢』とでも思っているにちがいない。あげくついに面倒くさくなったらしく、「それでだ」と半ば強引にネイブたちの方に向き直った。背後で眉まゆをつり上げるエイディ。

「要はその跳ね橋を下ろせば先に進めるわけだな」

「はい」とエルザ。

「エルザ、下ろしてこれないか？」

　それが……とエルザは言いよどんだ。

「あっちに見張りがいるんです」

「……ふむ」

　どうやら滝のあちら側には敵戦士団の見張りが数人立っていて、とても生身のエルザが呑のん気きに飛んでいって跳ね橋を下ろすような状況ではないということだった。

「なら、ネイブを連れて行けばどうだ？」

　フレアが言うと、周囲の視線がネイブに集まった。そうだ。ライオドーンのときと同じ手が使えるじゃないか。

　しかし予想に反して、エルザは悩み顔になった。

「この細い道にうまく落とせるかな……」

　フレアの顔がひきつった。まかりまちがえて底に落下させてしまっては元も子もない。

「そうだ！　正面から盾を張って近づけば……」

「硬くて大きいものってすっごく飛ばしにくいんです。生身だったら大丈夫なんですけど、そういうわけにもいきませんよね」

　今度はネイブが顔をひきつらせる番だった。盾も張らずにのこのこ飛んでいくだなんて、そんなもの「さあ召し上がれ」と言っているようなものだ。

「ならば……」

　フレアはしばらく考えていたが、そうか、別にエルザに運ばせる必要はないのだな、と呟つぶやいた。

「こちらの崖がけとあちらの崖ではどちらが高い？」

「？　ええと……こっち、かな」とエルザ。

「あちらに木はあるか？」

「んと、あります。大きいのが一本」

「大きいのが一本か。それは都合がいい」

　フレアは満足げに頷うなずいて、思いついた策を皆に説明した。それはきわめて大胆――というより大味な作戦で、フレアらしいと言えるものだった。

「どうだ？」

　最後にフレアが問うた相手は、参謀“〝案山子かかしのエイディ”〟ことエイディ＝クレアドである。作戦行動のすべては彼を通さないことには始まらない。そのことはすなわち、彼がそれだけ団全体の信頼と尊敬を得ているということのひそかな証明でもあった。そして……。

「……なんとも野蛮で強引な策ですな。私にはとても思い浮かびません」

　エイディは呆あきれた様子だった。

「――が」

「が？」

　やや間を持たせたあと、最後にエイディは片かた眉まゆをひょいと上げ、

「行う価値ありと判断いたします」

　そう言ったのだった。



　水しぶきで煙る崖がけっぷちに、フレアが立つ。

「いくぞ。覚悟はいいか？　ネイブ」

　無言で頷うなずくネイブを横目に、フレアは槍やりを立ててエレメントの名を呼んだ。

「“〝クレムジュール”〟」

　薔薇輝石ロードナイト戦士団二番隊“〝緋ひの槍”〟隊長、フレア＝イーザ。そのエレメントの姿を見た者の反応はだいたい二通りに分かれる。

　すなわち、

「かわいい……」と言って微笑ほほえむか、

「ちっちぇ――！」と言って吹き出すか、である。

　あの鬼隊長のエレメントが、こんなちんまい奴でいいのだろうか。口に出すかどうかのちがいはあれど、皆そう思っていることだろう。

　それは小鳥のエレメントだった。

　まるでヒヨコのような姿である。頭でっかちのあまりふらつきながら歩くさまには優雅さの欠片かけらもなく、鳥というよりは酔っぱらいを連想させる。飛ばせてみれば一応ある程度素早い動きをするのだが、おそらくそれはエレメントだからで、本物の鳥ならこんな小さな翼では飛べないだろう。吹けば消えそうな炎がちろちろと全身を覆っているが、実際頼りないことおびただしかった。

　そしてその期待を裏切らず、力の方もたいしたことはない。火力だけを見れば、火のエレメントの多い戦士団の中でも最低の位に属するだろう。できることといえば、そう――こうして槍の穂先を熱することぐらいだ。

　フレア専用槍、スコルピオン。

　その刃は特別な金属でできており、鉄が溶とける熱さでもびくともしない熱耐性を持つ。そのため“〝クレムジュール”〟を宿らせることにより、際限なく熱し続けることができるのだ。

　ネイブは灼しやく熱ねつしていく穂先をじっと見つめていた。頬ほおが熱くなっていくのは緊張のせいだけではない。槍が閉じこめきれなくなった熱が、周囲にまで漏れだしているのだ。継続は“〝クレムジュール”〟のちっぽけな力をすさまじい熱に変えていく。

「いくぞ」

　その一言で、周囲に緊張がみなぎった。

　フレアは槍を逆手に持ち、大きく振りかぶったかと思うや、腕をしならせてそれを豪快に投とう擲てきした。

　滝を横切って飛ぶ槍は、その熱と勢いをもって、水すい霧むをふれた端から吹き飛ばした。槍が向こう側に到達した頃ころには、その軌跡はけぶる景色に穿うがたれた大きな空洞に姿を変えていた。

　フレアが叫んだ。

「見えるぞ！」

　ネイブは目を見張った。

　白い霧に巻かれた視界の中で、ただ一点。

　空洞の向こうに、向こう岸がはっきりと見えていた。これほど濃密に立ち上る水煙の景色に、フレアは槍やり一本で大穴を開けてみせたのだ。

　向こう岸には、狼ろう狽ばいする敵兵の姿があった。そしてその後ろに、エルザの言ったとおりの大木が見えた。

「でかい的まとだ！　外したら承知せんぞ！」

　続いて歩み出たのは弓兵の一人だった。かたく引き絞られた弩いしゆみを構え、狙ねらいをつけて矢を放った。矢は尻しりにくくりつけられた縄の尾を曳ひいて飛び、見事、大木のど真ん中に命中。

「ようし、ようし！」

　フレアの昂たかぶる声を聞きながら、ネイブは暴れる胸を押さえつけた。

　ついに自分の出番なのだ。

「さあ！」

　フレアに背中を張り飛ばされる。痛い。けれどおかげで丸まっていた背中が伸びた。大丈夫。きっとやれる。信じろ。ライオドーンではあのじいさんを助けた。湖では仲間の命を救った。だから、だからもう。



    

  
    
      



    

  
    
      「行ってこい！」

　フレアの声に導かれるがままに、ネイブは強く大地を蹴けって崖がけから飛び出した。



『まずわたしが槍やりを投げて視界を晴らす』

『そしてそこにすかさず矢を射かける。的はエルザの言っていた木だ。矢には縄を結わえつけて、ここと対岸を結びつけるんだ』

『続けて誰だれかが縄をつたってあちらに渡る。高低差があるから、引っかけるものがあればあとは勝手に滑っていくだろう。対岸に乗り込んだあと、首尾よく跳ね橋を下ろせれば――もう怖いものはない』

　そう言ってフレアは問答無用でネイブの肩をたたいた。

　おれが行くのは確定かよ、とネイブは溜ため息いきをついたが、よくよく考えてみればネイブほどこの役割に適した人間もいない。単騎で敵のど真ん中に放ほうり込まれたときの強さは、ライオドーンの戦いで証明済みなのだから。

　霧のせいで縄に結ばれた両岸以外は何も見えなかったのが幸いした。視界が晴れ渡っていたなら、つい滝底を見下ろしてしまってきっと身がすくんでしまったにちがいない。

　渡された縄に鉤かぎを引っかけて、勢いよく滑っていく。

　視界はふさがり始めているが、空洞の中にはまだ槍の熱気が残っていた。

　向こう岸では慌あわてた敵兵が次々と弓に矢をつがえるのが見えた。誰かが滑ってくるなどとは想像すらしていなかったのだろう。

　――撃ち落とされてたまるかっ！

〈地の白〉、金剛石アダマスの盾を身体からだの前に張る。飛来した矢は盾に傷一つつけることなくへし折れ、霧の底へと落ちていった。

　ネイブが対岸に降り立つと、ちょうど敵兵の抜きはなった湾刀が縄の端をぶった切ったところだった。

　間一髪。

　ネイブはぞっとした。

　一瞬でも遅ければ、この身体は流れ落ちる水もろとも滝たき壺つぼに落下していたことだろう。

　さあ、ここからが肝心だ。

　降り立った場所のすぐそばに、そそり立つ木組みの壁があった。跳ね橋だ。こいつを下ろせば味方がなだれ込んでくることができるのだ。

　そしてそのてっぺんからは鎖が一本伸び、近くに据えつけられた鎖巻きにつながっていた。

「あれだ」

　そう呟つぶやいて駆けだしたネイブの前に、いくつもの水鉄砲が襲いかかった。それ自体は痛くもかゆくもなかったが、尋常でないしぶきの量に、視界が一方的に閉ざされる。むやみに突進していって知らぬ間に崖がけから落っこちていただなんていう事態は避けなければいけない。

「くそ……」

　しかしいくらもしないうち、唐突に水鉄砲はやんだ。晴れた視界に映ったのは、立ちふさがった一人の男の姿。

「お前は……」

　それは、いつぞやルドバで会ったデカブツの姿だった。エルザに話しかけられて困惑顔だった彼。それがここにいるということは。

　ネイブの確証を裏づけるように、彼の腰には青い柄つかの湾刀。まちがいない。彼は海王石ベリル戦士団の一員だったのだ。

　驚いたのは彼も同じだったらしく、小さな目をまん丸に見開いている。

「あ、あんた……薔薇輝石ロードナイトだったのか……」

　彼はもごもごと口を動かしたのち、言いづらそうに言った。

「そ、それじゃオレ、あんたを止めなきゃ……！」

　ネイブは彼を睨にらみつけた。

「おれだって、止まるわけにはいかない！」

　金剛石アダマスの盾を展開、ひしめきあう敵の間をすり抜けて鎖巻きのある場所へと進撃を開始する。道を遮られても、だいたいの奴はこの硬さの体当たりでふっ飛ばすことができたが、こいつだけは例外だった。

「ふっ」

　鋭く息を吐いて腰を落とすと、デカブツはネイブの突進を真正面から受け止めたのだ。

　単純にして効果的なやり方だった。他ほかの奴らはどうにかしてこの盾を壊そうとやっきになっていたのに、この男はただネイブの進みを阻はばむだけにとどめたのだ。

「くそっ」

　びくともしない。この怪力が。

　さらに男は盾ごとネイブを持ち上げた。

「うわあっ！」

　そのまま崖へと歩いていく。まさか放ほうり投げる気か。冗談じゃない――ネイブはすぐさまエレメントを引っ込めた。

　いままで抱えていたものが急にかき消えて、男はあわてふためいた。

　そのすきに、ネイブは男の脇わきをすり抜けた。

　鎖巻きまであと数歩の距離。いける！と思ったそのとき、不意にぐん、と足が引っ張られた。勢いあまって顔から倒れ込んでしまい、

「ぐっ！」

　鼻から頭の後ろに向かって痛みが突き抜けた。

「痛つう……」

　右足が固められたように動かない。

「逃がさない、ぞ」

　倒れながらも、彼はネイブの足首をガッチリ掴つかんでいた。ちょっとやそっとでは離してくれそうになかった。その間に、それまで遠巻きに攻撃を加えていた敵兵たちも、このデカ男もろとも水攻撃するわけにはいかないと悟ったのか、次々に抜刀して走ってきた。

　く、とネイブは呻うめいた。いま盾で自分を覆ったら、こいつまで中に入ってしまう。武器もない状態で一対一になれば負けるのは必至。

　迷っている暇はない。ネイブは両腕をエレメントで覆い、金剛石アダマスの爪つめを形成した。

　目の前の地面に爪を突き立てる。身体からだをそっちに引き寄せる。いける。進める。ここまできて跳ね橋を下ろせなかっただなんて許されない。

　――あと三歩。

　ここで何もできなければ、おれのいる意味なんてないじゃないか。だからやるんだ。やるんだよ。

　――あと二歩。

　期待に背を向けるおれを捨てるんだ。

　嘘うそをついて逃げ回るおれを殺すんだ。

　今がきっとそのときなんだ。

　――あと一歩！

　すべての力を振り絞って、ネイブは鎖巻きの元に自分の身体を引きずり寄せた。大きな樽たるのようなものに鎖が幾いく重えにも巻きつき、そこからぴんと張った一本が斜め上に伸びている。

「ま、待て！」

　聞こえない。

　上体をがばと跳ね起こす。

「ブッ壊してやる」

　弓のように右腕を引き絞り――解き放つ。

　ヒュッ

　ぢぃんっ

　断末魔の音と火花を同時に上げ、鎖はまっぷたつに断ち切れた。



　どうどうと流れ落ちる滝の音に、不意に木のきしむような音が混じるのを聞いて、フレアは顔に喜色を浮かべた。

　その直後、縛いましめを解き放たれた跳ね橋の先端が目の前に降ってきた。だぁん！　と岸に叩たたきつけられて止まる。これにはさすがのフレアも驚いた。

「こいつはまた……手荒いことをする」

「……そもそも立案からして荒いのですから、下が真ま似ねるのも無理のないことかと」

　言わでものことをわざわざ言ってくるのはやはりエイディである。

「――やったみてえだな」

　低い声がして横を見ると、そこには団長ガングスタフが立っていた。

「団長」

「さあ行こうじゃねえか。アジェントンまでは近い。油断するなよ」

「はい！」

　それから団長は後ろに向かって呼びかけた。

「あー、オークニーはいるかぁ」

　すると奥の方で「ここでーす」と手が上がり、少しして彼は前に出てきた。三番隊隊長オークニーはくせのある巻き毛をした若者だった。ここに至ってもまだへらへら笑っているのは肝きもが据わっているのかそれとも単に馬ば鹿かなのか。長いつきあいだというのに、フレアはいまだに彼のことがよくわからない。

「なんスか、だんちょー」

「お前、フレアといけ」

「へあっ？」

　オークニーはすっとんきょうな声を上げた。

「なんで？　オレが？　こいつと？　なんで？」

「フレアにゃいま槍やりがねえからな。まあこいつのことだ、並の奴相手ならあっちがエモノ持ってても心配はいらねえが、エレメントを出してくりゃあそうはいかねえだろう」

　言われてみればその通りである。霧に穴を開けるために槍を投げてしまったので、フレアはいま丸腰なのだった。右肩に目を向けると、小鳥のふんぞり返っている姿があった。まかせろとでも言いたいのだろうが、この貧弱なエレメントだけではいささか心こころ許もとない。

「えー？」

　オークニーは面白くなさそうな顔をしたが、最後にはしぶしぶ団長に従った。

「……すまんな」

　フレアが言うと、オークニーはむすっとして言った。

「てめーのためじゃねえ。団長のためだ」

「そうか」

　フレアはふふっと笑った。それがまたオークニーには気に食わないようで、うっとうしいぐらいに顔を寄せてぶちぶちと絡んでくる。

「なんで笑ったの？　オイいまなんで笑ったの？　オレなんもおもしれーこと言ってねーよ？　なあなあ」

　右から左に聞き流しながら、つくづくこいつとは合わない、と思うフレアであった。さっさと行け、と団長に言われなければ、いつまでも続いていただろう。

「ちっ」

　フレアにだけ聞こえるように舌打ちして、オークニーは前を向いた。こいつはいつかボコボコにしてやる、とフレアはひそかに決心した。

　二人は並んで橋を渡り始める。後ろには生き残った二番隊の面々が続き、さらにガングスタフ率いる一番隊、そして隊長オークニーの代わりを立てた三番隊と続いている。

「フレア、もうちっとそっち寄った方がいいんじゃねーか？」

「いや、お前が寄るべきだ」

「まあ遠慮すんな。もう少し、ほらそっちだ。橋の外まで寄ってくれ。具体的には落ちろ」

「いやまずお前が勢いよく滝に飛び込んでだな」

「てめーが落ちたら考えてやってもいい」

「古株より先にとはおそれおおい」

「そこを譲ってやろうってんだよ。さ、落ちろ。できるだけ真っ逆さまに。なるべく助からないような感じで頼む」

　小走りに橋を渡りながら、軽口を叩たたき合う二人である。

　このやりとりに、フレアは少し懐かしさを感じていた。もともとオークニーとは、隊長になる以前、同じ隊でならした仲である。前隊長の下もと、二番隊の双そう璧へきと謳うたわれていたのはもう二年近くも前のこと。仲がいいとはお世辞にも言えないが、いざ戦いとなるとこれほど息の合う相手もいなかった。

　それから月日は流れ、オークニーは三番隊隊長に、フレアは二番隊隊長になった。最後にサシで向かい合ったのはいつのことだろう。さみしいなどと言うつもりは毛頭ない。けれど、たまにはこんなやりとりがあっても悪くないとフレアは思った。

　向こう岸が見えた。

　橋をほぼ渡り終え、さあ蹴け散ちらすぞというときになって――

　それは突然に襲いかかってきた。

「ひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃア――――！」

　独特の高笑いが頭上から降ってきて、フレアの背筋に戦せん慄りつが走った。

「上――」

　見上げたフレアの目に映ったもの。

　無数の人影。

　落ちて、くる。

　落ちてくる――！

　それは薔薇輝石ロードナイトの頭上に振り下ろされた海王石ベリルの一撃だった。

　フレアは稲妻のように悟った。

　彼らはアジェントンまで後退したのではなかった。滝の上に身を潜め、薔薇輝石ロードナイト戦士団が橋にさしかかるのをいまや遅しと待ちかまえていたのだ。

　そして、いま。

　瀑ばく布ふの勢いそのままに、飛びおりてきた海王石ベリル戦士団の兵士たちは跳ね橋をあたかも紙クズのように叩たたき割ったのだった。薔薇輝石戦士団の連中を山と乗せた跳ね橋を。

　足場が崩れ、二つの戦士団の兵士たちは混ざり合って落下していった。

　フレアも、もう少しで向こう岸にたどり着けたはずだった。

　わずか数歩の距離を詰める間もなく、フレアたちは滝たき壺つぼに向かって落ちていった。



　ようやく通した橋が目の前でぶち壊されるさまを、ネイブは愕がく然ぜんと見つめていた。

「隊長ッ！」

　腰砕けになりながら縁ふちにたどり着き、崖がけ下したを覗のぞき込む。相変わらずの霧で何も見えなかったが、はるか下から重い石を水に投げ込むような音が続けざまに響いた。数十人、下へ手たをすれば百人ぐらいは落ちたはず。渡りきった味方は皆無だ。

　青ざめていると、背後から聞き覚えのある声がした。

「――人の心配よか、自分の心配をしたらどうだい？」

　はっと振り返ると、そこには再会を願っていた女の姿があった。

　カサンドラ、と呼ばれていた女だ。

　キツネにも似た切れ長の目がじっとりとこちらを見つめている。編み込んだ黒髪を後ろに払いのけて、カサンドラはちろりと赤い舌を唇から覗かせた。その仕し種ぐさにネイブは無性にぞくぞくした。

「おや。どっかで見たことあると思ったら、ルドバの街にいた小僧じゃないか」

　ネイブはあのときの光景をまざまざと思い出していた。カサンドラと、デカブツと、そして太った商人の三人。そして――エルザ。

「なるほど……アンタ、戦士団員だったんだ。どうりで珍しいエレメントが使えるはずだよ。あのコは元気かい」

「……ああ」

「そうかい、そりゃよかった」

　商人とエルザはお互い知り合いのようだったが、あのときのエルザの態度を思うにつけ、何か好ましからず因いん縁ねんがあったとしか考えられなかった。

　だが、いまはすべて忘れろ。

　この女は、まごうことなき敵なのだ。

「世間話もきらいじゃないけどね、こちとら愛する団長にここの守備を仰せつかってるのさ。アンタにゃ全然恨みはないが、とっとと死んでもらうとしよう」

　カサンドラはそう言って腰の湾刀を抜き払った。

「……そういやアンタ〈地の白〉だったねえ」

　続いて胸元から見せつけるように取り出した首飾りに、ネイブの目はいやおうなく引きつけられた。

　――あれだ。

　映しだした相手のエレメントを打ち消す首飾り。あれを故く郷にに持って帰れば、〈天の黒〉に閉じこめられた仲間を元の姿に戻すことができるかもしれないのだ。

　そればかり考えていたせいで、肝心のいまのことはカサンドラに言われるまで気づかなかった。

「これでエレメントは使えない。武器も持ってない。はっ、これじゃアタシのエレメントを使うまでもないさね」

　しまった、と思ったときにはもう遅かった。

　カサンドラは問答無用で斬きりかかってきた。

「くうっ！」

　水平に薙ながれた切っ先が肩をかすめた。

　斬られて初めてわかる。最初熱さが走り抜け、痛みは少し遅れてじわじわとやってくるのだ。

　ずっと金剛石アダマスの盾の内側にいた。だからわからなかった。

　斬られる恐怖。

　痛み。

　他ほかの奴らはこんな気持ちを抱えて戦っていたのか。

　脳天に振り下ろされた湾刀を転がってよけた。

　カサンドラは引きつるような笑えみを浮かべ、続けざまに湾刀を繰り出してくる。

　捕まればあの笑顔のまま切り刻まれる未来が待っている。ネイブは青ざめて逃げまどった。他の敵はなぜか加勢してこない。それだけは助かったが、いかんせん場数のちがいはどうしようもない。逃げ道をうまく断たれ、後退しているうちにいつの間にか追いつめられていた。

　矢の刺さった大木を背に、ネイブはごくりと唾つばを呑のんだ。

「けっこうすばしっこかったね。鍛えりゃいい感じになりそうだけど、まあどうでもいいやね。どうせここで死ぬし」

　息一つ切らしていないカサンドラを見て、かなわないとネイブは思った。

　――けど……。

　ネイブは決死の形ぎよう相そうでカサンドラを睨にらみつけた。

「いいね、その目」

　カサンドラはゆっくりと湾刀を振り上げた。

　――死ねない……！

　引いた手が偶然何かにふれた。

　とっさにそれを見て、ネイブは神が降りてきたような気がした。夢中でそれを引き抜いた。

　きぃん――

　振り下ろされた湾刀と、ネイブの掲げたそれが空中で交差する。

「……あん？」

　なんという幸運。それは、まごうことなきフレアの槍やりだった。

　霧を晴らすために投とう擲てきした槍は、矢のすぐそばに刺さっていたのだ。いやむしろ逆、槍のすぐそばに矢が刺さったと言うべきか。いずれにせよ、九死に一生の機会は偶然にもフレアの手によってもたらされた。

「運がよかったね。けど、それだけじゃあたしには勝てないねえ」

　カサンドラは重ねた刃の上からのしかかってきた。湾刀と槍がぎりぎりと噛かみ合う。身体からだを預けられては支えきれない。ネイブの腕は少しずつ下がり始めた。まずい。このままでは。

　そのときエルザがぼっと霧の中から飛び出してこなければ、ネイブの腕には湾刀の刃が食い込んでいただろう。

「なにッ！」

　カサンドラの力がゆるんだ。そのすきに湾刀を横に受け流して、ネイブはどうにか窮地を脱した。

「あっ」

　追いつめた獲物を逃がして、カサンドラは舌打ちをした。

「ネイブ、大丈夫？」

　ネイブはエルザの近くまで飛びすさり、大きく息をついた。

「おかげで助かった。みんなは？」

「うん、生きてる」

　下が滝たき壺つぼだったことが幸いした。落ちて深刻なダメージを食らったのはごく少数で、連中の大部分はそのまま敵味方入り乱れての戦いに突入しているらしい。

「おやおやお嬢ちゃん。また会うとは思いもしなかったねえ」

　カサンドラの声。

　エルザは彼女を真正面から見つめた。

「あいつはどこ？」

「あん？　アマルフィのことかい？」

　カサンドラはしばらくエルザを見ていたが、不意に笑い出した。

「あっはっはっは。そういやアンタ、アマルフィの召使いだったんだってねえ」

「……！」

　ネイブは息を呑のんでエルザを見た。

　エルザの顔からはいつものような朗ほがらかさは吹き飛んでいた。マズいものを口いっぱいに含んだかのような苦々しい表情だけがそこにあった。

「戻ってきてくれなかったって、アイツ悔しがってたよ」

「……戻るよ」

　ぽつりと。

「戻るって決めてるの。あのときから」

　ふっと顔を上げる。

「戻って、それで……」

　エルザはぎゅっと口を引き結んだ。それ以上聞いてはいけないような、人を寄せつけない仕し種ぐさだった。

　カサンドラはいいね、と言った。

「アマルフィの野郎に言われてるのさ。万が一アンタを見つけた日にゃあ、なんとしても生かして連れ帰れってね。アンタ、ほっといても一人で行きそうだけど、もっぺんおとなしくアイツに仕える気はなさそうだね」

「…………」

「だからさ」

　唇を歪ゆがめ、醜悪な笑いを見せる。

「アタシがきっちり送り届けてやるよ。それも犬より従順にしつけてね……！」

　その言葉を聞いて、ネイブの脳裏にはある光景が浮かび上がっていた。ルドバの裏路地。カサンドラに相対するや、まるで魂を抜かれたようになったエルザ。アマルフィの言うことをおとなしく聞き入れていたエルザ。だめだ。また同じことになってしまう。

　ネイブの焦燥に応こたえるように、カサンドラはちろりと唇をなめて、エレメントの名を呼んだ。

「“〝ルギアラ”〟」

「――目を、見たら、」

　不意に聞こえた声。エルザはそれにはっとして、今まで視線を合わせていたカサンドラからとっさに顔を背けた。

　声の主はデカブツだった。

　彼は驚いた顔でエルザを見て「いま、お、オレ……」と口に手をやった。まるで自分が発した言葉が信じられないかのようだった。

「デカブツ、アンタ……！」

　カサンドラは恐ろしい形ぎよう相そうでのっぽを睨にらみつけ、

「隊長、あの、ごめ」

「何がごめんだ！　くそッ」

　舌打ちをしたあと、おもむろに湾刀を構える。

「いいとも。エレメントなしでやってやるよ。来な、小僧ども」

　言われるがまま、ネイブはフレアの槍やりを握りしめて突進した。

　一対一だと太た刀ち打うちできなかっただろうが、いまの自分にはエルザという心強い味方がいる。

　湾刀を薙なごうと大きく身体からだを開いたカサンドラを、不意に横殴りの風が襲った。エルザの支援だ。たまらず体勢を崩したところに、ネイブの槍が突き込まれる。

　ちぃん。

　弾かれた。あの状態から払えるのは驚きだった。それどころか気がつけば湾刀がくるりと回ってネイブに襲いかかってきた。すんでのところで防ぐ。血の気が引いた。あやうく首をすっ飛ばされるところだった。

　それからしばらくは一進一退だった。

　実際、カサンドラの腕はたいしたものだった。ネイブの経験不足をエルザの風で補ってようやくとんとんというところで、のめっても転んでもすぐさま体勢を立て直してくる。エルザがいるからなんとかなっているものの、そうでなければネイブはとっくに葬られていたことだろう。

　だが――

　ネイブたちは少しずつ優勢に立ち始めていた。

　理由は一つ――こちらの息が合ってきたからだ。

　ネイブが仕掛けるというまさにそのときにエルザが風を吹かせる。かと思えば今度は吹かせない。身構えるカサンドラは何度も意表をつかれて、そのたびにどうにか逃げ延びるものの、いまどちらに勢いがあるかは明らかだった。

「くう……！」

　憎々しげに呻うめくカサンドラを見て、ネイブは少し妙に思った。

「あんた……」

　言葉をつむぐ余裕が生まれていた。周りを見る余裕も。

「他ほかの仲間はどうしたんだ」

　おかしいと思っていた。海王石ベリル戦士団の奴らはまだ周りにいるのに、誰だれもカサンドラの加勢をしようとしない。手を止めて、遠巻きに見ているだけなのだ。

「ナカマぁ？」カサンドラはいらだった声を上げた。「気持ち悪いこと言ってんじゃないよ！　こいつら全員、アタシの奴隷さ！　仲間だなんてちゃんちゃらおかしいね」

「……でも、誰もいまあんたを助けない。それがあんたの――」

「うるさいよ！」

　カサンドラはぎろりとネイブを睨ねめ上げた。

「いちいちカンに障さわること言ってくれるじゃないか。はっ、ちょっと押してるぐらいで上から説教かい？　そんな奴は――」

　一瞬その瞳ひとみが怪しく光った気がして、ネイブははっと目をそらした。

「クソがッ」と吐き捨てる声。危なかった。正体はわからないがとにかくエレメントだ。あのときエルザを操ったエレメントを今度はこちらに使おうとしていたのだ。

「あンのデカブツ、あとで切り刻んでやるッ」

　歯を剥いて罵ののしるカサンドラを見てネイブは思わず震えそうになった。必死に自分に言い聞かせて耐える。大丈夫。怖くない。エルザがついてる。一人じゃない。

　エルザに限らず、フレアや団長、薔薇輝石ロードナイト戦士団の連中は誰も彼もあたたかい。ふだんは犬の兄弟のように仲がいいし、戦いともなれば皆で助け合う団結力もある。『お前が抜けて惜しむ奴もいる』とフレアに言われたときは素直にうれしかった。

　ところがこの海王石ベリル戦士団ときたらどうだ。仲間の、それも隊長の危機だというのに、誰だれも助けに回ろうとしない。助けられなくて焦っているのかというとそうではなく、皆まるで隣の国のできごとのように興味がなさそうなのだ。この様子でどうやって団としてまとまっているのだろう。

　カサンドラはたたらを踏んで尻しりもちをついた。

　きん、と湾刀がはじけ飛んだ。

「くうっ……！」

　二人の立場が逆転した瞬間だった。

　ネイブは丸腰のカサンドラの鼻先に槍やりを突きつける。

「それでいいのか？　みんなそうなのか？　団長も？」

「団長こそ、さ」とカサンドラ。「あの団長は団員のことなんか鼻にも引っかけちゃくれないのさ！　アタシが生きようが死のうが、そんなの知ったこっちゃないって言うだろうね」

「けど、さっき――」

　カサンドラがさらりと言った一言がネイブの耳に残っていた。

『――愛する団長のために――』

　言いよどむネイブ。なんのことかわかったらしいカサンドラはへっと笑い、まるで自分に呆あきれたような口ぶりで言った。

「団長にゃアタシが勝手に惚ほれてるだけさ！　あんなのに惚れちまって、アタシもたいがいどうしようもない女さね！　――やいデカブツ！」

　ひ、と近くで呻うめく声。

「やるよ！」

「え？　で、でも、こんな近くでやったら、隊長が……」

「はん、おめおめ逃げ帰るよりいくらかマシだねえ」

　獰どう猛もうな笑いを従え、カサンドラは朗々と唱えた。

「目にものくれてやるよ――

『天父よ。

　　満天の守もり人びと、天父イルルフよ。

　　そのみむねにて広がる、天の虹にじの理ことわりをここに示せ。

　　我ら汝の両の手に乗るものなり。

　　右なるは〈黄〉！』」

「っ……『左なるは〈赤〉』」

「『熔け混ざれアマルガ』」

　二人の間に橙だいだい色いろの光が迸ほとばしり、黄と赤の間、――〈天の橙だいだい〉のエレメントが生まれた。

　目の覚めるような橙色の毛並み。額から一本の鋭い角を生やしたそれはウサギの形をしていた。

「“〝天落アバクシオン”〟」

　カサンドラが呟つぶやくや、ウサギの身体からだは見る間に細かい光の粒に分かたれて天へと駆け上っていった。

　ひゅん。

　ひゅんひゅんひゅん。

　ひゅひゅひゅひゅひゅひゅひゅひゅひゅひゅヒュヒュヒュヒュヒュヒュヒュヒュ――

　――来る。

〈天の橙だいだい〉――隕いん石せきが。

　ネイブは思わず唾つばを呑のみ込んだ。

　自分のエレメントが使えないいま、あれを防ぐすべはない。

　逃げなければ。

　駆け出そうとするネイブの腕を、がしっと掴つかむ手。

「！」

「逃がさないよ」

　カサンドラ。

「敵一人しとめられなかったとあっちゃ、あの人に愛想つかされちゃうからね……」

「死ぬぞ！」

　腕を振りほどこうとする。だがカサンドラの手はがっしりと噛かみついて離れない。槍やりで切り落とせばいいものを、そういう考えが思い浮かばないのは、やはり場数の差だった。どっと汗が噴き出す。まずい。まずい。

　天を見上げ、ネイブは総毛立った。

　来た。

　隕石が。

　激突すれば生き残るどころではない。この身体など原形すらとどめない――！

「……！」

　ネイブはぎりと歯を食いしばった。

　死ねないんだ。

　やることがあるんだ。

　おれの命は、おれのためにあるんじゃない。だから神フアレスよ、いるのならどうか――

　カサンドラの手をもう一度強くふりほどこうとして、視界の隅で何かが光ったのをネイブは見逃さなかった。

　首飾り。

　エレメントの効果を打ち消すという。

　これに囚われて、ネイブは今までエレメントが出せずにいたのだ。

　見つかった。

　脱出口。

　届く。

　この距離。

　だが。

　――壊すのか？

　手が止まった。

　頭の中で叫ぶもう一人の自分。壊すのか？　なんのためにここまで旅を？　あれがあればみんなを元の姿に戻せるかもしれないんだぞ？

　――そうだけど……！

　迷ったのは一瞬だけだった。壊したくはない。本当は持って帰りたい。けれど――今おれが死んだら、何も果たせやしない！

　死にものぐるいだった。自由なほうの手で槍やりを握り、そこに向かって抉えぐるように突き込んだ。

　――割れろ！

　果たして、槍の先端は正確にカサンドラの首飾りを貫き――

　宝石はみごと二つに断ち割れた。

　――この命はおれだけのものじゃない。あやふやな希望一つのために放ほうり出せはしない……！

「なっ――」

　今度はカサンドラが青ざめる番だった。

「よォし！」

　ネイブは振り向いて叫んだ。

「エルザ、来い！」

「うん！」

　ぴったりの呼吸だった。胸の中に飛び込んできたエルザを力まかせに抱きしめた。

〈地の白〉――展開。

　何ものにも阻はばまれることなく、金剛石アダマスの壁はネイブの周りを覆いつくした。

　一瞬ののち、オレンジの爆光と轟ごう音おんがすべてを埋め尽くした。



　ようやく視界が晴れたときには、周りの風景は一変していた。

　目の前の大地が深くえぐれ、その周囲には吹き飛んだ土や岩の破片がこれでもかとばかりに飛び散っていた。

　首飾りに気づかなければ、自分たちはこの一部になっていたのだ。そう考えるだけで背筋が寒くなった。

「……ネイブ、痛い」

「あっ、ご、ごめん」

　そういえば。

　あわてて腕を離し、ついでに金剛石アダマスの壁も取り払う。

　解放されたエルザはうろうろと周囲を見回して、感心したように呟つぶやいた。

「すっ……ごいね、これ」

「…………」

　ネイブは頬ほおを掻かいた。

　ずっと夢中で気づかなかったが、考えてみればしばらく自分はエルザと抱き合っていたのだ。痛いと言われるまで意識さえしていなかったから、感触等は何も覚えていない。もったいない。もったいないってなんだ。

　意識してしまうと急に気恥ずかしくなってしまった。気になってこっそりエルザを窺うかがうと、あっちは恥ずかしがるどころか気にもかけていないようだ。うじうじ考えているのが自分だけなのかと思うと多少腹立たしい気分にならないでもない。が、かといってもっと気にしろだとか今のをどう思うかなどとは口が裂けても言えはしない。悶もん々もんとするネイブであった。

「あ……」

　その煩悶からネイブを救い出したのは、当のエルザの声だった。

「この人……」

　ふと見ると、そこには額や腕から血を流して倒れている女の姿があった。



    

  
    
      



    

  
    
      「カサンドラ……」

「ねえ、生きてるよ」

　エルザの言うとおり、カサンドラにはまだ息があるようだった。それどころか致命傷の跡もない。少し頭を打って倒れているという程度だった。

「なんであれで無事なんだ？」

「わかった。たぶんネイブのエレメントが盾になってたんじゃない？」

「ああ……」

　なるほど、とネイブは納得した。よく憶おぼえていないが地面に残った跡を見るとたしかにそうらしい。

　そうこうしているうちにカサンドラがうっすらと目を開けた。

「あァなんだ、アタシぁ……生きてんのかい」

　億おつ劫くうそうな呟つぶやき。

「くそ……手も足も動かないや……」

　忌いま々いましげにあちこちに目をやる。

　すぐ立てるようになると思うよ、とエルザが言ったが、カサンドラは返事をしなかった。

「エレメントも出ない、か。……はっ、好きにしな」

　そう言って、観念したようにこてんと頭を横たえさせた。

「……訊ききたいことがある」

　ネイブは言った。

「教えてほしい。その首飾りはいったいどこで手に入れたんだ？」

　一いち縷るの望み。

　エレメントの効果を打ち消す宝石は割れてしまった。けれど、入手した場所がわかれば、そこに行って別の宝石を手に入れることができるかもしれない。

「……なんだいそりゃ」

　カサンドラはくだらなさそうに言って、ごろりとそっぽを向いた。

「おい」

　いまさら興味がないのはわかるが、こちらはなんとしても知りたいのだ。

「なあ、教えて――」

　不意にカサンドラは答えた。

「ロスブリュックだよ」

「！」

　ロスブリュック。

　まただ。

　またその名が出てきた。

　あの谷底の街で出会ったジョゼッペ老も同じことを言っていた。

『エレメントの効果を打ち消すことのできる人物がいる』

　その人物がいるとされる街が、ロスブリュックだった。

　やはりロスブリュックにはあるにちがいない。仲間にかけられた“〝闇賊ダーコ”〟を治すなんらかの手だてが。

「ロスブリュックの、どこだ？」

　はやる気持ちを抑えつつ、ネイブは尋ねた。

「湖のそばさ。まん丸い湖だった。その脇わきに落ちてたんだ」

「なんていう湖だ？」

「知るか。とにかくまん丸い湖さ。行きゃわかるよ」

「そうか」

　大きな前進だった。ロスブリュックにある丸い湖のそば。きっとその近くに目的の人物がいるにちがいなかった。

　礼を言うと、カサンドラはうっとうしそうな顔をした。

「……ねえ、ネイブ」

　ふと、横にいたエルザが袖そでを引いた。

「あの人、こっち見てる」

　指された方向を見ると、大木の陰から例のデカブツがおそるおそる顔を出していた。あんなに離れた位置にいるところを見ると、どうやら隕いん石せきが降ってくる前にさっさと避難していたらしい。見られているのに気づいて、男は「ひっ」と顔を引っ込めた。

「…………」

　そのまま見ていると、のっぽはまた顔を出した。

「ひっ」

　引っ込んだ。

　でかい図ずう体たいであんなことをやっているものだから妙にかわいらしく見えてしまう。

「……何やってんだ？」

「さあ……」

　エルザは首をかしげたあと、「ちょっといってくるね」と言ってのっぽの方へと向かっていった。

「お、おい……」

「だいじょぶだいじょぶ」

　てくてくと歩いていき、隠れようとする男とほんの二言三言交わしたかと思うと、いきなり彼の腕をつかんでこちらに引きずってきた。その動作にはためらいもよどみも一切見あたらない。

「なんか、隊長さんが心配なんだってー」

「…………」

　ネイブは脱力した。

　手て際ぎわが良すぎる。

　もうここまでくると感心するより先に呆あきれてしまう。ジョゼッペのときといい、このエルザという奴はすぐに人と仲良くなる特技があるらしい。この調子だと野生の熊くまや狼おおかみでさえいともたやすくトモダチにしてしまいそうだ。

　おっかなびっくり出てきた彼は、何をそんなにおののいているのかと思うぐらいびくびくしていた。でかい図ずう体たいで子こ鹿じかのように震えてカサンドラの顔を覗のぞき込む。

「た、隊長……」

　話しかけている内容は聞き取れなかったが、その背中がしょっちゅうビクつくのを見るたび、ネイブはなんだかかわいそうな気持ちになった。

　やがてのっぽが顔を上げると、ネイブはその前に立った。

「……あんた、おれらを助けてくれたよな」

　そう言うと、彼は目を白黒させた。「え？」

「あのとき言ってくれたじゃないか。『目を見たら』って」

「あ、ああ……」

　彼はぎこちなく頷うなずいた。ようやく腑に落ちたようだった。

「あのおかげでこの隊長さんの術中にはまらないで済んだ。助かったよ」

　そうそう、と横でエルザも頷く。

　しかしよく考えてみると、彼の行動はひょっとして褒められたものではなかったかもしれない。

　腰の湾刀は海王石ベリル戦士団の証あかし。つまり彼は敵の味方をしたことになる。戦士団でなくとも、仲間を裏切って敵につくような人間は処罰されてしかるべきだ。

　――だけど、なあ。

　しょせんは他ほかの戦士団のことだ。罰する権利も筋合もこちらにはない。そう悪人にも見えないし、何より自分たちが生き延びることができたのはまぎれもなく彼のおかげなのだ。ここは素直に感謝しておくべきだろう。

「ありがとう。名前を訊きいてもいいか？」

「――――」

　するとなぜか男の目は大きく見開かれた。

「お、オレ……」

　そう言ったきり、彼は口を魚のようにパクパクさせた。続く言葉が出てこない。何かおかしなことを聞いただろうか。考えてみれば、たしかに敵に名前を訊くのはおかしなことかもしれない。

「オレ……」

　そのときだった。

　崖がけ下したから轟ごう音おんがして、ネイブは思わず跳ね上がった。

「なんだ、いまの」

　困惑しているのはエルザも同じだった。

「わかんない！　でも、いかなくちゃ！　ぜったい下で戦ってる人たちだよ」

　ああ、と頷うなずくネイブ。「でも、どうやって行く？」

「この道そのまま行けば下りられると思うけど、あたしのエレメントの方が早いよ！　いくでしょ？」

「もちろ――うわっ！」

　返事を言い終える前に、ネイブの身体からだは風に巻き上げられた。

「いくよっ！」

「うわああっ！」

　風に吹き流されるがまま、二人は真っ逆さまに崖がけ下したへと下りて落ちていった。



　一人ぽつんと取り残されたのっぽは、二人が消えていった崖下をじっと見つめていた。

「オレ……」

　口の中でそっと、呟つぶやく。

「オレ、ビトーっていうんだ」



　　　＊＊＊



　ひっきりなしに水面を叩たたく滝水のせいで、あたり一帯には白い水煙が絶え間なく立ちこめていた。

　滝の音に混じって、そこかしこから響く戦いの音。

　赤い胸当ての兵士たちと、青い柄つかの湾刀を握る兵士たち。

　戦いは敵味方入り交じっての乱戦に突入していた。

　ばしゃっ、ばしゃっ、とあちこちで水柱が上がる。海王石ベリル戦士団は〈水〉のエレメントを主体とした戦士団だ。水場に突入しての戦いならば、炎使いの多い薔薇輝石ロードナイト戦士団などに負けはしない。

「ふん」

　ゴフは鼻で笑った。

　周りはすべて水。

「海王石ベリルの名を舐なめるなよ」

　低く静かに、エレメントの名を呼ぶ。

「“〝ヴァリアリ”〟」

　見るがいい。海の覇者、海王石ベリル戦士団の頭目の力を――！

　水面が山のように盛り上がった。

　巨大な水の塊が空中に浮く。

　さらにそこに滝たき壺つぼの水が吸い上げられていき、塊はやがて巨大な魚の形をとった。

　ずんぐりとした体にはびっしりと鱗うろこが並んでいる。少し開いた口からはギザギザの歯がかいま見えていた。悠然と身をくねらせて空中を泳ぐ大魚。まるで何か悪い夢でも見ているようだと人は言う。

　これこそがゴフのエレメント。

〈水の青〉。

　宙を泳ぐ大怪魚“〝ヴァリアリ”〟の姿だった。

　エレメントを出現させるのと同時、ゴフは薔薇輝石ロードナイト戦士団団長ガングスタフの姿を視界にとらえていた。

　湧わき上がる殺意。ねじ曲がっていく口くち許もと。ぶち殺したいと願ってやまなかった相手が、いまそこにいる。

「ガングスタフ！」

　叫ぶと同時に“〝ヴァリアリ”〟を放つ。

「ずっとてめェを潰つぶしたかった！　てめェが俺おれの下もとを去ったあの日から！」

　とっさに気がついたガングスタフは〈地の黒〉、鉄のエレメントで防御をしようとしたが、もう遅い。怪魚は周囲の空間ごとガングスタフの体を呑のみ込んだ。

「はははァ！　苦しめ！」

　海に入れば嵐あらしさえ起こせるこの“〝ヴァリアリ”〟だが、滝たき壺つぼ程度の水量ではやったとてたかが知れている。しかもガングスタフは鉄のエレメント、箱でも作って沈まれた日には手出しすらできない。それならば不意を打ってこうする方がいい。

「どうだ、水みず瓶がめの中は居心地がいいか？　あ？」

　水でできた“〝ヴァリアリ”〟に呑み込まれると、ちょうど水瓶の中に放ほうり込まれたのと同じ状態になる。外からは透けて見えるものだから、中で苦しむ姿が最後まで眺められる――趣味の悪い殺し方だった。

　魚の体内でもがきながら、ごぼっと泡を吐いたガングスタフを見て、ゴフは言いしれぬ快感を覚えていた。



　あれはもう十五年も前のこと。

　まだ戦士団などというものは影も形もない時代、当時海賊だったゴフは荒くれどもを率いて海沿いの街という街を荒らし回っていた。

　ゴフを船長に据えたその海賊団は恐怖の代名詞――青珊瑚デルベネーノ海賊団。

　新しい街に上陸するたびに、彼らは暴虐の限りをつくした。男を殺し、女は犯し、金目の物と見るや見境なしに奪った。街の一つ一つを骨までしゃぶり尽くして捨てていった。

　何ものにもとらわれず、何ものにも止められず、ただ気まぐれに蹂じゆう躙りんする。

　青珊瑚デルベネーノ海賊団は、つまるところ天災のような存在だった。

　そんなある日、ゴート皇帝ヴァスカーが直属軍“〝帝国戦士団”〟を発足させるという噂うわさを耳にした。

　聞くところによると、直属軍の扱いは帝国騎士団のそれの比ではないらしい。武官を間にはさんだ騎士団と、皇帝の直属でその威光をもろに背負った戦士団とでは重みがちがうというのだ。しかも身分による差別の一切を取り払い、純粋に力だけで採る、という募集方法は、それまで貴族にいいように虐しいたげられてきた平民たちの心をいたく刺激したらしい。

　しかし、ゴフははじめ乗り気ではなかった。虐げられる人間の気持ちなどわからなかったし、人の下につくというのも性に合わないと感じていたからだ。ただ、そうやって後ろ盾を得た上で合法的に略奪ができるというのはたしかに面白いとも思っていた。青珊瑚デルベネーノ海賊団を嫌う人間はあとを絶たなかったが、皇帝直属となってしまえば面と向かって罵ば声せいを浴びせることもできなくなるだろう。

　そんなことを考えていた折、ついにゴフの元に募兵特許状アカガミが届いた。

　噂うわさのとおりの書状だった。薄赤く色づけした紙に、皇帝印の封ふう蝋ろう。開くと茶目っ気のカケラもないお堅い文章で、ゴフはたちどころに読む気をなくした。まあ書いてあることはわかっている。募兵特許状アカガミの内容は、要は『お前を団長として雇うことに決めたから、とっとと必要なだけの兵をかき集めて俺おれンとこに来やがれ』というものだ。

　さして興味もないはずのゴフだったが、いざ書状が届いてみるとこれがなかなかまんざらでもなかった。なにせ手紙の主はあのゴート帝国皇帝サマなのだ。そんな雲うん上じよう人びとが数ある候補の中から自分を選んだという事実は、ゴフをどっぷりと優越感の海に浸らせた。

　ひゃっひゃっひゃっ、いいぜ……受けてやろうじゃないの。

　笑えみをこぼしながら返事をしたのを、ゴフは昨日のことのように憶おぼえている。

　やがて正式に帝国戦士団が発足し、ゴフは海賊船の船長から海王石ベリル戦士団団長と肩書きを変え、意気揚々と帝都に乗り込んだ。皇帝が住まうという白亜の宮殿に迎えられ、船長室がウサギ小屋に思えるほど広い玉座の間に通され――そして、隣には奴がいた。

　なぜだ。

　ガングスタフ＝ガングリオン。

　なぜだ。ゴフは問うた。なんでてめえがここにいる。

　数日前までゴフの船の一員だった男。その熊くまのような体格とは裏腹に、なんでもこなせる器量の持ち主で、特に若い奴らのまとめ役にはうってつけだった。本来なら副船長をまかせてもいいぐらいだったが、そうしなかったのはひとえにその甘さゆえだ。目の前で人が死ぬといつも苦り切った顔をする。周りはゴフのような奴ばかりだったので、いつか船を下りるのではないかとゴフは睨にらんでいたが、つい一ひと月つき前その予想は見事に的中した。

　ただ、一つだけちがっていたこと――ゴフのあとを追うようにして、さらに数十人もの男たちが一気に船を下りていったのだ。

　去る者は追わない性分とはいえ、さすがのゴフもこれには面白くなかった。

　ガングスタフ一人いなくなったぐらいでなんだてめえら。気色悪い。そんなにあいつがいなくなるのが不満か。いらだちが募ったが、だからこそ彼の行く末など気にもかけなかった。どこでのたれ死のうと知ったことじゃない、と。

　ところがガングスタフは、ひょっこりゴフの前に現れた。

　ここでなければ、ただの偶然で片付けたことだろう。だが――

　悪い予感がした。

『なんでてめえがここにいる』

　するとガングスタフはこともなげに言った。

『俺おれのところにも来たんです。募兵特許状アカガミが』

　ゴフが絶句したのも無理はなかった。

　彼は海賊団にいるのがつらくなって船を下りたのではない。ただゴフと同じ命めいを受け、兵を集めていただけだったのだ。

　そして、さらにゴフを衝撃へと導くできごとが起こった。

　ガングスタフの背後から、いやにさえない風ふう貌ぼうの小男が歩み出て、挨あい拶さつをくれたのだ。

『ご無ぶ沙さ汰たしております船長。いえ、元船長』

　ゴフは今度こそ目を剥いた。なぜならその小男は、ガングスタフの後を追って船を下りた連中の一人だったからだ。

『我々は今後、薔薇輝石ロードナイト戦士団として活動することになります。共に肩を並べて戦えることは喜ばしいことです。ひとつよしなに願う次第です』

　平然と言い放つ小男を見ながら、ゴフは体中の血が煮え立つのを感じていた。

　どのツラ下げて肩を並べてだと？　いつから俺とてめえが同列になった？

　奴らはガングスタフのいない船を悲観して去ったのではなかった。むしろ逆――戦士団を結成する運びとなったガングスタフが、奴らを引き抜いたのだ。

　ドス黒い殺意がにわかにこみ上げた。

　――あいつらは俺の手下だ。てめえのモンじゃねェ。そうだろう？　何を勝手に横取りしてやがる、ガングスタフ……！

　自らの所有物を格下の人間に奪われた恨み。

　そしてもう一つ。自身も気づいていない最大の理由。それは――連中が自分ではなくガングスタフを選んだこと。

　なぜこのとき、ガングスタフに襲いかかって殺してしまわなかったのだろう。後悔した。おそらく宮殿の雰囲気に少しだけ呑のまれていたのだ。らしくもない。ただひたすらに苦々しい。

　腹の底にしたたり落ちる熱とともにゴフは誓った。

　このままでは終わらせない。

　次に相まみえることがあれば、必ずあのクソ野郎を、この手で――！



　そしていま。

　ついにその機会はやってきた。

　せいぜい苦しめ。苦しんで死んでゆけ。

「あっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃア――――」

　おかしくてたまらなかった。

　ゴフはいままさに勝利を手中に収めようとしていた。

　ところが。

　突然天から降ってきた何かが“〝ヴァリアリ”〟の体に打ち込まれた。

　ぱぁんっ！と水が弾ける音がして、その何かは“〝ヴァリアリ”〟の胴をタテ一直線に貫通してのけたのだ。

「なんだっ？」

　水は自在に形を変えられるので、“〝ヴァリアリ”〟に損傷はない。しかしゴフは目をかっと見開いた。

「あの野郎は……」

　ガングスタフが、いない。

　大魚の体内はもぬけの殻になっていた。

「チッ、どこだガングスタフ！」

　呼びかけに応こたえるかのように、“〝ヴァリアリ”〟の真下、水面上にむくりと起きあがる影が二つ。

「げほっ！　げほっ！　……いや、助かったぜ。マジに死ぬところだった」

　ガングスタフ。

「ところで俺おれァ、どうやって助かったんだ？」

　その脇わきにいるのは見たことのない若者だった。暗色の髪に小柄な背丈、いやガングスタフと並べばたいがいの奴は小さく見える。とすると背は並ぐらいか。

「エルザがおれを叩たたき落としたんです。ほんとに、とんでもないことしやがる」

「叩き落としたって……おお？　上からか？」

「おれが〈地の白〉じゃなきゃ絶対死んでます。あいつ、おれのこと石か何かとカンちがいしてるんだ」

「……まあ……そのおかげで俺ァ命拾いしたわけだが」

〈地の白〉。ゴフはその言葉を聞き逃さなかった。耳にしたことはある。金剛石アダマスのエレメントだ。

　――そいつを、ああ、なんだ？　空から放ほうり投げて俺の“〝ヴァリアリ”〟を貫いたってか。

　でたらめな戦法だった。

　だが、それよりも何よりもいらだたしいのはガングスタフがまだ生きているということだ。

　ゴフはペッと唾つばを吐き捨てた。

「なかよしこよしやってんじゃねェぞ……！」

　まだ終わってはいない。ヴァリアリを一いつ旦たんひかせ、そしてガングスタフに猛然とぶちかます。ガングスタフは吹っ飛びはしたものの、今度は自身のエレメントでしっかりと守っていたためほぼ無傷だった。

「クソが」

〈地の黒〉は文字通り鉄壁だ。守りに入られてはなかなか手が出ない。

「……い～いこと考えた」

　ゴフは攻撃の矛先を別の奴に向けた。近くにいた薔薇輝石ロードナイトの団員だ。火のエレメントならば怖くはない。巨大な水の塊をぶつければたいていは消える。

　怪魚がその男を呑のみ込み、男は空気を求めてもがき始めた。

「ほらァ！　どうするよガングスタフ！」

　予想どおりだった。ガングスタフはエレメントを解いて彼の救出に向かったのだ。

　――てめェは昔ッからそーいういけ好かねェ奴だったよなあっ！

　ゴフはにやりと笑って“〝ヴァリアリ”〟に何かを命じた。すると“〝ヴァリアリ”〟の巨大な尾ひれが、ちょうど近づいてきたガングスタフを横殴りにした。

　バシュッ！

　だが、吹き飛んだのはガングスタフではなく尾ひれだった。細かいしぶきが舞う中に見えたのはまたもやあの〈地の白〉の小僧。一度ならず二度までも……忌いま々いましい！

「――行くぞオークニー！」

「バカヤロウ！　黙って襲え！」

　唐突に近くで声が弾けて、ゴフはとっさに身を引いた。それが命を救った。一瞬前までゴフの体があった場所を、まっかに焼けた槍やりの穂先が貫いた。

「うおおッ！」

　思わず驚きの声が漏れた。

　女だ。銀髪に褐色の肌――少なくとも船にはいなかった。だが恐ろしく切れのいい突きだ。一目で相当な腕だとわかる。

　とん、とその女の背を蹴ける人影があった。槍を持ち、空くうに舞う――二連撃かッ！

「お久しぶりす、ゴフ船長」

　見覚えのない男。繰り出された槍、身をひねってよけ、

　ザシュッ――

「がああああああああああっ！」

　左肩に深く食い込む刃。

　攻撃はそれだけにとどまらなかった。突き刺された箇所からぼっと炎が吹き上がり、

「ぐああっ！」

「オレのエレメントはフレアみてーに弱かねーですよ？」

　炭化していく肩を押さえる。押さえた手が焦げてゆく。脳裏が真っ白に染まる――

「“〝ヴァリアリ”〟！」

　やっとのことで口にすると、瞬時に水の塊が出現してゴフを包んだ。

　おああっ、と飛び退のく男。同時に槍が肩から引き抜かれ、ゴフは苦鳴を漏らした。

「くおお……！」

　傷口を水で冷やす。かなり深い。

　飛び退のいた男は不満げな顔をしていた。短い髪、悪ガキめいた表情。細身だがしまった体だ。やはり見覚えがない。

「なんだあオレ憶おぼえられてねーのかあ。ま、いーや。船にいたときゃまだガキだったしなあ」

　こいつはどうでもいい。問題はガングスタフ、奴との間にちょこまかと邪魔が入ることだ。まったく忌いま々いましいことこの上ない。

「クソどもが……どこまでジャマしやがる！　怖おじ気けづいたか、ガングスタフ！」

　睨にらみつけると、ガングスタフは吐き捨てるように言った。

「あんた、カン違いしてやがるな。これは決闘じゃねえ。戦いくさだ。戦に一対一もクソもねえだろう」

　舐なめた物言いがゴフの逆げき鱗りんを直撃した。

「ガキがあっ！　いつから俺おれに説教垂れる身分になりやがったあっ！」

「――だ、団長！」

　手下の一人が泡を食って寄ってきて、

　その言葉に、ゴフはなぜか痛烈な違和感を覚えた。

「……団長、だと？」

「？　……おれ何か、ヘンなこと……？」

　ゴフは唾つばを飲み込んだ。

　そうか、これだ。これだったのだ。ずっと何かが足りないと感じていた。その正体にいま、ようやく思い至ったのだ。

「……船長だ」

「え？」

　腹の底から湧わき上がる何かがあった。忘れて久しい感覚。

　思えば戦士団となってからだ。あの生ぬるい日々が俺を腑ふ抜ぬけにした。爪つめを研ぐのも忘れ、牙きばが縮んだことにも気づかなかった。

　胸の中の帆はいつの間にこんなにしぼんでしまったのだろう。

　思い出せ。

　あの荒れ狂う海を。

　かたときも心休まらぬ航海を。

　尽きかけの食糧を巡って殺し合ったあのときを！

　港という港を荒らし回ったあの日々を！

「船長と呼べ……！」

　風を吹かせろ。強い風を。帆をいっぱいに張れ。

　俺は誰だれだ？

　そう。

「俺おれはァッ！　青珊瑚デルベネーノ海賊団船長、ゴフ＝ランドルフだッ！」

　みるみる湧わき上がってくる力。凶暴な感覚が戻ってくる。いいぞ。荒れろ。荒れ狂え！　もっと！　もっとだ！

　せり上がる高揚にただ身を任せる。脇わきにいた手下の頭をガシッと引っつかみ「ひッ」肩をもう一方の手で固定して「だ、団長なにをッ」ごきごきごきっ！

　ワインコルクをひん抜くように首をねじ切った。

　深く息を吐く。その血の温かさに安あん堵どを覚える。大丈夫だ。俺はまだあのときの荒々しさを忘れてはいない。

「五体ちぎってアジェントンの海にバラまいてやるよ、ガングスタフ」

　脳に刺さる激痛を奥歯で噛かみ潰つぶし、最強の一手を放つ。

「“〝荒人神レヴイアタン”〟」

　水がゴフの周囲にまとわりつき、全身を覆う。そのうち足が浮き、体を覆う水はますます膨れあがっていく。

　ぐんぐん水を吸い上げられた滝たき壺つぼは恐ろしい速さで水かさが減っていき、やがて底が見えるまでになり――ついには枯渇した。水のなくなった滝壺はいまや大きなくぼみでしかなかった。

「水辺で俺にかなうわきゃねェだろう……なあ？」

　膨れあがった水塊はゴフの巨大な手となり足となった。青く透き通る手足はまるで天を突く巨人のそれだった。

　水を全て吸い上げれば、味方である水のエレメント使いは武器を失って力を発揮できなくなる。だが、そんなことはお構いなしだった。高みから見下ろせば、眼下の人間のなんと小さく見えることだろう。足あし下もとで這はい回る小虫どもにゴフは勝ち誇った笑えみを見せた。

「ははっ、どこだガングスタフ！」

　水でできた右腕を振り下ろす。下にいた数人を下敷きにして、腕がまるで爆発するように砕け散ったが、なぁに構いやしない。この背へと無限に注がれる滝水さえあれば、小さくなった腕などすぐに元通りだ。もはや敵はない。

　ゴフは縦横無尽に手足を振るった。岩という岩がえぐれ、水辺の樹木は片っ端からヘシ折られていく。敵味方おかまいなしになぎ倒すものだから、もはや立っている人影より転がっている人影の方が多いという有様だった。

『嵐あらし』。

　それは海でのみ振るわれる神の暴力である。逆さか巻まく風、荒れ狂う波。人間の無力を嘲あざけり、巨大な船をいともたやすく海底に引きずり込む気まぐれの手。

　だが、それが陸で起こったとしたら？

　はからずも、エレメントの出現がそれを可能にしてしまった。海の魔物を陸にねじ込む暴挙――すなわちそれがゴフの奥の手“〝荒人神レヴイアタン”〟であった。

「…………」

　ゴフは周囲を睥へい睨げいした。

　吹き荒れる暴力の中、しかしガングスタフは生きているという確信があった。

　そのときだった。

　ゴフになぎ倒されずに残っていた茂みの中で、ざざ、と何かが揺れ動いた。

「団長！」

　その茂みに向かって飛んだ声。発したのは――こっちはよく見える――赤い胸当てをした男だった。

　すると突然、茂みの揺れが止まった。

「え……あ、んぐ！」

　男はにわかに青ざめて口を手で覆った。

「――――」

　馬ば鹿かが！

　ゴフはせせら笑った。何を仕掛けるつもりだったのかは知らないが、バレてしまっては元も子もない。どこにも足を引っ張るマヌケはいるものだ。

　ゴフは青の腕をぶうんと振って周辺の茂みごとガングスタフをむしり取り、そのまま後ろを向くや力まかせに岩壁に叩たたきつけた。あまりの衝撃に大地が弾はずむ。

　鉄の檻おりとて無敵ではない。衝撃を受ければへこみもするし破れもする。さあどこまで耐えられるか、と楽しみにそれを拾い上げて、ゴフは気づいた。

　これはガングスタフではない。

　鉄は白く輝きはしない。これは――囮おとり！

　傷一つない宝石の内側では、さっきガングスタフの命を救った小僧がゴフを見上げていた。

「あとは、団長」

　何を、

「――まかせろ」

　どん、という衝撃。

　左肩が断ち切られた音だと知るのは少しあとのこと。

　腕が落下していくのを呆ぼう然ぜんと眺めて、ゴフは振り返った。

「まさか、かわされるたぁ……」

　そこには熊くまのような巨体。身の丈ほどもある斧おのを抱えて……宙に浮いている？

「ガングスタフ……！」

「脳天一発で終しまいのつもりだった。だが、あんたぁ……腐っても船長だ」

　浮いている……すなわち奴には風のエレメント使いがついている。そしてどうやら自分は背後からの一撃を無意識のうちにかわしたようだった。

　命拾いをした。惜しむらくは……かわしきれていなかったことだ。

　肩に焼けるような熱を感じる。いや、これは痛みだ。血が、血が吹き出している。腕がねえ。なんだこりゃあ、どこにいった、俺おれの左腕はどこだ！

「ぎあああああああああああああああああ――――――――ッ！」

　なんだこれは。俺の声だ。俺の口がうるさく吼ほえてんだ。なんでだ。ああくそ。痛えじゃねェか。畜生痛くなってきやがった。腕一本やられてんだ、当たり前だ。ああ来るな、来るなよ、頭が真っ白になってきやがった。くそ痛えよ、痛えんだよ畜生！

　脳裏の灼やけつくような激痛の中、それでも宿敵を目まの当たりにした執念がゴフの体を動かした。水巨人の両手を高く掲げてがっしりと組み、眼前のガングスタフに向かって振り下ろした。だがそれが限界だった。それまでなんとか形を保っていた水巨人は不意にどろりと溶とけ、あっという間にただの水に戻った。

　膨大な量の水が直下の大地に降り注いだ。いくつもの水塊が叩たたきつけられ、からからに干上がっていた大きなくぼみはまたたく間に元の滝たき壺つぼに戻った。

　やんでいた滝の音が聞こえだした。

　――――。

「ぶはっ！」

　ゴフは水から体を起こした。運よく滝壺に落下したらしい。流れ出す血で周囲の水がほの赤く染まっていた。

　岸辺近くでぶはっと声がして、ガングスタフが水から顔を出した。

「ぐ、くそ……」

　立ち上がったはいいが少しふらついている。あの最後の一撃が届いていたのだ――そう気づいた瞬間、ゴフは痛みも何もかも忘れて腰の湾刀を抜いた。

　絶好の機会。

　いまこそ奴の首を斬きり飛ばすとき。

　水をかきわけてガングスタフの前へと向かう。

　奴のうしろの岸辺に、見覚えのある図ずう体たいを見つけたのはそのときだった。

　いらだった。何ぼさっと突っ立ってやがる。いるならせめてガングスタフの野郎を羽は交がい締じめにするぐらいの働きを見せろってんだ。

「おい、デカブツ！」

　呼びかけた。ガングスタフまであと数歩。せめて何かの役に立てばいい。



　　　＊＊＊



『好きにしな』

　そうカサンドラは言った。

『敵一人しとめられなかったんだ。どうせアタシはもう団長のそばにはいられないさ。だから、アンタもどこへなりと行っちまいな』

　だから、行くことにした。

　――どこへ？

　ビトーは走った。

　――自分の名を、呼んでくれる人たちのところへ！

　走って走って、山道を転びそうになりながら駆け下りて、行き着いた先は滝たき壺つぼの縁ふちだった。

　流れていく死体、えぐれた岩壁、そしていまなお鳴りやまぬ怒号。眼前の光景は戦士団どうしの激突の様相をまざまざとビトーの前にさらしていた。

　呆ぼう然ぜんとしていると、すぐ近くにエルザがいた。

　心臓が跳ね上がった。

「あっ」

　気づかれた。どうしよう、どうしよう。戦いのさなかだというのに、ビトーの頭は別のことでいっぱいだった。

「オレの……」

　こんなことを訊きいて、ヘンに思われないだろうか。もし断られたらどうしよう。また戦士団に戻ってデカブツ呼ばわりの日々？　いやだ！

　そうだ、あんな毎日はもういやだ。そうだろう。だから勇気を出せ、ビトー。

　声が震えた。

　心臓が口から飛び出しそうだった。

　なけなしの勇気を振り絞った。

「……お、オレの名を、呼んでくれるか」

　なんて場違いな問いなんだろう。でも、言った。言ってやった。もうムリだ。限界だ。逃げ出したい気持ちでいっぱいだ。でも、逃げたらなんのために言ったのかわからない。だから、がんばってエルザの顔を見た。

「……え？」

　ああ、ダメだ。不思議そうな顔してる。やっぱりこんなこと訊いちゃダメだったんだ。ごめんなさい、ごめんなさい、もうしないから。

　ビトーは踵きびすを返そうとした。ちょっと待って！とすぐに呼び止められなければ、そのまま走り出して放浪の旅に出ていってしまったかもしれない。

　背中を向けたまま、おそるおそる顔だけを振り向かせると、エルザはなぜか唇をとんがらせていた。

「呼んでくれるも何も、初めに訊いたじゃん」

「――え？」

「名前なに？って」

「あ、」

「教えてくれなかったの、そっちじゃん」

「あう」

「だからね」

　エルザはふっとやさしい顔になって言った。

「はやく、教えてよ」

「……っ」

　喉のどが詰まった。

　聞いてくれるのか。

　じゃあ、はやく。はやく教えなきゃ。「あ、お、オレ、」うまく喋しやべれない。「び、ビトー」

「ビビトー？」

「ちがう、ビトー」

「ビトー？」

「ビトー」

「ビトーだ！」

「そう、そう」

　ビトーはこくこくと何度も頷うなずいた。言いようのない喜びがこみ上げて、鼻の奥に刺さった。つんとする。痛い。うれしい。痛い。うれしいな。

　ねえビトー、力を貸してくれる？

　エルザは続けてそう言った。

　オレにできることなんてあるのかな、と言ったら、あるよたくさん！　なんて笑顔で返された。いままで想像さえしなかった量の『うれしい』がやってきて、もう少しで溺おぼれそうになった。でも、



    

  
    
      



    

  
    
      「団長を助けるの」

　そう言われたときには、さすがにとまどった。薔薇輝石そつちの団長を助けるということは、海王石こつちの団長を裏切るということだ。

「ビトー、〈天の赤〉でしょ？」

「う、うん。でも、この属性、役に立たないし……」

「そんなことない」

　エルザは首を振った。

「ビトーは素敵なものを持ってるよ」

　そして、天に向かって朗々と、歌うように唱える。



「『天父よ。

　　満天の守もり人びと、天父イルルフよ。

　　そのみむねにて広がる、天の虹にじの理ことわりをここに示せ。

　　我ら汝の両の手に乗るものなり。

　　右なるは〈藍あい〉』」



　その声は、ビトーがいままで聞いたどの声よりも心地よく聞こえた。

　寝物語の母の声。寄せては返す波の音。

　抗あらがいがたい誘いざないだったが、それでもビトーはまだ迷っていた。

　――どうすればいい？

　裏切るのか？　海王石ベリル戦士団を？

　未練などない。けれどなぜか振り切れない。自分では気づいていないが、それはまぎれもなくビトーのやさしさの部分だった。

　だが、唐突に響いただみ声が思考を遮った。

「おい！　デカブツッ！」

　それはゴフの声だった。

　いままで目に入らなかったのが不思議なぐらいに、ゴフ団長はすぐ目の前にいた。水に腰まで浸つかっていて、右手には湾刀、そして左手が――ない。左は手どころか肩からばっさりやられて跡形もなかった。噴き出した血がひっきりなしに水面を叩たたいている。

　一片の余裕もない様子で、ゴフはビトーに向かって言葉を吐いた。

「ウスノロが！　なにボヤボヤしてやがる！　使えねェんならせめてそいつにかじりついてやがれ！」

　ゴフとビトーの間には熊くまのように大きな男の姿があった。こちらもゴフ同様腰まで水に浸かっていて、ビトーに向けた背中は少しふらついていた。彼にかじりついたら、ゴフはどうするつもりなのだろう。

　デカブツ。

　ウスノロ。

　ゴフは湾刀を振りかざした。それでわかった。ゴフはこの人を自分ごとぶった切るつもりなのだと。

　――ああ。

　胸の中の天てん秤びんが、がくりと傾いた瞬間だった。

　この意志は、いまここに定まった。

　ビトーはゴフを見、そのあとエルザを見た。

　たしかな意志を、ビトーは続く言葉に込めた。



「『左なるは……〈赤〉』！」



　ビトーが出した答えに、エルザはにっこりと笑顔を返してくれた。

　そして。



「『熔け混ざれアマルガ』」



　　　＊＊＊



　電流が体中を走り抜けた。

「か、かっ――」

　いったい何が起こったのだ。

　いままさにガングスタフに飛びかからんとしていたゴフは、自分の意志とは無関係に身体からだがのけぞるのを感じた。

　体中が痙けい攣れんしている。

　背中が反そり返り、足はぴんと伸び、右手は湾刀を取り落とした。

　――動かねェ……！

　全身が痺しびれ、いまや指一本にいたるまで自由に動く箇所はない。

　ただ、その目だけが、岸に立つビトーと小娘の姿を映していた。

　二人の間で浮いている何か。あれは……。

　樹だ。

　高さはさほどなく、ビトーより少し低いぐらいだ。だが根が空中に張り出していて、まるで大地から引き抜いたあとそのまま空中で固まったかのようだった。紫色をした葉は風もないのにざわめき、葉擦れが起こるたびにあちこちで紫電を弾けさせている。

　エレメント。

〈天の紫〉――雷いかずち。

　ゴフは目を剥いた。

　――あの野郎、裏切りやがったのか！

　続けて、さっと視界が翳かげった。

　人影。

　彼らはこの機を逃さなかった。追撃の狼煙のろしはとうに上がっていた。ついにふらつきから立ち直ったガングスタフの体が、嘘うそのような身軽さで宙を舞っていた。

　ゴフは青ざめた。

　――動け。

　俺おれの身体からだよ、動け！

　動けない。守れない。逃げられない。

　迫る。

　降ってくる。

　ガングスタフが、右手の斧おのを振りかぶって、降ってくる――！

　かろうじて口が動いたときには、何もかもが手遅れだった。

「なぜだッ！」

　力の限り絶叫した。

「なぜ俺が敗まけるッッ！」

　それが、最さい期ごの言葉。

　首もとに衝撃が走った。

　世界がくるくると回転した。

　敵が見えた。味方が見えた。ビトーの顔が見えた。ガングスタフの背中が見えた。最後に左腕と首をなくした自分の身体が見えた。

　岸辺がみるみる近づいてきて、衝突。どん、どん、と耳元で二度音がして、空が見えた。ずいぶんと遠い空だった。

　なぜだ、なぜだ。

　あんなガキに。ガングスタフの野郎なんぞに。力は俺の方が間違いなく上だったはずだ。なのに。なのに。

　ひたすら問いを繰り返すゴフの顔を、覗のぞき込んだ人影があった。

「なぜ敗ける……ですか」

　それはガングスタフとともにゴフの下もとを去った男――エイディ＝クレアドの姿だった。逆しまに映った顔はいらだたしいほどに落ち着いていて、あいかわらず覇気の欠片かけらも感じられなかった。

　エイディはゆっくりと口を開いた。

「貴方がとうの昔に投げ捨てたものを、あの馬ば鹿かはずっと大事に背負って歩いてきました。雨の日も、風の日も、嵐あらしの日も、ずっと」

　ふむ、と顎あごに手をやる。

「おそらくはただ、それだけのこと」

　こともなげに頷うなずくエイディの顔が、闇やみに沈んで消えた。

　この世のすべてを暴力でねじ伏せようとした男の、それがたどり着いた末路だった。

　エイディの言葉を、最後までわからないままで。

　無理もない。

　彼の中で、彼と同じ地位を占めるものは他ほかにいなかったのだ。仲間などという言葉は彼の辞書にはなく、他人などというものはすべからく己に仕える下僕しもべでしかなかった。

　彼を敗北に追いやったのは、ガングスタフではない。

　ガングスタフを生かそうとした薔薇輝石ロードナイト戦士団。

　ゴフを生かそうとしなかった海王石ベリル戦士団。

　ガングスタフが長年月かけてはぐくんだ『絆きずな』の強さを、彼はついぞ知らぬままだった。
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　どうどうと流れ落ちる滝の音に混じって、大勢の歓呼の声が谺こだました。

　それは戦いの終わりを告げる声でもあった。

　ガングスタフが、海王石ベリル戦士団の団長ゴフを破ったのだ。

　ゴフがやられたとわかったとき、敵団員は、いっそすがすがしいほどあっさりと抵抗の意志を放ほうり出した。恐怖で縛りつけられた組織は、いったんその鎖が解かれるとあっという間にバラバラになってしまった。

　ようやく平穏が訪れて、ネイブは岸辺にぐったりと腰を下ろした。

　戦士団としての目的は果たしたのだから、あとはアジェントンでゆっくり休めるだろう。

　ぼんやりとあたりを見渡して、下から見上げる滝は迫力があっていいな、などと呑のん気きなことを考えていた。

　すると後ろから肩を叩たたかれた。振り向いてから、ネイブは「えーっと……」とこめかみに指を当てた。「……ビトー、だっけ」

　男はびく、と震えた。よく震える奴だ。

「え、なんでオレの名前を」

「さっきエルザが大きな声で呼んでただろう。そういや……エルザはどこだ？」

「そう、エルザのこと、だけど」

「どこか行ったのか？」

「うちの、あ、えと、ゴフ団長がやられたのを見届けたあと、すぐにあっちに飛んでいったんだ」

　ビトーが示したのは街の方角だった。

「飛んでいった……だって？」

「なんで、かな？」

　ネイブはうつむいて少し考えたあと、とあることに思い至って顔を曇らせた。

　ルドバの街。商人。雄叫おたけびを上げてかかっていったエルザ。背中の焼き印。

『旦だん那な様』『エルザ、私わたくしの元に戻ってきてくれるね？』

「――――」

　さっきのカサンドラとの会話。

『そういやアンタ、アマルフィの召使いだったんだってねえ』『戻るよ。戻るって決めてるの。戻って、それで……』

　またたく間に考えが組み上がっていく。まさか。だがおそらく間違いはない。エルザの向かう先は、きっと。

「……なあ」

　顔を上げて、ビトーに問う。

「アマルフィって奴はどこにいる？」
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　懐かしいだなんて思うわけがない。

　二ふた月つき前に去ったばかりのここは何も変わってはいなかった。

　広い庭園のあちこちに植え込みがあり、季節の花々が咲き乱れている。その様子を見れば、エルザが逃げ出したあとに入った誰だれかはどうやらエルザより剪せん定ていがうまいらしいと知れる。見上げるばかりの樹木がところどころで緑を生い茂らせていて、これまた緑に覆われた大地に広い影を落としている。

　アマルフィの屋敷はレンガと漆しつ喰くいを組み合わせた二階建ての館だった。表から入るとまず壁に掛かった額縁が目に入る。掃除のときに落として食事を二日抜かれたことを思い出す。何度も往復した廊下を横切り、何度も掃除した階段を上る。真しん鍮ちゆうの手すりはいつでも顔が映るほどきれいに磨いていなければならなかった。

　階段を上りきり、習慣で左に曲がりそうになる自分を忌いま々いましく思う。アマルフィが仕事をしているのは右奥の部屋だ。扉の前に立ち、深呼吸。ようやくだ。

　ゆっくりと扉を開けると、やはりアマルフィはそこにいた。紙の山にうずもれていつものように仕事をしている。エルザが部屋に足を踏み入れるとアマルフィはすぐに気づいた。

「おやおや……」

　豚のように肥えた身体からだを揺らして立ち上がると、机から紙の束がいくつか滑り落ちた。

「どこのぶしつけな客かと思えば……エルザではないかね」

　にんまりと笑えみを浮かべるその顔は、今も昔も変わらない醜悪さだ。エルザは六年間もずっとあの笑顔にかしずいて生きてきた。力ずくで親元から引きはなされたことも知らず、そのせいで父が殺されたことも知らず。

　あのときはひざまずくしかなかった。外に出ればのたれ死にするのがわかっていたから、どんなに嫌な命令でも聞くしかなかった。『はい旦だん那な様』『はい旦那様』『はい旦那様』

「みずから帰ってきてくれるとはうれしいよ。やはり私わたくしの元がいいのだね」

　でも、もうそんなことをしなくてもいいのだ。あの豚を旦那様と呼ぶのはもう終わり。

　エルザは先ほど拾っておいた湾刀を腰から抜いた。

「何をしようというんだい。そんなことをしても無駄なのはわかっているだろう？　お前は賢い子だからね、エルザ」

　長い二ふた月つきだった。

　復ふく讐しゆうを遂げるためにはまず護衛をなんとかしなければならなかった。エレメントが孵ふ化かしてどうにか逃げおおせたからよかったものの、それだけでは何も始まらない。あいつらを追い払う武器が要いる。

　アマルフィと海王石ベリル戦士団との会談の場に立ち会えたのは幸いだった。団長ゴフは薔薇輝石ロードナイト戦士団の団長ガングスタフに恨みを持っているようだった。そのうち戦いを仕掛けるという話をエルザは聞き逃さなかった。

　だから、

『薔薇輝石ロードナイト戦士団に入ろう』

　そう思った。

　あちらの戦士団に入団すれば、いつかは海王石ベリル戦士団とかち合うだろう。それで海王石ベリル戦士団を破ることができれば、アマルフィを守るものはもうなくなる。

　気の長い計画だと思った。けれども結果として思惑は当たった。

　エルザは予定通り薔薇輝石ロードナイト戦士団に入団し、海王石ベリル戦士団は予定通り反乱を起こし、二つの戦士団は相まみえることとなった。

　結果はごらんの通りだ。薔薇輝石戦士団エルザの矛は海王石戦士団アマルフイの盾をみごとに貫いた。

　もはや障害は取り払われたのだ。

　いまこそ、復讐のとき。

「おやおや、ずいぶんと怖い目をするじゃないかね。これはもう一度しつけをやり直さねばならないようだ」

　そう言って、アマルフィはぱんぱんと手を叩たたいた。

「…………」

　何も起こらない。

　そこに至ってようやく、アマルフィは異変に気づいたようだった。

「護衛は……」

「もういない」

「？　何を――」

「海王石ベリル戦士団は潰つぶれたの」

「っ！」

　アマルフィの顔色が変わった。

「そのことを護衛の人に言ったら、すぐどっか行っちゃったんだ」

「馬ば鹿かな……」

　潮の引くように、アマルフィの顔から余裕が引いていった。

「海王石ベリル戦士団には地の利がある。よそ者に敗北するなど……ありうるものか」

「でも、本当」

「信じるものか……！」

　アマルフィはぎこちなく首を振った。信じるものかと言いつつ信じかけている顔。必死にかぶり続ける平静の仮面はあと一突きで崩れようとしていた。

「そう。じゃあ――」

　エルザは湾刀を構え、たった一押し。

「――信じなくてもいいよ」

　トドメの一言だった。仮面はあっさりと吹き飛び、アマルフィの顔はたちどころに恐怖に歪ゆがんだ。見み物ものだった。

「わ、私わたくしを、どうするつもりだ……！」

　がたん、と椅い子すを倒して後ずさる。

「わかってるんでしょう？　あなたは賢い人だから」

「ひ……」

　先ほど自分の言った言葉をそのまま返されて、アマルフィはよけい恐怖にかられたようだった。

　いまや攻守は完全に逆転していた。

「く、くるな、来るなあっ！」

　手近にあったものを投げつけるアマルフィ。難なくよけるエルザ。窓が音を立てて割れる。

　アマルフィは荒い息をついて壁に張りつき――まだどうにかなると思っているのか――エルザを見て、媚こびた笑えみを浮かべた。

「何がいいのだ？　金か？　そうだ妻にしてやろう！　私の妻ともなればたいがいの店は言うことを聞くぞ！　金も思いのままだ！　どうだ？　なあ」

　ヒュッ。

「ひあ、」

　頬ほおが切れ、血が伝う。

「あああっ！」

　棚に山と積まれた書類を跳ね飛ばして、アマルフィは逃げまどった。文字通り廊下に転がり出、のたのたと階段を下ってゆく。

　必死に遠ざかろうとするあわれな背中を見て、エルザは過去に思いをはせた。

　――パパ……。

　パパはどうやって殺されたの？

　父は物売りだった。街をねり歩いてひたすら焼き菓子を売り続ける地味な商売だ。一日が終わると売れ残ったものを家に持って帰ってきてくれる。それがエルザのいつもの楽しみだった。

　誰だれかに恨まれる人ではなかった。誰かを恨む人でもなかった。善良を絵に描いたような人だった。なのに。

　アマルフィは開け放たれたままの大扉から外に出た。広い庭を横切って表門へと向かう。この期ごに及んでまだ逃げ切れると思っているのだろうか。

「“〝マール”〟」

　エレメント亡き父の名を呼び、風でアマルフィの足をすくう。

「あぅあっ」

　ぶざまに転倒する。

　エルザはその背中に近づいた。

「ああっ、うああっ」

　アマルフィは手をついてこちらを振り返った。恐怖に凝こごった顔は鼻血にまみれていた。

　追いつめられた顔を見て、うれしいかと問われれば、首を横に振る。楽しいかと問われても同じだろう。じゃあなんのためにやっているのかそんなもの、わからない。エルザの胸にはただ、しんみりとした充足感だけがあった。

　長かった。

　ようやく。

　ようやくやってきたのだ。

　待ちこがれたこのとき。

　エルザは湾刀を逆手に持ち替えた。

　蒼白になるアマルフィ。

　ゆっくりと振り上げた右手に左手を添え、強く握りしめる。狙ねらうはその背中。外さない。

「まて、」

　待たない。

「さよなら」

　この復ふく讐しゆう劇に、ようやく幕が下りる。

　高く掲げた刃を、ひと思いに振り下ろした。



　がきん――



「え？」

　何が起こったのかわからなかった。

　折れ飛んだ刃がくるくると舞って、大地に刺さったのが見えた。

「――――」

　エルザは呆ぼう然ぜんと、握った湾刀の先を見つめた。

　折れていた。

　刃はアマルフィには届いていなかった。

　エルザの殺意を阻はばんだもの、それは――

「エルザ」

　不意に声がして、エルザは身体からだを強こわ張ばらせた。

「……なんで」

　顔を上げて、声の主を睨にらむ。

「なんで邪魔するの、ネイブ」

　いつ現れたのだろう。そこにはネイブが立っていた。アマルフィとエルザをへだてているものはまごうことなき〈地の白〉のエレメント、金剛石アダマスの盾だ。

「こいつっ、をっ」

　折れた湾刀をまた振り下ろした。刀身が完全に壊れた。盾は傷一つつかなかった。狂おしい衝動が噴き上がり、胸の中で暴れ狂った。

「こいつを！」

　柄つかだけになったものをアマルフィに投げつけた。盾はそしらぬ様子でそれを跳ね返した。

　頭がおかしくなりそうだった。耐えて耐えて、耐えて耐えて耐えて、ずっと耐え忍んできたのは、まさにいまこのときのため。なのに――

「殺させてよ！　こいつをさあ！」

　なのに、こんな薄い壁一枚が、願いを通さない。

　なぜアマルフィはまだ生きている？　こんな男、とっくに死んでいなければならないのに。生きててほしい人が死んで、死んでほしい奴が生きている。そんなことがあっていいはずがないのに。許せない。許せない。

「そのブローチ、たしか、マプ貝、だったよな」

　エルザの胸元を指して、ネイブは突然そんなことを言った。

　――ふざけないで。

　こっちの気持ちなんて知りもしないくせに。なんで邪魔をするの。なんでブローチの話なんてしてるの。

「この盾、どかしてよっ」

「それ、誰だれからもらったんだ？」

「……っ」

　気が遠のきそうになった。怒りのあまり声も出ない。握りしめた拳こぶしがただぶるぶると震えた。

「なにをっ……」

「なあ、誰だ？」

「うるさいッ！」

「答えろ」

「っ……！」

　思わずひるんだ。いつもとはちがう、強い声こわ音ね。相対したネイブの目は真剣そのものだった。

「……パパだよッ！　それがどうかしたっていうのっ？」

「そうか……」

　言ったきり、ネイブはしばらく黙りこくった。いったいなんだというのだろう。

「そんなことより、コレ消してよッ！」

　だん、と握った拳こぶしを叩たたきつけた。中でアマルフィが怯おびえるのがわかった。悔しい。こんなに近くに仇かたきがいるのに。さっきまでこいつの命はこの手に握られていたのに。

「マプ貝の持つ意味を知ってるか」

「そんなの……」

「ブルーノが言ってた。マプ貝を模したものを人に贈るときには意味があるんだって」

　ぴく、と手が止まった。

　父の形見。それに込められた意味。

「――――」

　顔を上げた。

　考えたこともなかった。本当なのだろうか。本当だとすれば、父はこのブローチにいったい何を託したのだろう。灼しやく熱ねつしていた頭が少しだけ冷えた。

　こちらが落ち着いたのを見届けて、ネイブはおもむろに口を開いた。

「マプ貝の名前はもともとマプの木からついたんだ。葉の形と貝の形が似てるっていってな。これは知ってるよな？」

　頷うなずく。

「さらに、マプの葉はよく手のひらにたとえられるだろう。だから昔の人はこう考えたんだ。マプ貝は、ちょうど二つの手のひらを合わせたような形に見えるなって。こんなふうに……」

　自らの両手を胸の前でぴったりと重ね合わせる。

「それで、そうやって人と手を重ねるっていうところから、“〝変わらぬ絆きずな”〟とか“〝和解”〟、“〝赦ゆるし”〟……なんていう意味をひねり出したらしいんだ」

「…………」

　エルザは胸元のブローチに目を落として、しばしその答えを反はん芻すうした。

“〝変わらぬ絆”〟。

“〝和解”〟。

“〝赦し”〟。

「っ！　ちょ、ちょっとまって――」

「あんたたちの間に何があったのかは聞かない。けれど……あんたの父さんはいったい何を思ってあんたにそいつを託したんだろうな？」

　――和解？

　――赦ゆるし？

　ぞっとした。

　何を？　誰だれを？　まさか――

「この男をっ？」

　エルザは驚きよう愕がくと恐れの入り混じった目でアマルフィを見下ろした。

「こいつを赦すだなんて、そんな、そんなわけ……！」

「ないと言い切れるか」

「ないよ！　ないに決まってる！」

　エルザはちぎれそうなほど首を左右に振った。意味などないと信じたかった。けれど心の動きとは裏腹に、脳裏にはアマルフィに引き取られた日の記憶がまざまざと蘇よみがえっていた。



　突然家に押し入ってきた男たち。わけのわからない紙切れを突きつけて、いきなりエルザを引き取ると言い出した。説明を聞いて青ざめる父。『そんな馬ば鹿かな話があるか！』止めようと食ってかかった父はあっけなく突き飛ばされて床に転がった。

　むりやり連れ出されて外に出たエルザを待っていたのは、家の前に横づけにされた馬車だった。何もわからず震えるエルザを、彼らは強引に馬車の中に押し込めた。

　御者はすぐ馬にムチを入れた。

　馬が走り出したそのとき、家から転がり出てきた父が馬車にすがりつき、窓から手を伸ばしてエルザの手に何かをねじ込んだ。

『これを、』

　それがこのブローチだった。

　ムチの音。馬はいっそう足を速める。横に沿って、父も走った。

『わたしは、おまえをきっと連れ戻す。そのために全力をつくすよ。信じていてくれ』

　唾つばを飲み込んで父は続けた。

『でも、もしかしたら、おまえを連れ戻せないことがあるかもしれない。願い叶かなわないことがあるかもしれない。そしたら、そのときは――』



　続けて父が言った言葉を、エルザはいまでもはっきりと思い出せる。

　幼かった当時は意味がわからなかったけれど、いまはわかる。父はエルザの望みとは逆のことを言ったのだ。

　――嫌。いくらパパのお願いでも、それは聞けないよ。だってこいつは――

「赦せっていうのっ？　こいつを？　パパを殺したこいつをっ？」

　ネイブは答えなかった。それはお前の選択だとでもいうように、じっとこちらを見つめていた。

　エルザは強く首を振った。納得なんてできるわけがない。

「じゃあ、あたしはなんのために戦士団に入ったの？　なんのためにここに戻ってきたの？　ここまできて、あたしのやろうとしたことは全部ムダになるの？　全部なかったことにするの？　ねえ！」

「…………」

「ねえ、答えてよ！」

　返事はない。

　身をかがめて叫んだあと、顔を上げる。

「ネイブ……」

　彼は答えない。

「答えてよ、誰だれか……」

　エルザはうろうろと視線をさまよわせたあと、救いを求めるように天を振り仰いだ。

「パパ……！」

　胸のブローチを両手で握りしめる。

　やさしかったパパ。

　お人ひと好よしのパパ。

　あの日、彼はこう続けたのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      『――そのときは、難しいかもしれないけれど、どうか、あの人を恨まないでいておやり』

　そう。お人ひと好よしのマールはこんなことを言ったのだ。そして、

『それから……よく聞くんだよ、エルザ。

　この先、ひょっとしたらつらいことがあるかもしれない。悲しいことがあるかもしれない。けれどそんなときは、がんばって笑うんだ。すると、そのうち外からひょっこり笑顔がやってくる。一つ、二つ、三つ――じきに周りが笑顔でいっぱいになる。いつの間にかつらいことは消えて、楽しいことばかりになるんだ。だから、ずっと笑っているんだよ。そうすれば、エルザ、おまえはきっと幸せになれる。笑って笑って、幸せになっておくれ。それがわたしの、何よりの願いだよ――』



「…………っ」

　――パパの、ばか。

　歯を食いしばった。

　目を強くつむった。

　首を何度も何度も振った。嫌、嫌。こいつだけは赦ゆるせない。赦したくないよ。

　血のにじむほど拳こぶしを握りしめた。

　だけど。

　だけど、パパの最後のお願いは。



　　　＊＊＊



　顔を上げずに去っていくエルザの背を、ネイブは横目で見送った。

「…………」

　――よく我慢した。

　口に出さずにそう思って、足あし下もとに視線を落とす。

　そこには豚のように肥えた男が潰つぶれたカエルのような格好で怯おびえていた。額を地にすりつけ、頭を両腕でかばってぶるぶると震えている。なんともみじめなものだ。ゆったりとした衣は土にまみれて、上等の生地が台無しだった。

　金剛石アダマスの盾を解く。

「おい」

「ひっ」

「顔を上げろ」

　アマルフィは短く呻うめいたあと、鼻水だか鼻血だかでぐしゃぐしゃになった顔を上げた。

「え、エルザは……」

　せわしなく目を動かして、周囲の様子を探る。ネイブはしゃがみ込んで顔を近づけ、ぼそりと言った。

「エルザはあんたを殺さなかった」

「ひ」

「あんた、あいつにひどいことをしたんだろう」

「っ……」

　呟つぶやくたびにアマルフィの身体からだがびくりと反応する。

「おれはあんたを殺さない。エルザが耐えた以上、他ほかの奴が手を下すのはおかしいからな」

　そう言うと、強こわ張ばりきっていたアマルフィの顔がたちどころにゆるんだ。いかにも安心したというような、見る者をいらだたせる表情だった。

　――そうはいくか。

「けれど」

　見る間に氷結するアマルフィ。

　ネイブはゆっくりと言葉を紡いだ。

「あれだけあいつを傷つけて、まだ大きな顔をしてのうのうと生きてる奴がいるなんて……なあ？」

　エルザとはしょせん他人だ。他人のもめ事に首を突っ込もうだなんていうのは、もしかしたらおこがましいことなのかもしれない。

　ただ。

　ネイブは自覚していた。

　エルザの願いを潰ついえさせたのは、他でもないこの自分であることを。

　エルザはマプ貝に込められた意味を知らなかった。父がブローチに託した遺言を知らなかった。知らないままであれば、エルザはきっと予定通りの復ふく讐しゆうを遂げていたのだろう。

　けれど、結果は変わってしまった。

　血のにじむような逡しゆん巡じゆんののち、エルザは父の願いをくみ取って復讐を諦あきらめた。アマルフィに向けた華きや奢しやな背中からはこらえきれない無念があふれ出していた。

　自らねじ曲げた結末に見て見ぬふりをできるほどネイブは傲ごう岸がんではなかった。これからアマルフィはどうなるのだろう。何食わぬ顔をして元の暮らしに戻るのだろうか。また平気で人を踏みつけて、笑いながら生きていくのだろうか。他の誰だれかを泣かせて、それでも心など痛まぬまま、これからも、ずっと。

　もしそうなら、そんなことは――

「そんなことは――あっちゃいけないだろう」

　胸には一つの決断だけがあった。

　罪への罰？　神フアレスに代わっておれが裁きを？　はん、そんなカッコイイもんじゃない。これはおれの、ただのワガママだ。

「おれはエルザの願いを潰つぶした。だからせめて代わりに何かをしてやらなきゃ気が済まない。なああんた、俺おれは何をしたらいいと思う？」

「なに、を」

　ネイブはすっくと立ち上がり、おののきの目で見上げるアマルフィに向かって言ってやった。

「なんでも、紙ってのはひどく軽いんだってな」

「……な、何をする気……」

　構わず、ネイブは屋敷に上がり込んだ。外から見たとき、二階端の部屋の窓が割れていた。あれはきっとエルザが暴れた跡だろう。そう目星をつけて目的の部屋に行くと、案あんの定じようどっさりと書類が積まれていた。

「…………」

　どれでもよかった。

　ネイブはそのへんにある紙束を持てるだけ持って窓に歩み寄り、割れて半ば枠だけになった窓を蹴け破やぶると、紙束を一つかみ――思いっきり窓の外にばらまいた。

　すると申し合わせたかのように一陣の風が吹いて、紙の群れをさらっていった。ひらひらとカモメみたいに舞って、ずいぶん気持ちよさそうに飛んでいく。

「やめろ！　やめてくれええ！」

　ようやくたどり着いたアマルフィが背後からつかみかかってくる気配がした。

「――――」

　金剛石アダマスの盾を背後に展開。

　がん、とぶつかる音がした。そうだ。後ろの事情なんて知ったこっちゃない。続けて紙束を窓から放ほうり投げる。なかなか爽そう快かいだ。二度、三度、まだまだ続く。強く吹き出した風がアマルフィの虎とらの子を次々と空の彼方かなたに持ち去っていく。これだけ散らばってしまえば回収はまず不可能だ。

「待って、待ってくれ、これだ、あの娘の養子縁組の証文だ、これでどうか……！」

　つと振り向くと、アマルフィが必死の形ぎよう相そうをして、一枚の紙を突き出していた。

「…………」

　一瞬だけ盾を解いてすばやく紙をひったくる。中身を見もせずに破って窓から撒まく。はらはらと散っていく紙片を眺めながら、

「――おれはさ、字が読めないんだ」

「へ……？」

　ネイブは振り返り、顔を寄せて言ってやる。

「だから、あんたにニセモノの紙を渡されても、おれはわからないってわけだ」

「なに、を」

「おれは、あんたの言葉を簡単に信じるわけにはいかないってことさ」

　ネイブは知るよしもなかったが、それはまさにアマルフィ自身がエルザの父親に使った手口だった。租税の証文だと偽って養子縁組の証文に署名をさせたそのツケが巡り巡って、ついに今――彼を襲ったのだ。

「ここかな？　本当の証文は」

　バサバサッ。

「やややめっ、やめろっ」

「それともこっちか？」

　バサバサバサッ。

「うぐあああああああっ」

　飛んでいけ飛んでいけ。

　こんなもの。

　全部全部、どこかに飛んでいってしまえ。

　ネイブはひたすらバラ撒まき続けた。

　部屋がすっかり空っぽになるまで、バラ撒き続けた。



    

  
    
      


終章





　海王石ベリル戦士団を討ち果たした薔薇輝石ロードナイト戦士団は、しばしアジェントンにて休息を得ることを許された。



　突然の呼び出しを受け、ネイブが訪れたのはフレアのいる宿だった。

　そこで知らされた内容は思いもよらぬものだった。

「お前に退団を申し渡す」

　開口一番フレアは言った。

　突然の宣告にとまどうネイブに、フレアは続けてこう述べた。

「海王石ベリル戦士団との衝突の折、お前は戦いのさなかにもかかわらず、隊を離れて独断で行動をした」

　勝手に離脱してエルザのあとを追いかけたことを言っているのだろう。しかしあれは戦いが終わったあとだったはずなのに。そこまでとがめられるほどのことだろうか。

「わたしは待機を命じたはずだな？」

　そんな命令など受けていない。いわれのない文句に反論しようとしたネイブはしかし、フレアの目に何か含みのようなものを感じてとっさに口をつぐんだ。

「隊長であるわたしの指示なしに動くお前は危険だとわたしは判断した。これ以上お前を団に置いておくことは団の規律を乱し、士気を下げ、ひいては団全体を危険に陥れることになりかねない。よって、わたしの一存により、お前を戦士団から追放することにした」

　聞いてみればずいぶんな理屈だった。これではネイブを強引に戦士団から追い出そうとしているようにしか考えられ……。

「あ……」

「なんだ？　反論は聞かんぞ」

「……いえ」

　ネイブは首を振った。

　わかったのだ。フレアの言葉には裏があった。

　フレアはネイブが団を抜けたがっていることを知っていた。そもそもネイブの目的は〈天の黒〉にやられた故く郷にの仲間を元に戻すこと。戦士団に入ったのもその手がかりを得るために他ほかならない。

　だが、フレアの立場としてはやめたいからといって簡単にやめさせるわけにはいかないのだ。そうホイホイと出入りされては他の者に示しがつかない。理屈はネイブにもわかった。

　一度はネイブの懇願を退けたものの、フレアはどこかで考えていてくれたのだろう。自主的に退団というわけにはいかない。ならば別の方法を――それがいまの強引な申し渡しだったのだ。むりやり理由を見つけて追放する。そうすれば隊長としての面目も保ちつつ、ネイブの願いを叶かなえることができる。

「……ありがとうございます」

　なんだかんだと言いつつ面倒見のいいところは故く郷ににいたときから変わっていない。ワガママばかりの弟子にかけてくれる愛情がいまは素直にうれしかった。

「クビ命令に礼を言う奴がいるか。アホ」

　フレアは憮ぶ然ぜんとして言った。

「胸当てはちゃんと置いていけ。悪用されたらかなわん。しっかり磨いて返せ」

「わかってます」

「……何を笑ってるんだ。気色悪い」

　フレアは顔をしかめた。

「じゃあ……」

　踵きびすを返すネイブ。この扉を出れば、晴れて自由の身だ。うれしい反面名な残ごり惜しくもあり、少し足の動きが鈍った。

　扉の前に立ち、もう一度振り返る。最後に一言、

「隊長……」

　いや。

　ちがうな。

　もう団員ではなくなったのだから、どう呼ぼうと勝手だろう。だから、こう言った。

「ありがとう、師匠」

　案あんの定じよう、フレアはふんと鼻を鳴らした。

「さっさと行け。手のかかる弟子を持つと苦労する」

　扉を開けて、外に出る。しばしの別れどころか次会えるかどうかも怪しいというのに、なんとも素っ気ないものだ。

　肩をすくめ、扉を後ろ手に閉めようとして、



「達者でな」



　やさしい声がした。

「……っ」

　少し、泣きそうになった。



　　　＊＊＊



　エイディは面白くなかった。

　プリフェスタと通じたかどでいったん引っ捕らえられた、このドナテロという男。その罰として、団長の命令通り今回は戦いの最前線に送り込まれていたのだが……。

　二番隊“〝緋ひの槍やり”〟の先頭といえば人死にが多いことで有名である。その入れ替わりの早さを『まるで垢あかのようだ』と揶や揄ゆされるというから、いかにそこが危険な場所かがわかろうというものだ。

　ところが――そんなところに放ほうり込まれて、この裏切り者はなんと見事に生き残ってしまった。よほどの悪運である。まあこのこと自体もエイディにとっては十分に面白くなかったが、彼がへそを曲げている本当の原因は別のところにあった。

　とある宿の一室。

　エイディの前には、顔を強こわ張ばらせて立つドナテロと、にやにや笑いながら椅い子すに腰掛けている団長ガングスタフの二人がいた。

「団長、お、俺おれ……」

　ドナテロはつつけば倒れそうなほど緊張して、

「俺、い、生き残っちまいました。す、す、すんませんっ」

　泣きそうな顔でそう言うと、ぎくしゃくと頭を下げた。

　まあそうだろうとエイディは思った。おめおめ生き残ったとて、どの面つらを下げて皆に会えばいいというのか。いっそのこと死んでいた方がいくらか気がラクだったかもしれない。

　だが、下げられた頭を見て、ガングスタフは首をひねる仕し種ぐさをした。

「すんません？　あぁ、何言ってやがんだか」

　呆あきれたように言って、ガングスタフはドナテロの頭に手を置き、その赤い髪をくしゃくしゃとかき回した。

「あっ、えっ、だ、団長？」

　困惑気味のドナテロ。それもそのはず、彼は裏切りへの罰として戦地に赴いたのだ。生き残ったことで舌打ちこそされ頭を撫なでられるいわれはない。

　だが、ガングスタフはあろうことか、にっかりと笑ってこう言ったのだった。

「無事帰ってきてくれて嬉うれしいぜ、ドナテロ」

「……え？」

　コレだ。

　予想していたこととはいえ、エイディは溜ため息いきが出るのを抑えられなかった。……正直頭が痛い。

　裏切り者は死んで当然。帰ってきてくれて嬉しいなどと、この自分なら拷問されても言いはしない。

　さらにガングスタフは呆れた一言を口にした。

「これからも、俺おれらのために戦ってくれるか？」

　ドナテロは何が起こったのかわからないという顔をしていた。それはエイディも同じ気持ちで、いやむしろわかりたくないという方が正確かもしれなかった。

　しばらくしてようやくガングスタフの言葉の意味を呑のみ込んだドナテロは、露骨にうろたえる仕種を見せた。

「団長……」

「ん？」

「い、いいんですか？　俺、オレ……！」

「俺は返事を聞いてるんだぜ？」

「……っ」

　とたんにドナテロはがくりと膝ひざをつき、その場にうずくまった。

「すんませんでした！　すんませんでした団長！　俺、俺、信じてもらえないかもしれないけど、もう絶対ネズミなんてやらねえ！　すんませんでした！」

　おいおい頭あげろ、立て立て、とガングスタフは言ったが、ドナテロはさっぱり聞いてはおらず――いつまでもそのままの姿勢で、すんませんすんませんと詫わび続けた。

　そして当のガングスタフはといえば、自分の頭にぺたんと手をのせ、腹立たしいことにエイディをちらと見て、

「まいったなあ。返事聞いてんだけどなあ……」

　ちっともまいってなさそうな顔で、いひひと笑ったのだった。
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　大きな体をせいいっぱい縮めて、ビトーは彼女の行くあとを追いかけていく。

　待ってほしい。少しだけ、待ってほしい。

　やっとこさ追いついて、ようやく声をかけようとすると、とたんくるっと角を曲ってしまう。その都度露天商に客とまちがえられて引き留められるから、また距離が離れてしまう。……という繰り返しで、さっきからどうにも追いつけずじまいだった。

　でも、諦あきらめない。

　追いついたら、訊ききたいことがあるのだ。

『オレは、あんたたちについて行ってもいいか？』

　海王石ベリル戦士団がなくなって、ビトーは路頭に迷うことになってしまった。戦士団にいたつらい日々を思い出すと、自分のしたことに未練や後悔はないけれど、じゃあこれから何をするのか、と自問してみると、さっぱりわからなかった。ただ、戦士団がなくなったことで、今まで頭を押さえつけられてきた街の人々が、ここぞとばかりに元戦士団員を寄り合いの輪から締め出している。ここに住み続けるならば、ビトーもしばらくは肩身を狭くして暮らさねばならない。

　さあ、どうしようか。

　そのときに思い浮かんだのが、エルザの顔だった。

　ビトー、と。

　名を呼んでくれたあの娘。

　温かくて、嬉うれしかった。

　だから、あの娘についていけば、もっと温かくて嬉しい気持ちを感じさせてくれるんじゃないか。ただ単純にそう思って、ビトーはエルザの姿を探した。

　それで街中を歩き回って、ようやく見つけたのだ。

　が。

　これがなかなか。

　追いつかない。追いつけない。

　その小さな背中を追っていると、エルザはどんどん街はずれの方に歩いていき、ついに脇わきの原っぱに足を踏み入れた。細い小川が一本この道を横切るように流れていて、その流れに合わせて水車小屋の水車がゆったりと回っている。遠くにはアジェントンの山々が鮮やかな緑に覆われてどっしりと鎮座していた。

　そこでエルザはおもむろに立ち止まる。

　ようやく巡ってきた機会だった。さっそく声をかけようとして、

「しっ、ジャマしちゃダメですよ」

　びくっ。

　なんだ。今のは。

　背後から、声が。

　背筋をめいっぱい力ませて、ギギギギ、と錆さびたドアみたいにぎこちなく後ろを振り返る。

　そこには……。

「……えっと」

　見覚えがある。いや顔はよく憶おぼえていないのだが、その頭に載っけた見事な細工の木彫り王冠が強く印象に残っていた。そうたしか、初めてエルザに出会ったその日、アマルフィのいいなりになってしまったエルザをうまくさらっていった人物だ。ということは、彼女の知り合いだろうか。

　彼はブルーノと名乗った。

「それで、なぜ彼女の後を？」

　つけ回していたわけではない。ただこれこれこういう事情があって、ついて行きたいと思ったのだ。どうか誤解のなきよう。……という旨を必死に説明すると、ブルーノはなるほど、と頷うなずいた。

「彼はロスブリュックに行くそうですよ。あそこに行くなら、僕もしばらく同道させてもらいたいと思っているところなんですが……さて、それで彼女は……と」

「えと……彼って？」

「あれ？　いますよあそこにほら。彼女の目の前。寝そべってます。見えにくいかな。じゃ、こっそり覗のぞいてみましょうか――」
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　空が高い。



　ちぎれ雲が一つ二つ、離れたところにもう一つ。それだけだ。あとはびっくりするほどなんにもない。ほんとうに真っ青な空だった。

　小川のせせらぎ。水車がゆるやかに回る音。耳慣れた音のはずなのに、大きな戦いを経験したあとではまるでちがう。

「あぁ」

　溜ため息いきが漏れた。たまにはこうやってぼうっとするのもいい。

　川べりに一人寝ころんで、ネイブはそんなことを思った。

　海王石ベリル戦士団とぶつかったのがつい前日のこと。それでなくともここ数日歩きづめだったのだ。聞くところによると、目的地ロスブリュックはここから徒歩で十日ほどかかるらしい。いまのうちにせいぜいしっかり身体からだを休めておかなければ。

　路銀も多少はフレアにもらった。食うものぐらいはまともに買えそうな金額だったから、明日旅に必要なものを買いそろえるとしよう。まず堅パンと干し肉を山ほど買い込んで、そいつらを包むための油紙と、そうだナイフ。靴もいい加減ガタがきているから修繕に出して、あとは、ええと……。

　戦士団にいるときは食糧班がいたから何も考えないでよかったが、いざ一人旅をするとなるとなかなか準備が面倒だった。考えているうちに少し眠くなってくる。

　そのまま眠気にまかせてうつらうつらしていると、ふと何かが太陽を遮った。

　――ん？

　目をこらした。

　逆光で顔は見づらかったが、陽光に透けるその山やま吹ぶき色いろの髪には見覚えがあった。

「……エルザ、か？」

　目をこらすとやはりエルザだった。表情の読めない顔でこちらを覗のぞき込んでいる。

「おい……？」

　しばらく待っても返事をしなかったので、ネイブはとりあえず上体を起こしてみた。

「いしょっ」

　視界が空からぐるりと地上の風景に移動する。

　川の向こうはまだ開墾の進んでいない草原地帯だ。遠くにいくつもの山の連なりが見える。アジェントンは山と海に挟まれた街なのだ。

「どうしたんだ？　何か用か？　おれ、もう戦士団クビになった身だけど」

「聞いた」

「そうか」

　エルザはしばらく押し黙っていたが、不意に、あたしも、と言った。

「……あたしも、退団させられちゃった」

「えっ」

　とっさすぎて思わず驚いてしまったが、事情を聞いてみるとだいたい自分と同じような理由でもっと驚いた。曰いわく、単独行動がどうだの、団の規律を乱すだの――一度ネイブにやって味を占めたのかもしれない。とんでもない隊長だ。

　適当に相づちを打ちながら、ネイブは考えた。アマルフィの屋敷での様子から想像するに、エルザが戦士団に入った目的はおそらくアマルフィに復ふく讐しゆうをすることだった。それが一応の決着を見た以上、エルザの方にも戦士団にいる理由はないはずで、そう考えると今回のお裁きはエルザにとってはさして痛くない結果であるように思えた。

　エルザが話し終えると、せせらぎが再び戻ってきた。時折吹く風が周りに咲いた草花を揺らしていく。暑い盛りもそろそろ過ぎた。もう少しで秋だ。

　しばらくして、エルザがぽつりと発した。

「……アマルフィ、商売畳たたんだんだって」

「へえ……」

　まあ……部屋いっぱいにあった商売道具が全て風にさらわれてしまっては、おいそれと復活はできないだろうと思ってはいたが。

「ありがとう、ね」

「何が？」

　なんとなくとぼけてみたが、どうも通用していないようだった。じっと瞳ひとみを覗のぞき込まれ、居心地の悪さを思うさま味わっていると、何を考えたかエルザは隣にぺたりと腰を落とした。

　水車が回る。

「……あたし、アマルフィの召使いだったの」

「…………」

「はじめはパパがあたしを売ったんだと思ってた。アマルフィもそう言ってた。けど、ちがったの。アマルフィはあたしを手に入れるためにパパをだましてて、パパはあたしを取り戻そうとしてアマルフィに殺されたの」

　エルザは淡々と喋しやべった。

「二ふた月つき前にそれを知ったとき、あたし、アマルフィの元を逃げ出したんだ。泣き寝入りするつもりなんてなかった。きっとパパの仇かたきを討ってやるって思って、それだけ考えて、この二月を過ごしてきたの」

　視線は遠く山の向こう。聞き手など必要としていないかのような、それはほとんど独白に近いものだった。

「やっとあの男を追いつめた。パパの無念を晴らせると思った。でも、パパはきっとそんなこと考えてなかったんだ」

　ぱしゃん、と魚が跳ねた。

「……ネイブが教えてくれたんだよ」

　柔らかな風が吹いてあたりの草花を揺らしていく。揺れる場所があちらからこちらに移動して、風の形がわかる。こんな風景がネイブは好きだった。

「ねえ」

　久しぶりの呼びかけを聞いて、ネイブはふとエルザを見た。

「あたし、パパの言いつけ、守ったよ」

　エルザの目はいつの間にかこちらに向いていた。

「だから……さ」

　目め尻じりにじんわりと浮かんでいるのは、涙。

「パパ……あたしを褒めてくれるかな……？」

　すがるような声だった。ふだんの元気なエルザからは想像もできない。それに、なんて顔してんだ。ネイブは心の中で弱った声を上げた。なんでもいい、とにかく肯定してやらなければいまにも泣き出しそうな顔をしていた。

　だから言ってやろうとした。そうだな、きっと褒めてくれるよ、いまごろ喜んでるさ――

「…………っ」

　言えなかった。

　いつからだろう。こんなに融通が利きかなくなってしまったのは。思ってもないことは、もう口にできない。

　昔はちがった。息をするように嘘うそをつくことができた。でも、もうできない。もう嘘はつけないんだ。不便だな。だから、こう言うしかなかった。

「わからない」

「……っ」

　やっぱりだ。エルザの顔がみるみる悲しそうになっていって、ああ、ほら、唇なんて震えだしている。

「な、なによ……」

　ごめんな。昔はこうじゃなかったんだよ。

「ウソでも『そうだな』って、言ってくれたっていいじゃない」

「……あんたの父さんがどんな人だったか、おれは知らないからな」

「そうだけど、そうだけど、でも、さっ……」

「――だから」

「え？」

　エルザの動きが止まった。『だから』なんて言っちまって、おれ、何言うつもりなんだ？　もう後悔してる。こんなこと言って何になるんだ。あいつは父さんの言葉が欲しいんだ。おれの言葉なんて、なあ。

　ためらいながら、後悔しながら、それでも、

「だから……代わりにおれが言ってやる」

　それでも、外そと面づらだけは、堂々としていたと、思う。



「よく――我慢したな」



「――――」

　緑色の瞳ひとみが大きく見開かれるのが見えて――

「…………」

　呆ぼう然ぜん、というのだろうか。口も少しだけ開いて、それともこれは驚いた表情に入るのかもしれない。とにかくそのまま、時が止まったように動かなくなってしまった。

「…………」

　……動かない。

　おい反応しろ。なんか喋しやべれ。沈黙に耐えかねてそう言いかけたとき、ようやくエルザの口がぼんやりと動いた。

「ねえ……」

「？」

「あっち向いて」

「……なんでだ？」

「いいから」

　呆ぼう然ぜんそのままの表情で言うものだから、怖くはないのになんだか不気味で、その上有う無むを言わせぬ雰囲気があった。

　わけがわからないと思いながら言われたとおり尻しりを回転させ、川の方を向く。

　ちらりと水の中に目をやって、ああ、魚いるいる、故郷モルンにいたやつとはちょっと形がちがうんだな、なんて思って、次の瞬間。



　ぐすっ



「えっ」

　振り向いた。そりゃもう振り向いた。

　視界に映ったのは、うつむくエルザの姿。

「……おまえ」

　エルザはぱっと顔を上げた。その瞳ひとみから溢あふれ出す涙を、ネイブはまざまざと見てしまった。

「やだっ」

　手のひらで目め許もとをぐしゅぐしゅと拭ぬぐう。それでも涙は次から次へと頬ほおを伝って、いっこうに止まる気配を見せなかった。何度も何度も拭ったあげく、ついに諦あきらめたか今度はネイブに矛先を向け、

「あ、あっち向いてって、言ったじゃん、ばかあ」

　そう言ってまたぐしゅぐしゅと泣いた。やっぱり泣き顔を見せるのが恥ずかしいのか、途中から顔を伏せてしまった。

　止まらない嗚お咽えつ。しゃくりあげるたびにその華きや奢しやな背中が上下するのを見ながら、ふといつかエルザの言っていた言葉を思い出した。

『絶対に人前で泣いてなんかやらない』

　彼女はたしかにそう言った。

　アマルフィの前でだけはそうはいかなかったが、それ以外のときは本当にずっと笑顔のままだった。

　なのに。

　けれど。

　いま、エルザはネイブの目の前で泣いている。

　思えば自分は勝手に彼女の歩む道に踏み込んで、あまつさえ道をねじ曲げてしまったのだ。エルザはそれに怒りもせず、それどころかつらい過去を自分にさらけ出してくれた。その上、人に見せないと言った涙をも見せてくれた。

　――おれは……。

　ひょっとしたら、おれは少しだけ、エルザの心の内側に入れてもらえたのかもしれない。そう考えると、とたんに心が温かくなったような気がした。

　おれはおまえの何かになれただろうか。おれがいたことで、おまえの中の何かが変わったんだろうか。おまえはそれに後悔をしていないだろうか。

　もしそうなら、おれがここにいる意味は、あったのかもな。

「エルザ」

　なんとなく呼んでみる。話すことなんて別にないのだけど。

「……？」

　ゆっくりと顔を上げたエルザを見て、ネイブは胸の底に言いようのない気持ちが芽生えるのを感じた。怒られるから言わないけれど、泣いている顔はとてもきれいだった。

　川のせせらぎ。

　水車の回る音。

　やさしく吹いた風が、山やま吹ぶき色いろの髪をふわりと揺らして。

　どこか懐かしい空気の中、ネイブはゆっくりと手を伸ばし、泣き濡ぬれたエルザの頬ほおに、そっとふれてみた。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき・ドラスティック





「シメリキッ！」

　と、担当様こと永遠の船乗りバスコ＝ダ＝マガが発するのです。あの、そんな「へへっ、日本語を使いこなしてやったぜっ」みたいな得意げな顔されても困るのです。ええとシメリキってなんでしょうか。湿り気？　えっ、なになに？　……ああ、原稿のことですね！　少々お待ち下さい。いえすいませんねえ、私とて文化的生活を謳おう歌かするホモサピエンスのはしくれ、生きている以上は原稿以外にも色々とやることがあるのです。例えばほら昼寝とか。あと二度寝とか。

「…………喜望峰式グツド・ホープコブラツイスト！」



　こんにちは。七なな位い連れん一いち（背骨骨折バージョン）です。

　さて、私の去年の抱負は「謝らない」でした。

　明らかに相手が悪いというときも、とっさに謝ってしまうこのくせ。これではいけない。もう少し威厳のある人間にならねばと、私、努力してみたのであります。

　集合時間に遅れたときも……。

「謝らない！」

　仕事でポカをやらかしたときも……。

「謝らない！」

　そんなことを半年ほど続けてみたのです。するとどうでしょう。なんと、私の周りからみるみる友人が減っていくではありませんか！　その減少はとどまるところを知らず、いまや友人の数は一桁どころか小数点をすら割り込む勢いであります。ああ、なんということ。私は稲妻のような後悔にうたれ、そしてついに悟りを得たのです！

『自分が悪いときは、ちゃんと謝る』

　ああ……これぞ真理！

　感動のあまり、しばらく身体からだの震えが止まらない私でありました。



　絵師の光こう崎さき瑠る衣いさま。今回ももう……何とお礼を申し上げていいやらわかりませんが私とりあえず溶とけます。ドロリ（溶けました）。担当のバスコさま、今回もお世話になりました。あと前巻のあとがきに書いたホームシアターの招待主より「うちのテレビは12インチじゃなくて15インチだこのクソムシ」とのお叱りを受けましたのでここに伏してお詫わびをおおおおお謝らないいいいッッ！



『おかしいぞ……美少女ならこんな態度でも萌え萌えのはずなのに』

七位連一



    

  
    
      

　著者

　七位連一（なない・れんいち）

　本作で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新入賞佳作受賞。

　カボチャの煮物を食しつつふと考えたのです。このおいしさの秘密はどこにあるのだろうと。天ぷらにしても甘い、煮物にしても甘い、なるほど、つまりカボチャはそれのみでおいしいのだね？　という結論に至り、それを証明すべく今度は一切味付けをせず水だけで煮てみました。

　結果。

　「……マズッ」



　イラスト

　光崎瑠衣（こうさき・るい）

　　２月12日生まれ。クリスチャンです。

　　愛知県出身。現在東京在住。

　　ゲーム会社で、主にキャラクターデザインを担当させていただいてました。

　　現在は、フリーイラストレーターとして働いています。

　　公式ＨＰ「GLASS HEART」

　　http://www.yoji.mobi/
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